














極道の淫らな挑発








中原一也





[image: ]

角川ルビー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。







　目次







極道の淫らな挑発




　あとがき




ギャラリー














１









　一ひと目め惚ぼれというのは、ある。

　羽は村むら優ゆうは、今それをいたく実感していた。心を吸い寄せられるような感覚は、気のせいではない。言葉では説明のつかないものを、感じ取っている。

　ゲイでもないのに、同じ男にこれほど心こころ惹ひかれるものなのかと思うが、今抱いだいている己おのれの感覚を信じるなら、間ま違ちがいなく一目惚れだ。それは恋れん愛あいという意味ではなく、そんなものを超ちよう越えつしていると言っていいだろう。

　出会った瞬しゆん間かんに恋こいに落ちたような経験はないが、今なら感覚だけで相手に惹かれる気持ちがよくわかる。

「あの……」

　日はすっかり落ち、辺りは街灯の光だけで人通りもほとんどなかった。羽村の住むマンションのすぐ近くに停とめてあった車から降りてきたのは、夜の闇やみが似合うスーツ姿の男だ。

「羽村優だな」

「え……、あ……はい」

　声を聞いた瞬間、背筋がゾクリとした。

　溶とかした飴あめを流し込まれたように、耳の奥がジンと熱くなる。魅み力りよく的な声だった。低めのそれには艶つやと深みがあり、耳元で囁ささやかれる時のような気き恥はずかしささえ覚える。別な言い方をするならば、誘ゆう惑わくめいたそれは悪の道へと誘いざなう魔ま物ものの息いき遣づかい。

　森の中に静かに横たわっている沼ぬまのように、底が見えず、恐おそろしく、けれどもそこに何が潜ひそんでいるのか知りたくて、つい覗のぞき込んでしまう──そんなふうに抗あらがえなくさせるものを持っているのは、間違いなかった。

「確かに羽村は自分ですが、どなたですか？」

「俺か？　俺は鷺さぎ谷たにだ」

「鷺谷さん、ですか」

　名前を聞いても、特に覚えはなかった。もう一度顔をよく見るが、それでも同じだった。

（雰ふん囲い気きのある人だな……）

　不ぶ躾しつけだとわかっていながらも、羽村は目を離はなせずに鷺谷と名乗った男を見上げていた。

　平均より少し高めの身長の自分が見上げるということは、かなりの長身だとわかる。自分と同じスーツ姿でもこんなにも違うものかというほど、鷺谷は堂々としていた。

　股また下したは長く、肩かた幅はばも広い。堂々とした立ち姿は、その態度だけでなく恵めぐまれた体格のおかげでもあるのだろう。いわゆる男の戦せん闘とう服でもあるスーツを、ここまで美しく着こなす人を見たことがない。

　憧あこがれ。嫉しつ妬と。羨せん望ぼう。

　様々な感情に搔かき回されながらも、目を逸そらせなかった。逸らしたくないと思わせてしまうものを、男は持っている。

「羽村一かず翔とを知ってるな」

「もちろんです。俺は一翔の叔お父じですから」

　自分の甥おいの名前が出て、ドキリとした。

「今はあんたが一翔の保護者か？」

「はい。あの……一翔が何かしたんですか？」

「いいや。だが、込み入った話だ。どこか別の場所で話したい」

　どういうことだろうと思い、なんとなく鷺谷が降りてきた車のほうを見る。すると、運転手らしい男は車の前でずっと待機していた。ハイヤーの運転手にしては、かなり若い。

　一翔と同じくらいの歳の頃の、幼さの残る顔をした男だ。

「別に構いませんけど」

　怪あやしいと思うが、甥の名前が出たとあっては無視するわけにはいかない。

　羽村は、話をすることに同意した。だが、いくら自分が男でもいきなり知らない男の車に乗り込む気にはなれず、近くのファミリーレストランを指定してあとで落ち合うことにする。

「それじゃあ、二十分後に行きます」

「遅おくれるなよ」

　言って軽く笑うと、鷺谷は踵きびすを返す。

　一いつ瞬しゆん送られた流し目に、羽村の心臓が小さく跳はねた。それはすぐに収まらず、トクトクと鳴り続けている。

　たった一瞬だ。一瞬、その視線に捉とらえられただけだ。

　それなのに、羽村の心はこれまでになくざわつき、乱れている。

　鷺谷と名乗った男が後部座席に乗り込んでしまうまで、見み惚とれるようにその姿を追っていた。ブロロロロ……、と低いエンジン音を響ひびかせながら走り去るそのテールランプをじっと見ながら、羽村はまるで人ならぬ者──通り魔まにでも出会った気分になっていた。













　羽村は『株式会社 SHIBAURA』という音おん響きよう設備のメーカーに勤めるサラリーマンだ。

　駅に設置するスピーカーや、ホールなどに入れる音響機器を取り扱あつかっている。取引先は店てん舗ぽやコンサートホール、学校や鉄道会社など多た岐きに亘わたり、羽村は営業として働いている。

　両親を早く亡なくしたことと、姉の紀のり子こが残した忘れ形見の親代わりをしていることを除けば、これといって特筆すべきことはない。

　平均的な体格。癖くせのない髪かみ。奥おく二ぶた重えの目。日本人らしい鼻び梁りよう。見た目に関しては、大きく損をすることもないが、得するほどのものも持っていない。

　ただ、若い頃ころに両親を亡くしたためか、しっかり者とよく言われるのは確かだ。

　特技といえばピアノだが、高価なものを買う余よ裕ゆうはなく、もう何年も弾ひいていない。

　子供の頃、歳の離れた姉がピアノを習っていた影えい響きようで物心ついた時には鍵けん盤ばんを叩たたくようになっていたのが、ピアノを弾いたきっかけだ。教室に通って教えてもらったわけではなく、見よう見まねで音を出しているうちに姉よりも上手だと褒ほめられるようになった。

　父が聞いていたジャズの影響か、子供の頃から音楽の趣しゆ味みが渋しぶいと言われていて、小学校に入る前から演奏するのももっぱらジャズだった。近所にセミプロのジャズピアニストがいたのも、羽村をジャズピアノにのめり込ませた理由の一つだろう。父と親しかった彼に連れられ、ライヴハウスに行ったこともある。

　大人のプレイヤーに交ざり、セッションでステージに立ったのはいい思い出だ。

　自由に鍵盤の上で指を躍おどらせるのが、子供の頃の主な遊びだった。将来はジャズピアニストになるのだろうと、周りの大人は口を揃そろえて言った。

　だが、それは両親の突とつ然ぜんの死によって諦あきらめることとなる。

　羽村が小学二年生の頃、両親が交通事故で他界し、生活は一変した。

　施し設せつに預けられ、ピアノに触ふれることはなくなった。それでもオルガンだけは弾き続け、自分は音楽の仕事に就つくのだと子供心に夢を抱いていた。プレイヤーとして、音楽に携たずさわるのだと……。

　けれども、八つ歳上の姉は羽村が十一歳の頃に妊にん娠しん。シングルマザーとなったことが、羽村を少しずつ夢から醒さめさせることとなる。

　高校に入る頃には、単身アメリカに渡わたって本格的にジャズを学びたいという気持ちが大きくなっていたが、ひたむきに自分の夢だけを追うことはできなくなっていた。両親を早くに失った羽村にとって、姉はたった一人の家族で甥は大事な肉親だ。

　相手が誰だれなのか決して口にせず、子供のために奮ふん闘とうしている姉を見続けていたからか、傍そばにいてやりたいという気持ちが強くなっていった。

　高校を卒業するとともに今の会社に就職したのは、シングルマザーとして子供を育てている姉を助けるためだ。

　皮肉にも、約三年前に両親と同じ交通事故で姉も突然この世を去ることとなったが、社会人になっていた羽村が、姉の忘れ形見を引き取ったのは自然の流れだと言える。

　両親の残してくれた財産がまだ残っているため、それを切り崩くずしながら一翔との生活をなんとか維い持じしている。

　羽村にとって、一翔はたった一人の肉親で、自分の夢を犠ぎ牲せいにしていいと思える宝物のような存在だった。













「ただいま～」

　鷺谷と別れて自分のマンションに戻もどった羽村は、リビングにいる一翔に声をかけた。

　風ふ呂ろは済ませたのだろう。パジャマを着た一翔はプリンを食べながらテレビを見ていた。まさに今時の高校生といったタイプで、身長は羽村と同じくらいで体格はいい。だが、中身はまだまだ子供だ。

「おかえりなさ～い。飯喰くった？」

「いや、まだ。それより勉強したのか？」

「うん、一応ね。あれ、どっか行くの？　飯は優兄ちゃんのも作ってるよ」

「いつもありがとな。ちょっと用事があるんだ。あ、自転車借りるぞ。飯は帰って食べるから。俺の帰り待たずに時間になったら寝ねろよ。いつまでもネットとかゲームとかしてるんじゃないぞ」

「は～い、わかってま～す」

　いつも返事だけはいい一翔を見て、仕方ない奴やつだと笑った。そして、部屋を出ようとしていったん立ち止まる。

「あ、ところでさ、お前クラスに鷺谷って人いるか？」

「いや、いないけど」

「学校の先生にも？」

「うん、なんで？」

「別に……。じゃあ行ってくるな」

　鷺谷の雰ふん囲い気きから、同級生の保護者や学校関係者の線はないだろうと思っていたが、やはりそうかと、とりあえず待ち合わせの場所まで行ってみることにする。

　このところ熱帯夜続きだが、今日は夕立のおかげか随ずい分ぶんと過ごしやすく、調子よく自転車を漕こいだ。顔に受ける風が心地ここちいい。

　自宅マンションから十五分ほどのところに、羽村が指定したファミリーレストランはあった。中に入ると、三割ほどの席が埋うまっている。

「いらっしゃいませ」

　男を捜さがす。すぐに見つかった。

　いや、捜す前に目についたと言ったほうがいいだろう。ボックス席に一人で座っている姿は、やはり目立っていた。ここにいるどの客とも違ちがう。異質な存在だと感じさせるオーラが滲にじみ出ていた。

　こういう安価な店にしたのは、申し訳なかったかもしれない──そんな思いすら抱いだいてしまう。

「すみません。お待たせして」

　言いながら、羽村は前の席に座った。

　遅おそい時間だからか、周りは学生ふうの若者やサラリーマンの姿が多かった。女性三人組のうちの一人が、鷺谷を気にしているのがわかる。羽村と目が合うと、すぐに逸そらした。

　ウエイトレスが水を運んできた時も、鷺谷に視線を吸い寄せられている。男である羽村もそうだったのだ。当然のことだろうと納なつ得とくする。

「いらっしゃいませ。ご注文はお決まりですか？」

「えっと……ホットコーヒーをお願いします」

　羽村は、鷺谷と同じものを注文した。

　ウエイトレスが行ってしまうと、なぜか緊きん張ちようした。どこか危険な匂においのする鷺谷を前にし、何を言われるのだろうと身構える。どんな人生を歩めばこんなふうになるのだろうと思うほど、特別なものを持っているのは確かだ。

　夜の闇やみを纏まとったような雰囲気。

　男の羽村さえも惑まどわすような色いろ香か。

　何を抱かかえているのだろうと、興味すら湧わいてくる。

「一翔のことでお話があるということですが、どういう内容ですか？」

　聞くが、鷺谷はそれには答えず、ソファーの上に置いていた茶ちや封ぶう筒とうを差し出してきた。中を見てみろと視線で促うながされ、素す直なおに従う。そして、そこに入っていた写真に、思わず目を見開いた。

「え……、これ……」

　そこには、知らない男と亡き姉が写っている。　>>>♥

「一翔の父親を知ってるか？」

「いえ、知りません」

「そこに写ってるのが、一翔の父親だ」

　姉の隣となりに座っているのは、どことなく怖こわい感じのする男だ。一見ごく普ふ通つうのサラリーマンのようだが、違うとわかる。鷺谷がそうであるように、普通と違う何かを見る者に感じさせるのだ。

「一翔の父親を教えてやろう。斎さい藤とう勝かつ臣おみ。死んだあんたの姉貴を孕はらませたのは、うちの組長だ」

「は？」

　組長と言われて、一いつ瞬しゆん思考が停止した。自分の生活圏けんにはない言葉だ。もう一度聞き直そうとしたが、そうするまでもなくこう続けられる。

「黒くろ田だ会系・斎藤組。斎藤勝臣は一翔の父親だよ。ずっと捜していた。引き取って自分の跡あと目め候補にしたいそうだ」

「あの……っ、ちょっと待ってくださいっ」

　いきなり実の父親だの跡目だの言われて、はいそうですかと納得できるはずがない。頭の中は混乱している。

「どこに証しよう拠こが……っ」

「鑑かん定てい書だ」

　もう一つポケットの中から別の書類を出されて、手に取った。急いで中を確かく認にんする。

　それは、ＤＮＡ鑑定書だった。一いつ般ぱん人でも料金を払はらえば鑑定してくれるところがあるのは、羽村も知っている。しかし、本人の同意もなしに誰でもやっていいなどとは聞いたことがない。しかも、一翔は未成年だ。

「こんな……勝手に……っ。大体、ＤＮＡなんていつの間に採ったんですか」

「捨てたジュースの缶かん一つあれば、鑑定はできる。信じられないなら、もう一度鑑定してもいいぞ」

「そういうことを言ってるんじゃありません。一翔は未成年で、俺が親代わりなんです。俺に無断でこんなことしていいと思ってるんですか？」

「いいか悪いかは別の話だ。俺は事実を言ってるんだよ。法的にどうこう言われようが、一翔とうちの組長が親子関係にあるのは事実だ」

　堂々と言い放たれ、羽村は自分が抱いた印象が間ま違ちがっていなかったと確信した。

　やはり、この男はただの堅かた気ぎではない。滲み出る魔ま物もののようなオーラはまんざら偽にせ物ものではない。まさに人を惑わす通り魔。本物の悪党なのだと……。

　魅み力りよく的だと感じた自分を、恥はじた。ヤクザはヤクザだ。汚きたないことを平気でやる。どこか悪そうな雰囲気に惹ひかれるなんて、とんでもないことだ。

「一翔は姉の忘れ形見です。いきなり来たあなたの話を『はいそうですか』なんて聞けると思ってませんよね？」

「ああ。だがな、誰だれも裁判をしようなんて言ってないんだよ。あんた、ヤクザがそんなことすると思ってるのか？」

　嗤わらわれ、確かに鷺谷の言うとおりだと、世間知らずな自分の言い分が恥ずかしくなる。

「俺は親父おやじに頼たのまれて、親父の隠かくし子を捜してた。苦労したんだ。ここで引き下がるわけにはいかないんでね」

「親父って……じゃあ、あなたは一翔の腹はら違ちがいのお兄さんってことですか？」

「親父ってのは、組長のことだ。俺たちヤクザは組長のことを親父と呼ぶんだよ」

　呼び方一つ取っても自分の知らない世界のことだと痛感し、なおさらそんな世界で生きる男のところへ大事な一翔をやるわけにはいかないと、強く決心した。

　全力で阻そ止ししなければ、一翔の将来が滅め茶ちや苦く茶ちやにされてしまう。

「自分がヤクザであることをひけらかして市民に恐きよう怖ふ心を与あたえると、法的にまずいんじゃないですか？」

　怖いながらも、ヤクザに脅おどされて大事なものを手放すものかと意気込んで鷺谷を睨にらむ。

　すると、鷺谷はふと口元を緩ゆるめた。魅力的な笑えみだ。

　思わず魅み入いられそうになり、相手はヤクザだぞと自分に言い聞かせる。

「あんた、ヤクザ相手に度胸あるな。気に入ったぞ」

「ヤクザに気に入られても嬉うれしくありません」

　子供のような反論をしてしまったことを後こう悔かいするが、言ってしまったものは取り返せない。羽村のそんな言動をどう受け取ったのか、鷺谷は余よ裕ゆうの態度でこう言った。

「悪い話じゃないと思うがな」

「どこがですか」

「あんた、一翔を大学へやれるのか？」

　ドキリとし、鷺谷をじっと見る。不ふ遜そんな笑みを浮うかべるのを見て、羽村は恨うらめしげに奥歯を嚙かみ締しめることしかできなかった。

　実はこのところ、一翔を大学へやる学費について悩なやんでいた。学資保険には入っているが、姉が残した貯金を足してもそれだけでは到とう底てい足りない。

「どうせあんたの稼かせぎじゃ大学は出してやれないだろう。それとも、奨しよう学がく金でも貰もらうか？　日本の奨学金は、名ばかりの借金だ。国ってのはな、俺たちヤクザ以上に厳しい取り立てをするぞ」

　言われずとも、わかっていた。一翔がこっそり奨学金制度について情報を集めているのを知り、やはり大学に行きたいのかと羽村も資料を取り寄せてみた。すると、そこに書かれてあったのは、厳しい現実だった。

　就職してすぐ始まる返済。滞たい納のうに対するペナルティは驚おどろくほど厳しいもので、場合によってはブラックリストに載のったりクレジットカードを作れなくなったりする。

　まさに、闇やみ金きんから金を借りる覚かく悟ごくらいしていないと借りられないというのが、羽村の抱いた印象だ。

「親父なら、大学くらい出してやれるぞ」

「大学に行っても、結局ヤクザになるなら学歴なんて意味ないじゃないですか」

「今時のヤクザが切った張ったの世界で生きてると思うか？　今は金がすべてだ。大学に行かせて経済を学ばせる。金を稼ぐスキルを磨みがけるぞ。今みたいな切り詰つめた生活とは、おさらばだ。あんたにも、これまで育ててくれた謝礼は払う」

「今のままで結構です。汚いお金には興味がないですから」

　強気の台詞せりふに気分を害するかと思ったが、鷺谷はまた愉しげに笑った。悪党の笑みに惹かれる気持ちを必死で殺し、何を言っても無む駄だだと敵意を剝むき出しにする。

「まぁいい。今日は事実を伝えに来ただけだ。いずれまた会うことになる」

「ちょっと待ってください。話はまだ……っ」

「また俺に会いたければ、連れん絡らくしろ」

　名めい刺しをテーブルに置いて、鷺谷は行ってしまった。

　ヤクザ相手によくあんな強気なことが言えたなと、今さらながらに怖くなって手が震ふるえる。

　しばらく席に座ったまま茫ぼう然ぜんとしていたが、知らない男と写っている姉の写真を手に取り、じっと眺ながめた。おそらく、鷺谷の言うことは本当なのだろう。鑑定書で確認しなくても、なんとなくわかる。

（なぁ、姉貴。姉貴が相手の名前を最後まで誰だれにも言わなかったのは、ヤクザだからだったのか……？）

　女を孕ませて逃にげるような相手は誰だと周りの大人に問いつめられた時、姉が悲しそうな顔をしているのを子供心に今でもよく覚えている。

　あれは、愛してはいけない相手を愛してしまったからだと、やっとわかった。
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　夜七時を過ぎたオフィスは、静まり返っていた。

　鷺谷に一翔の父親に関する事実を聞かされて、十日──。

　羽村はため息をつくと、提出する旅費精算費の確かく認にんをして机の上を片づけた。金曜日とあって気が抜ぬけてしまったのか、すぐにでも帰りたいのにそのままぼんやりしてしまう。

「羽村さん、どうかしたんですか？」

「あ、いや……別になんでもない。ちょっと疲つかれたっていうか」

　後こう輩はいの森もり崎さきに声をかけられ、羽村は愛あい想そ笑いをした。けれども誤ご魔ま化かせなかったようで、森崎は心配そうな顔をする。

「最近悩み抱かかえてません？」

「え、そんなことないよ」

「そうですか？　ここんとこ考えごとばっかりしてるって、水みず原はらさんが言ってましたよ」

　水原とは、経理の女子社員だ。羽村より長く会社に在ざい籍せきしている。後輩の指導もよくやっている女性で、頼たよれる存在だ。

「まぁ、悩みっていうか、プライベートで色々あってね」

「そういえば羽村さんって、甥おいっ子さんと暮らしてるんですよね。高校生でしたっけ？」

「うん。進路とか考えなきゃいけないことが山ほどあるんだ」

「そっか～。親代わりですもんね。大変だなぁ。俺なんかまだ実家通いですもん。いい歳して甘えてるって親にいつも説教されるんですけど、楽なのに慣れると駄だ目めですね」

「親が生きてるんだ。甘えていいと思うぞ」

　甘えたくても甘えられない環かん境きようで育った羽村は、森崎が少し羨うらやましかった。口くち煩うるさく叱しかってくれる相手がいるのは、ありがたいことだ。

「じゃあ、俺もう帰ります。実は、俺これから飲みなんですよ」

「そうか。お疲れ様」

「お疲れ様で～す」

　足取り軽く帰っていく森崎の背中を見送り、自分も帰り支度じたくをする。そしてふと手を止め、数日前に言われた鷺谷の言葉を思い出した。

『今日は事実を伝えに来ただけだ。いずれまた会うことになる』

　これからのことを考えると、憂ゆう鬱うつになる。

　あれから一度も姿を見せないが、嵐あらしの前の静けさのような不気味さを感じるのだ。こうしている今も、何か悪いことが進行している気がする。自分が知らないだけで、一翔を奪うばおうとする力が忍しのび寄ってきている不安を感じずにはいられない。

　また、一翔の大学進学について考えると、現実が重くのし掛かかってきた。

　金という現実。それは、羽村だけでなく一翔も感じているようだ。鷺谷が現れるよりずっと前に交かわした会話からも、よくわかる。

『ねぇ、優兄ちゃん。お願いがあるんだけど』

　一翔が改まった態度で羽村に持ちかけた相談事は、高校生にありがちなものだった。

『俺さ、土日だけバイトしたら駄目？』

『勉強は？』

『してるじゃん』

『お前陸上は？　なんで途と中ちゆうで辞やめたんだ？　部活くらいしていいんだぞ』

『いいよ。金かかるし。やっぱいい道具持ってるといい記録が出るんだよ。そんなの最初からハンデつけられてるのと同じじゃん。つまんないよ』

　この言葉を聞くと、一翔が不ふ憫びんでならなかった。スパイクやスニーカーを買ってやるくらいの余裕はあるが、そのために飲み会の誘さそいを断る羽村を気き遣づかって、一翔は自分でバイトをしたいと言い出したのだった。

『バイトしてどうするんだ？』

『優兄ちゃんばっかり苦労してるから、俺も金稼ぎたいだけ。大学も行きたいし』

　同じ相談でも、遊ぶ金欲しさとは違ちがう切実さに、心が痛んだのを覚えている。

　そんなこと子供が心配するなと言ったが、とても納なつ得とくしたようには見えなかった。ただ、羽村を説得できそうにないから引き下がっただけという印象だった。

（やっぱり、お金で苦労させてるよな）

　両親の残してくれた財産と姉の貯金、羽村が積み立てている学資保険を合わせても、大学進学に必要な額には足りない。一翔はそれを察しているのだろう。

「あ～、駄目だ駄目だ。暗い顔で帰ったらまた心配かける」

　暗いことばかり考えるなと、気持ちを切り替かえて家路についた。会社から自宅まで地下鉄と徒歩で一時間。途中、コンビニエンスストアが二軒けんあるが、寄り道は無む駄だ遣づかいの元だと、何か買って帰りたい衝しよう動どうを抑おさえる。

　マンションに着くと、まず郵便受けを覗のぞいた。郵便物は入ったままだ。

「ただいま～」

　玄げん関かんを開けると中は真っ暗で、羽村は手て探さぐりでスイッチを探した。返事もなく、電気をつけると一翔の部屋へ向かう。

　部屋には、やはり誰だれもいなかった。このところ、一翔の帰りが遅おそいことが続いている。この前は、友達の家に泊とまると言って帰ってこなかった。

　お金のことを心配して今まであまり我がままを言ったりしたことはなかったが、さすがに高校生にもなると誘ゆう惑わくも多いのだろう。友達から遊びに誘われてカラオケに行ったりするくらいは、同級生たちと同じようにさせてやりたいと思い、何も言わなかった。

（なぁ、姉貴。俺、どうしたらいいんだろうな）

　一翔の部屋をドアのところからぼんやり眺め、優やさしかった姉に問う。

　自分が高校生の頃ころはどうだっただろうと考えるが、すでに両親を失っていた羽村は、ごく普ふ通つうの高校生が言うような我がままを口にしたことがなかった。普通がどんなものかわからないまま、結局一翔にも普通とは言えない生活をさせている。

　しかも、ヤクザが父親として名乗り出ているのだ。どうしてこんなことになってしまったんだと、運命を呪のろわずにはいられない。

　その時、机の上に置いてあるものに目を留めた。最近は勝手に部屋の中に入るのは遠えん慮りよしていたが、気になってしまい、電気をつけて中に入る。

「時計？　こんなの持ってたっけ？」

　手に取って、それが高級なものだとすぐにわかった。羽村でも知っている高級腕うで時ど計けいのブランドロゴが入っている。

「……え、なんだ……これ」

　羽村は、愕がく然ぜんとした。慌あわてて抽斗ひきだしを開けるが、特におかしなものは入っていない。

　だが、クローゼットの中を覗いて驚おどろいた。見たことのないシャツが、何枚かハンガーに掛かかっていた。タグを見て、有名なブランドのものだとわかる。おそらく一枚一万円近くするだろう。

「まさか……変なバイトでも……」

　女の子じゃなくても、危険なアルバイトはある。インターネットという手段ができてから、若者が簡単に犯罪に手を染めるような、そんな誘惑があちこちに転がっているのだ。

　頭の中を、色々な可能性が駆かけ巡めぐる。

　その時、一翔が帰ってきた音がした。すぐに玄関まで出て行く。

「ただいま～」

「一翔」

「どうしたの？　怖こわい顔して」

　いつもと特に変わった様子はないが、部屋にあったものは無視できない。親代わりとして、ここできっちり言い聞かせるのが、自分の役割だと思う。

「一翔、ちょっと聞きたいことがあるんだ」

「何？」

「これ、どうしたんだ？」

　時計を差し出すと、一翔の顔色が変わった。間ま違ちがいなく、手にする過程で言えない事情があるということだ。

「お前の小こ遣づかいで買えるようなもんじゃないだろ。変なバイトでもしてるのか？」

「違うよ」

「じゃあなんだ？」

　一翔は黙だまりこくった。やっぱり何かあるのだと思い、もう一度問いつめる。

「言えないのか？　言えないようなことをしてるのか？」

「貰もらったんだよ」

「貰った？　誰だれに？」

「鷺谷さん」

「──っ！」

　一翔の口から出た名前に、羽村はこのところなんとなく感じていた不安の正体はこれだったのかと、確信した。

「あの人がどういう人かわかってるのか！」

　思わず怒ど鳴なってしまったのは、それだけ一翔が大事だからだ。また会うだろうと言い残したのに、まったく姿を現さずに不ふ審しんに思っていたが、こういう形で近づいてくるなんて思っていなかった。

　あの男は、何もしていなかったわけではない。まだ若い一翔をそそのかすなんて汚きたないやり方だと、憤いきどおりを隠かくせなかった。

「返してくる」

「どうしてだよ？　俺が貰ったのに……。しかも俺の部屋に勝手に入ってさぁ！」

「お前はまだ高校生なんだぞ！　ヤクザが優しいのは最初だけだ」

「でも……っ、俺の実のお父さんを知ってるって！」

　それも話したのかと、鷺谷のことを思い出して奥歯を嚙かむ。ほくそ笑えむその表情が、容易に浮うかんだ。今の今まで気づかずにいた世間知らずの自分が歯は痒がゆい。

「ヤクザだって言っても、大学行かせてくれるってさ。稼かせぐ手段を教えてくれるんだよ？」

「稼ぐってどんなふうに稼ぐのかわかってるのか？」

「今のヤクザは、暴力なんて振ふるわないんだよ。株とかで稼ぐんだって言ってた」

「ヤクザはまともな株取引なんてしない。裏でいろんなことをやってるんだ」

「鷺谷さんはグレーゾーンだって……。政治家だって、自分の資産を海外に移動させたりしてるじゃないか。あれもグレーだってテレビで言ってた。どうして俺ら庶しよ民みんはしちゃいけないんだよ？　そんなの不公平じゃないか！」

　高校生の一翔がこんなことを口にしなければならないほど、金銭面で心配をかけているのかと思うと申し訳なくなった。

　一翔はまだ若い。金持ちに対する憧あこがれがあって当然だ。しかも、金で苦労をしているなら、なおさら金持ちになりたいという欲よつ求きゆうは大きいだろう。

「優兄ちゃん。俺はお金で苦労するのはうんざりなんだよ。優兄ちゃんだって、お金がないせいでいろんなことを我が慢まんしてきたじゃないか。自分の夢だって……。お母さんが言ってたよ。ピアノがすごく上手だったって。アメリカで本場のジャズを習いたかったって」

「捨てた夢だ。それに、金だけの問題じゃない。俺は、家族の傍そばにいたかったから夢を諦あきらめたんだ」

「そうやって自分を誤ご魔ま化かしてるんじゃないの？」

　すぐには、答えられなかった。

　両親を早く失ったぶん、家族と離はなれたくないという気持ちが強くて一人アメリカへ渡わたる夢を捨てたのは本当だ。けれども、どちらかというと、女手一つで子供を育てる姉をサポートしなければという思いのほうが大きく影えい響きようしている。

「とにかく、これは返してくる。お前は風ふ呂ろ入って寝ねろ」

「答えになってないよ！　ちゃんと答えてよ！」

「うるさいっ！　二度とヤクザになんか会うな！　俺は許さないからな！」

「勝手なことするなよ！　ちょっと、優兄ちゃん！」

「黙れ！　お前は俺の大事な甥おいだ！　お前がヤクザになるのを黙って見てるわけないだろ！」

　さすがに迫はく力りよく負けしたのか、一翔は黙りこくると自分の部屋へと戻もどっていった。

　鷺谷に貰った名めい刺しはまだ持っていたはずだと、クローゼットの奥に隠しておいた茶ちや封ぶう筒とうを取り出す。そこに書いてある番号にかけてみると、すぐに鷺谷の声がした。

『よぉ、やっぱりかけてきたな。また会うことになると言っただろう』

　待っていたとばかりに言われ、頭に血が上る。

　電話の向こうで、含ふくみ笑いをしている鷺谷の姿が想像できた。あの時、あっさり帰ったのはこういうことだったのかと、そのしたたかさを思い知らされるばかりだ。

「話があります。会いたいんですけど」

『いいぞ。今から俺のマンションに来い』

　なんの話かわかっていることが、腹立たしくてならなかった。これがヤクザのやり方なのかと、怒いかりを抑えられない。

　羽村は、タクシーを呼んですぐに鷺谷のマンションに向かった。窓の外の景色が、次し第だいに見慣れないものへと変わっていく。高級マンションが建ち並ぶ場所は、馴な染じみがない。

　今から自分が会いに行く相手がどんな人物か、痛感した。













　タクシーを降りた羽村は、目の前のマンションを見て圧あつ倒とうされた。

　エントランスはまるで高級ホテルのようで、ゲストルームらしき部屋もあり、こういうことでもなければプライベートで来ることは一生なかっただろうと思わされる場所だった。

（すごいな……）

　指定された部屋のインターホンを押すと、すぐに舎しや弟ていらしい若い男が出てきた。運転手をしていた彼だ。エレベーターで上の階に行くと部屋に通され、意気込んで中に入る。外観以上に驚かされる内装に、羽村は立ち止まってゴクリと唾つばを吞のみ込んだ。

「どうぞ、こっちっす。兄貴、連れてきました」

　今時の若者という言葉遣いが、高級マンションにそぐわない。

「よぉ、久しぶりだな」

　羽村は、思わず部屋を見回した。

　二十畳じようはあるかというリビング。高級クラブのような応接セット。窓の外の夜景は女性が喜びそうな美しさで、選ばれし者のみが手に入れることのできる場所だと思った。

　大金を稼ぐ者。まさに目の前で高そうな酒を舐なめるように飲んでいる男のことだ。

　だが、羨うらやましいとは思わない。

「これ、お返しします」

　気を取り直してツカツカと歩いていき、鷺谷の前に立つと、紙かみ袋ぶくろに突つっ込んできた時計とシャツをテーブルに置いた。挑いどむように、睨ねめつける。

「こんなもの、高校生に与あたえるなんて非常識です」

「それはあんたら庶民の感覚だ」

「どうとでも言ってください。とにかく、これはお返しします」

「返せば済む問題か？　もう中古品だぞ」

　頭に血が上ったまま持ってきてしまったが、よく考えると一度身につけたものだ。このまま返して終わりだというのも、都合が良すぎる。

「確かに、そうですよね。すみません。あとで弁べん償しようします」

　時計は売って金に換かえ、差額は自分の懐ふところから出すしかないと、痛い出費を覚かく悟ごしてテーブルの上に置いたものを再び手に取った。

「全部でいくらなんですか？」

「時計だけで三百はする」

「三百……」

「他ほかにも一翔にかけた金はあるぞ。喜き一いち、あれを持ってこい」

　この少年は喜一というのかと、彼の動向をじっと見る。すると、喜一と呼ばれた少年は、あらかじめ準備していただろう紙の束をテーブルの上に置いた。

　全部、この男の計画どおりにコトが進んでいるとわかっているが、どうしようもない。

「なんです？」

「いいから見てみろ」

　差し出されたものを見て、目を疑った。高級ホテルや高級レストランの領収書だ。目が飛び出るような金額に、慌あわててそれを手にして確かく認にんする。桁けたが違ちがうと言いたくなるものもあった。

「これ……」

「ああ、お察しのとおりだよ。あんたの甥に使った金だ」

　ソファーの背もたれに右みぎ腕うでをかけ、悠ゆう々ゆうと座っている鷺谷は、勝ち誇ほこったように嗤わらった。

「あんたの甥に優やさしくしたのは、いずれ跡あと目めを継つぐ相手だからだ。金持ちの振る舞まいってもんを教えなきゃならないからな。だから、俺は金を出してあちこち連れ回した。跡目として恥はずかしくない振る舞いをしてもらう必要がある。だが、跡目を継がないとなれば、全部返してもらうしかない」

「そんなの、あなたが勝手にしたことでしょう？」

「あんたの甥は、楽しそうに飲み喰くいしてたぞ。ホテルの部屋に泊とまった時も、一番いい部屋がいいと言いやがった。あんたはあれか？　ヤクザ相手なら、好きなだけたかって『はい、さようなら』でいいってのか？」

　羽村は、口を噤つぐんだ。

　いきさつがどうであれ、一翔が使った金だというのは事実だ。そして、借りを作りたくないという思いもあった。一翔が使った金を踏ふみ倒たおすようなことをすれば、この男はいずれなんらかの理由をつけてまた一翔に近づく。

　一翔に近づく口実は、一つでも潰つぶしておきたい。

「わかりました。なるべく早くお返しします」

「あんたは俺に借金を作ったのと同じだ。金利は高いぞ。早く返さないと、雪だるま式にどんどん増えていく」

「そんな滅め茶ちや苦く茶ちやな」

「ここで全額返せば済む話だ」

　そんなことはできないとわかっていて、こんな要求をしているのは明白だった。さすがにヤクザのやることだと、悔くやしさに奥歯を嚙かみ締しめていることしかできない。鷺谷が自分の前に現れた時点で、もう少し気をつけておくべきだったと後こう悔かいする。

　不ふ穏おんな空気を感じ取りながらも、何もしなかったのは自分だ。

「さぁ、どうする？」

　羽村は、答えられなかった。その様子にほくそ笑えむ鷺谷を見て、この男はサディストだと感じた。他人を追いつめて愉たのしんでいる。

　ヤクザになったのも、頷うなずける。

「黙だまりこくってどうした？　まさか、俺がヤクザだからと言って警察に駆かけ込んでこれを全部踏み倒そうって気じゃないだろうな。今は一いつ般ぱん人のほうがヤクザみたいなことをする。夜逃にげする前提で闇やみ金きんから金を借りまくる奴やつもいるんだ。今はヤクザに厳しい世の中だからな、タチが悪い堅かた気ぎさんだ」

　嗤われ、この男を喜ばせるものかと強く誓ちかう。

　世の中は、鷺谷が思うような人間ばかりではない──せめて、自分は違うと証明したかった。

「ちゃんと、お返しします」

「どうやって？」

「貯金を崩くずせばなんとか」

「あんた、甥のためにどこまでできる？」

「どこまででも」

　本気だったが、鷺谷はそう受け取ってはいないようだ。完全に、馬ば鹿かにしている。

「中ちゆう途と半はん端ぱな愛情なんて捨てろ。親父おやじの隠かくし子だってのは、事実なんだ。それを覆くつがえすことはできないんだよ」

「だからって、ヤクザにならなきゃいけない理由にもなりません」

「いくら欲しい？」

「え……？」

「いくら出せば、あんたは大人しく身を引く？　親父には、見つけたら穏おん便びんに連れてこいと言われてるんだ。俺も手て荒あらな真ま似ねはしたくない」言って、喜一のほうを見て顎あごをしゃくった。すると、彼は一度部屋を出てから紙袋を持って戻もどってくる。

「これでどうだ？」

　鷺谷は、中から百万の束を出して羽村の目をじっと見た。驚おどろいて反応できずにいると、また紙袋の中から札束を出す。さらにもう一束。

　反応しないのは『もっとよこせ』と請せい求きゆうしていると思ったのだろう。その考えについていけない。有り余る金をひけらかすように、次々と札束を重ねていく鷺谷に、怒いかりすら湧わいて語気を強める。

「金で甥おいを売れと言うんですか？」

「実の親が娘むすめを売るなんて話は、そこら中に転がってるぞ。しかも、あんたは叔お父じだ。金に目が眩くらんだところで恥ずかしいことじゃない」

「馬鹿にしないでください」

「人間は簡単に金で動く。俺はそういう連中を見てきた。あんたもそうだろう？」

　また一束。札束が積み上げられる。

「俺は違います」

　羽村の言葉を否定するように、さらに一束。

「金を返せないとわかったら、売るさ」

「売りません」

「黙って受け取ったほうがいいんじゃないのか？　大金を手にするか借金を背負うかの瀬せ戸と際ぎわだぞ」

　その言葉に、自分が置かれた現実を直視させられた。金で懐かい柔じゆうされる気はないが、ここで全額返さなければ、とんでもないことになる。

「すぐに用意できないなら、明日あした、あんたの会社に取りに行ってもいい」

「……卑ひ怯きよう者」

　絞しぼり出すように言うと、鷺谷は嗤った。悪あく魔まの笑みだ。その背中に大きく黒い羽を隠し持っていそうな気がした。それは一度広げると辺りのものを闇やみに覆おおってしまう。

「いい言葉だ。あんたみたいな世間知らずにそう罵ののしられると、ゾクゾクする。もっと罵ったっていいんだぞ」

　罵ば倒とうしたところで、鷺谷が何も感じないのだと思い知った。むしろヤクザの勲くん章しようのように心地ここちいいその響ひびきに耳を傾かたむけるだろう。

「だったら、どうしろっていうんですか」

「そうだな。あんたの本気を見せてもらおうか」

　鷺谷は、赤い舌先をチラリと覗のぞかせた。そして、立ち上がると、スーツの上着をゆっくりと脱ぬぐ。どこか色っぽい仕草だ。『悪』は、人を惑まどわせるために、時折、魅み力りよく的に見えてしまう。

　背中がゾクリとした。

　じっと見られ、思わず後あと退ずさりする。舐なめ回すような視線は、まるで実際に触ふれられたかのように絡からみついてくる。魅み入いられたように、羽村はその瞳ひとみを凝ぎよう視ししていた。

　何か、とんでもない悪いことを考えていそうだ。

「躰からだで払はらえ。女はそうするぞ」

「な……っ」

　予想だにしなかった要求に、羽村は言葉を失った。

「一日でいくら利子がつくと思う？　口ばかりじゃなくて、少しは現実的な話をしたらどうだ？　これでも随ずい分ぶん譲じよう歩ほしてやってるんだぞ」

　確かに、この男の言うとおりだ。きれいごとを言っても、一翔の使った金は返せない。

　羽村は、覚かく悟ごをした。

　少しでもつけ入る隙すきを与あたえたら、一翔は連れていかれる。たった一人の肉親を、奪うばわれてしまう。それだけは、なんとしても阻そ止ししたかった。

「わかりました。なんでもしますよ。一翔が使った金を全額返すまで、どんなことでもします。お好きにどうぞ」

　羽村は、勢いよくスーツの上着を脱いで鷺谷を睨にらんだ。強気に出たつもりだが、声が震ふるえているのが自分でもわかる。

　ただの脅おどしであることを願っていたが、鷺谷はどうやら本気のようで、ぞくっとするような笑みを漏もらしながらこう言った。

「下手な誘さそい方だな」













　まさか、自分がこんなことになるとは、思っていなかった。

　煌こう々こうと明かりがついたリビングのソファーで、羽村は鷺谷の下に組み敷しかれていた。ワイシャツのボタンはすべて外され、スラックスも前をくつろげた状態で下着が覗いている。

　まるで観察するように、タバコを吸いながら自分を眺ながめる鷺谷に、羞しゆう恥ちを煽あおられた。その視線は、注がれるだけで躰が熱くなってしまうほど卑ひ猥わいに躰を撫なで回す。

「まんざらその気がないでもなさそうだな」

　言って、鷺谷はネクタイを緩ゆるめた。

　同じ男として、羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けてしまうほどの色いろ香か。欲よく望ぼうが自分に向いているとわかっていても、その仕草に思わずドキリとしてしまう。

　勢いで躰を差し出すと決めたが、こうなるとさすがに躊ちゆう躇ちよせずにはいられなかった。男が男に躰を開くということが、よくわかっていない。頭では理解していても、実際自分が欲望の対象になった時、どんなふうになるのか想像もつかない。

「──ぁ……っ」

「どうした？　口では偉えらそうなことを言ってたが、ここは反応してるぞ」

　下着の上から中心に触れられ、羽村は目を逸そらした。

　勝ち誇ほこったような笑えみを浮うかべながら、やんわりと羽村の中心を扱しごく鷺谷に少しずつ追いつめられていく。どう言い訳しても無む駄だだというほど、硬かたくなっているのは事実だ。

「なぁ、これはなんだ？」

　先走りが下着に染しみ、グレーの布地に濃こい色が浮かんでいた。そこに鷺谷の視線が注がれているのがわかり、はしたなく濡ぬれる己おのれの躰に羽村は唇くちびるを嚙かんだ。

「濡れるのは、女だけじゃないってわかったか」

「変な言い方……しないで、くだ……さ……、……っ」

　視線は中心から逸れ、はだけたワイシャツの間から覗く胸の突とつ起きに移動した。エロティックな視線に晒さらされると、見られることに羞恥を覚える。

　鷺谷の目的がなんなのか、ようやくわかった。

　この男は、自分を抱だきたいのではない──そう確信した。蔑さげすみたいのだ。口では立派なことを言いながら、現実を伴ともなわないことを嗤わらいたい。ただ、それだけだ。だからこそ、こんなふうに鷺谷自身は息一つあげず、欲望を満たそうともせずに奉ほう仕しする。

「ぁ……っ」

　伸のびてきた手が、無防備に晒されている羽村の突起をきつく摘つまんだ。

　いきなり与えられた刺し激げきに、躰が小さく跳はねる。軽く痺しびれたようになり、背中がゾクッとなった。まるで微び弱じやくな電流でも流されたかのようだ。全身を小さくわななかせ、熱い吐と息いきを漏らす。

「そうか。ここもお前の好きなところか？　尖とがってきたぞ」

「好きなんかじゃ……ありません」

「だが、硬くなってる」

「あ、あなたが……触さわる、から……でしょう……」

「男に触られて反応するなんて、素質があるってことだ」

「……そ……な……、ちが……、……触ら、ない、で……くだ、さ……」

「気持ちよさそうな顔しながら言っても、説得力がないな」

　ふん、と鼻を鳴らしたかと思うと、鷺谷は身を屈かがめて突起に吸いついてくる。

「ぁあっ！」

　ねっとりと舐められ、羽村は身を捩よじった。

　舌で転がすように刺激され、強く吸われ、ついばまれたかと思うと舌先でノックされる。

　腰こしが独りでに浮き、唇の間からははしたない嬌きよう声せいが漏れた。これが、自分の声であるはずがない──そう思いたいが、現実は容よう赦しやなく羽村を襲おそう。

「ぅう……ん、……んんっ、……ぁ……あ、……ぁ……ん」

「いいぞ、膨ふくれてきやがった。こんなに赤く色づかせて、とんだ淫いん乱らんだな」

「ぁ……っふ、……ぅう……ん、……ぅん……んぁ……、ぁ……ふ、……ぁあ」

　鷺谷の愛あい撫ぶは、狂くるおしい快感を羽村に植えつける。溺おぼれてはいけないと思うほど、躰は敏びん感かんになっていく。

　羽村は、鷺谷が恨うらめしくてならなかった。

　プライドを打ち砕くだくべく、奉仕し、嗤い、はしたない姿を見下ろして観察する。他人を屈くつ服ぷくさせるやり方を知っているのかもしれない。

「もっといいことをしてやる。うつ伏ぶせになって尻しりを突つき出せ」

　急せかされ、言われた通りにすると、ネクタイで後ろ手に縛しばられた。

「──ぁあ……っ！」

　腰を反り返らせた格好で下着ごとスラックスをひん剝むかれ、尻を剝き出しにされる。完全に剝はぎ取らず、膝ひざのところでスラックスがくしゃくしゃになっているのが、いけない。

　身動きが取りにくく、逃にげ場を奪われた気がして、これからされることに対して身構えてしまっていた。しかも、ただ怖こわいだけではない。心のどこかに、甘い期待があるのだ。

「ぁ……っ」

　ジェルの冷たさに声をあげた瞬しゆん間かん、また鷺谷のほくそ笑む声が聞こえた。

　耳まで赤くなり、自分の躰を恨めしく思った。相手は男だというのに、なぜ嫌けん悪おを抱く前に快感を得てしまうのだろう。

「こっちを見ろ。尻を突き出しながら、俺の目を見るんだ」

　言われるまま振ふり返り、視線を合わせる。すると、残ざん酷こくな瞳が自分を見下ろしていることに気づいた。

　怖いのと同時に、その視線に晒されて躰が熱くなってくるから不思議だ。自分はこの男の瞳に、何を感じ取っているのだろうと思う。

「お前が乱れる姿を全部見てやる。その生意気な口が理想だけだと、教えてやる」

　鷺谷が手にしていたのは、ジェルのチューブだ。

　見せつけるように、高い位置からその中身を垂らす。

「──ひ……っ、……っく」

　尾びてい骨の辺りに落ちたそれは、腰を撫でるように滴したたり、腰こし骨ぼねの辺りまで伝った。さらに垂らされると、今度は尻の割れ目に沿って流れ落ち、陰いん囊のうを濡らす。

　冷たい指先で、愛撫されているようだ。

「ぁあ……ぁ……、……ッふ、……ぅ……ん、……んぁ……」

　下半身が、ゾクゾクと甘い快感に包まれるのを感じた。躰が熱を持ち始めているのは、ジェルの中に何かそういった成分が入っているのか、それとも自分自身の体温の上じよう昇しようによるものなのかは、わからない。

　ただ、むずむずして、もどかしくて、触れて欲しいという淫みだらな欲望を自分が抱き始めているのは確かだった。

　もっと、はっきりとした刺激が欲しい。

「なんだ？　気持ちいいのか？」

　揶や揄ゆされて、そんなことはないとばかりに頭を振った。

「強ごう情じような奴やつだ」

　ジェルは、裏筋をなぞるように屹きつ立りつに沿って流れおち、ソファーを汚よごした。高そうなファブリックにできた染みを見て、まるで自分が粗そ相そうをしてしまったかのような気分になる。

「こっちを見てろと言っただろう。自分が何をされるのか、きちんと目に焼きつけるんだ」

　命令され、もう一度振り返って鷺谷の目を見る。すると、今度は揃そろえた指先にジェルを垂らし、いきなり蕾つぼみに手を伸ばしてきた。

　異物感に、眉まゆをひそめる。

「ぁあっ、あ、あっ！」

　男を受け入れるようにできていない躰からだは、たった一本の指にすら悲鳴をあげた。

「ぁあ、あぁ……、……っく、……あぁ、あ、あっ」

　あまりの苦痛に、声をあげる。躰が壊こわれてしまいそうだ。

「ここは初めてのようだな」

「ぁあ、あ……当たり前、です……、男と……なんて……、……ぅう……っく」

　ジェルを足した指が、自分の中をゆっくりと出入りするのに耐たえる。

　内臓が搔かき出されるのではないかと思うような異物感を味わいながら、羽村は次し第だいにこの行こう為いに慣らされていった。次第に蕾が痛みを感じなくなり、むず痒がゆいような、なんとも言えない感覚に包まれる。

「ぁ……あ……ぅん……、……ン……っふ」

　漏もれ始めたのは、鼻にかかった艶なまめかしい声だ。

「覚えはいいな。もうよくなってきたんじゃないか？」

「そんな、こと……っ」

「ないってのか？　じゃあ、ここが柔やわらかくなっているのはどうしてだ？」

　意識を指から逸らそうとするが、そうはさせまいと艶めかしく蠢うごめき、羽村を狂わせようとする。

　ごく普ふ通つうの経験しかしてこなかった羽村は、この倒とう錯さくした行為に戸と惑まどいながらも溺れていった。こんな快感があったなんて……、と驚おどろきを隠かくせない。

「いいぞ、吸いついてきやがる。俺の指をしゃぶってるぞ。わかるか？」

　唇を強く嚙んで頭を振ると、頑かたくなな態度に気をよくしたのか、よりいっそうサディスティックにそこを弄いじり回す。

「ほら、ここが前ぜん立りつ腺せんだ。ここをマッサージされるとイイだろう？」

「ぁあっ、……や……っ、……ぁ……っく、──ぁ……っ！」

　びくびくっ、と躰が震ふるえ、熱い吐息が漏れる。

「ここが好きか？　もっと擦こすって欲しいなら、そうしてやる」

　鷺谷はそう言ったかと思うと、持っていたジェルのチューブの口を蕾にねじ込んで中のジェルを注入し始めた。

「ぁあっ、……ッあ！　……ぁう……ぁあ……」

　ジェルが入ってくるのが、わかる。腹の奥をいっぱいにされ、羽村はどうしたらいいのかわからなかった。

（噓うそ……、噓……っ）

　こんなことをするなんて信じられず、驚きと戸惑いの中に身を深く沈しずめる。下腹部がむずむずして、どうしようもなくて、泣いて許しを乞こいたい気持ちに駆かられた。

「漏らすなよ」

「ぁ……っ、……無理、です……、……無理……っ」

「尻を締しめろ。そうすれば漏らさずに済む」

　さらにジェルを注入され、羽村は必死で尻を締めようとした。しかし、あまりにたっぷりと注がれたため、少しでも力を抜ぬくと滲にじみ出る。

「ソファーを汚すな。我が慢まんしろ」

「ぅう……っく、……ッふ、……ぅう……っ」

　しばらく堪こらえていたが、太ふと股ももの内側が震え、あっけなく降参する。

「ぁ……、もう……っ」

　じわりと、ジェルが流れ出て太股の内側を伝って落ちていくのがわかった。堪えきれずに漏らしてしまったことが恥はずかしく、唇くちびるを嚙かむと、さも楽しげな鷺谷の揶揄が降ってくる。

「なんだ？　お漏らししちまったか？」

「……ぅ……っく」

　わざと羞しゆう恥ちを煽あおる言い方をしているのは、明らかだった。

　ほくそ笑えむその表情は満足そうで、羽村は悔くやしさに奥歯を嚙んだ。

「あなたに……可愛かわいく尻を振る愛人とは、違ちがいます、から……っ、……はっ……、上手に抱だかれてくれる相手が、欲しいなら……、……ぁ……っ」

「まだそんな口が叩たたけるか。面おも白しろい」

「──あぅ……っ」

　鷺谷が自分のスラックスをくつろげるのを見て、思わず逃げようとするが、髪かみを摑つかまれてソファーに押さえ込まれる。そして、屹立をあてがわれた。

「ぁ……っ」

　羽村は、震えた。

　怖い。

　この男は、本当に自分を抱く気だと思い、本能が『逃げろ』と訴うつたえる。

「待……っ、……っあ！」

「俺に『待て』と言う権利は、あんたにはないぞ」

「ぁあ……ぅ、……っく、……ぁあ……っ！」

　蕾を押し広げるようにしながら、屹立を突つき立てられ、声にならない声をあげた。あまりの衝しよう撃げきに、自分がどんなふうに男を受け入れているのかすらわからない。

　鷺谷の太さに息がつまるが、指で散々拡ひろげられたためか、痛みよりも熱を感じた。灼しやく熱ねつに侵おかされる。

「んあぁ……、……ぁあ……、……ッふ、──ぁあ……っ！」

　根元まで、深々と収められたのがわかった。

　自分は、男と、繫つながっている──その事実が、怖こわくてならなかった。

「入ったぞ。後ろで俺を喰くい締めてやがる」

「ぅう……っく」

　情けなくも、涙なみだが出た。痛みにではない。何かわからない感情に見み舞まわれ、ただ耐えることしかできない。

「俺にそんな顔を見せていいのか？」

「ほっといて、くだ……さ、……どんな、顔……したって……」

　憎にくまれ口を叩こうとするが、半泣きの声でそうしたところで、この男を露つゆほども苛いらつかせることはできないと悟さとった。

「俺は他人の泣き顔が好きなんだよ。特にあんたみたいな生意気な口を叩く世間知らずが、泣きながら自分の前にひれ伏ふすのを見るのは気分がいい」　>>>♥

　信じられなかった。

　他人の泣き顔を見て悦よろこぶなんて、理解できない。

「どうだ？　お前の尻しりに俺のが入ってるぞ。俺のを咥くわえ込んで広がってる。耐えられないか？」

　自分がどういうことをされているのか、より強く実感させようとでもいうのか、鷺谷はその状態を説明した。言葉にされ、その様子が頭に浮うかび、自分の身に何が降りかかっているのか痛感する。

　同じ男に、尻を犯おかされている。

　その信じられない現実が、自分の身に起きている。

「あ、あなたは……っ、──はぅ……っ、男と、なんて……、平気、なん……ですか……、……ぁあう……っ」

　ゆっくりと出し入れされ、あまりの衝撃に羽村は喘あえいだ。

「今さらだ。男を知ったのは、十八の時だよ。ネンショーでは普通のことだぞ」

　ネンショーが少年院を指すことくらい、知っている。つまり、未成年の時にすでに犯罪に手を染めていたということだ。それも、万引きや喧けん嘩かではない。実じつ刑けいを伴ともなうほどの罪を犯している。

　ヤクザだと頭ではわかっていても、日常とはかけ離はなれた世界のことだけに、実感を持っていなかったことに気づかされた。

「何をしてネンショー行きになったか、気になるか？」

「べ、別に……っ、……ぁ……っ、……っく、……知りたく、なんか……っ」

　やんわりと突かれ、そのたびに声が漏れた。どんなに堪えようとしても、唇の間から次々と漏れてしまう。

「ぁあ……ぅ……ん、……んぁぁあ……っ」

　より深く突き上げられ、羽村は艶めかしい声を漏らした。それを見計らったかのように、現実を突きつける冷たい事実が鷺谷の口から明かされる。

「コロシだ」

「──っ！」

　信じがたい言葉に、全身がゾクリとした。

　そして次の瞬しゆん間かん、物ぶつ騒そうな言葉と、後ろを犯す逞たくましい男根の容よう赦しやない抽ちゆう挿そうに責め立てられるように、羽村は下腹部を震わせながら白はく濁だくを零こぼしていた。













　気がつくと、ベッドにいた。

　あれから羽村は、ソファーの上で一度イかされ、そのあとシャワールームに連れていかれて腸内を洗せん浄じようされた。中を洗われる屈くつ辱じよくに耐たえながらも、やっと終わるのかと安あん堵どしたが、そんな羽村を絶望に突き落とすように、夜はこれからだと笑みを浮かべる。

　その恐おそろしくもどこか魅み力りよくのある表情を見て、鷺谷が単に肉体的快楽を得るためではなく、絶望に打ちひしがれるさまを見たくて自分を抱いていたことを改めて思い出した。

　肉にく欲よくではなく、精神的な欲を満たすための行こう為い──鷺谷がサディストであることの証あかしだ。

　鷺谷がいかにひとでなしなのか痛感したが、その一方で無む理り矢や理り開発された躰からだは心を裏切り、はしたない一面を晒さらした。

　あれでは、どんな軽けい蔑べつの言葉を口にしても意味はない。

　ベッドルームに連れていかれたあとは、鷺谷が用意した淫いん具ぐで責められたが、ここでも羽村は自分の知らない自分というものを曝あばかれた。

　ひどく責められるほどに、倒とう錯さくした快感に躰は啜すすり泣く。

　羽村にとって一番の屈辱は、無理矢理脚あしを開かされることでも、様々な淫具を挿そう入にゆうされることでもなかった。

　何より、普ふ通つうだと思っていた自分が、鷺谷との行為に悦び泣き濡ぬれる──信じがたいが、この現実に、打ちひしがれている。

（早く、帰ろう……）

　身を起こし、衣服を捜さがした。リビングで脱ぬがされてそのままだったことを思い出し、そこにあったバスローブを身につける。

　淫いん行こうの限りを尽つくされた躰はくたくたで、自分の躰が自分のものではないような感覚に陥おちいっていた。

　異物を挿入された蕾つぼみは、今はじんわりとした熱に包まれている。

　痛みとは違うそれに、鷺谷が男を抱き慣れているとわかった。あんなにひどいことをされたが、出血はしていない。指でそこを確かめるが、少し膨ふくれている感じがするだけだ。

「痛つぅ……っ」

　羽村は、ベッドを下りた。ドアの向こうから微かすかに聞こえる音楽に誘さそわれるように、フラフラと歩いていく。

　ドアの隙すき間まから覗のぞくと、鷺谷がソファーでタバコを吹ふかしながら酒を楽しんでいた。鷺谷もバスローブに身を包んでいる。あの激しさが噓うそのように、静せい寂じやくを纏まとっていた。

（あ、これ……）

　流れている音楽は、オスカー・ピーターソンの『The Days of Wine and Roses』だった。

　普ふ段だんジャズを聴きかない人でも、名前くらいは聞いたことがあるだろう。両親が生きていた頃ころ、よくリビングで流れていた曲だ。羽村も弾ひいた。

　あんなひどいことをする男が、自分も好きなこの曲を聴いてくつろいでいるのかと思うと、不思議な気がした。共通点などまったくなさそうな相手だが、この曲のよさを知っている。

　いい音楽は人種も性別も関係なく魅み了りようするものだとわかっているが、複雑だった。

　鷺谷に、人間らしい感情があると思っていなかったからなのかもしれない。だが、少なくとも音楽を楽しむ心はあるのだ。ああして、心地ここちよさそうに音に身を委ゆだねている。

　しばらくその様子を覗き見ていたが、自分に注がれる視線に気づいたようで鷺谷が振り返る。濡れ髪がみなのは、またシャワーを浴びたからだろうか。

「やっと起きたか。あの程度でもうへばったのか？」

　羽村が躰を引き摺ずるようにベッドルームから出てきたのを見て、鷺谷は軽く笑った。

　ハッとするような笑えみだ。一いつ瞬しゆん、心を奪うばわれそうになる。

　しかしすぐに我に返り、この男はただのヤクザだと肝きもに銘めいじた。自分の好きな曲を聴いているだけで、心を許してしまいそうだった。あんなことをされたのに、単純にもほどがある。少しでも気を許せば、きっと手て酷ひどい仕打ちを受けるだろう。

　騙だまされるものかと、気を引き締しめて鷺谷を睨にらんだ。

「これで……一翔には近づかないでくれますね？」

「ああ、お前がちゃんと金を払はらい続けるならな。利息のぶんくらいは愉たのしめたぞ」

「利息？」

　思わずそう口にすると、鷺谷は口元を緩ゆるめて羽村を見た。

　まただ。

　あの悪あく魔まのような笑み。とてつもない悪党だと思わされる禍まが々まがしい笑み。だが、どこか惹ひかれてしまう。ヤクザなんて軽蔑の対象にしかならないのに、引き寄せられる。

　羽村は、鷺谷が近づいてくるのを、じっと見ていた。悪党そのものといったサディスティックな笑みに後あと退ずさりしたくなるが、同時に目を離せないものもある。

　悔くやしいが、自分を見下ろす鷺谷のその表情はどこか魅力的で、魅入られてしまっていた。悪党だとわかっていても、何かを美しいと感じる心はどうしようもない。

「世間知らずにもほどがある。猶ゆう予よを一週間延ばしてやっただけだぞ」

　顎あごを摑つかまれて、上を向かされた。

「……っ」

　注がれる視線は、まるで実体を伴っているかのように唇くちびるに触ふれ、瞳ひとみを射い貫ぬく。

「一回俺に抱だかれたくらいで、全部チャラになると思ってたんじゃないだろうなぁ。自分の躰の価値がそんなにあると思ってるのか？」

「──っ！　……そ、それは……っ」

　恥はずかしかった。

　これで終わりだと思っていたわけではないが、金が用意できるまで待ってくれると勘かん違ちがいしていた。だが、一回の行為で許されるのは、たった一週間。

　けれども、それが妥だ当とうだろう。鷺谷の言うことは、正しい。

　男を悦ばせるテクニックを持っているわけではない。特別見た目が優すぐれているわけでもない。どこにでもいる平へい凡ぼんなサラリーマンだ。そんな自分が一回躰を提供したからと言って、一翔が与あたえられた高級品や宿しゆく泊はく代などの返済を、いつまでも待ってもらえると思ったら大おお間ま違ちがいだと痛感した。

「いい目だ。そういう目をする奴やつは、嫌きらいじゃない」

　鷺谷は不敵な笑みを漏もらし、グラスの酒を呷あおった。

　高級な品なのだろう。ブランデーのいい香かおりがした。何から何まで、自分のような庶しよ民みんとは違う生活をしているのだと感じる。

　しかし、それはおそらく違い法ほうに稼かせいだ金だ。

　こんな男に絶対に屈くつするものかと誓ちかい、必ず全額返してやると心に決める。

「絶対に、返します。なんとしてでも……。一翔には、近づかせません」

「いいぞ、その勢いだ。従順な奴を支配しても、面おも白しろくないからな。必死で抵てい抗こうしろ。俺のような悪党から、甥おいを守りたいんだろう？」

　サディスティックな笑みを漏らす鷺谷を、羽村は睨み続けた。

「親父おやじには、隠かくし子を見つけたことはまだ報告してない。しばらく待ってやる。それまでに、全力で金を作れ」

「……わかりました」

「来週だ。来週また返しに来い。全額返すまで、毎週俺に会いに来るんだ」

　羽村は、こんな男の思いどおりにはさせるかと思い、必ず返すと固く誓った。













　羽村が帰ったあと、音楽に耳を傾かたむけながら酒を楽しんでいた鷺谷は喜一を呼んだ。

　鷺谷が拾った少年で、ろくでなしの父親に虐ぎやく待たいされていた過去がある。母親は男を作って逃にげたらしく、それ以来父親の暴力に晒されていた。今も瘦やせているが、出会った頃は病的なほどガリガリで、栄養状態はひどかった。

　今は「兄貴、兄貴」と言って慕したってきて、時々鬱うつ陶とうしいほどに纏わりついて鷺谷を賞賛する。だが、そこも人ひと懐なつっこい喜一だからこそ許せる部分ではあった。

「お前に頼たのみがある」

「はい。なんでも言ってください！」

　命令すると、喜一はすごく喜ぶ。自分が役に立つのが嬉うれしいのだ。必要とされなかった子供だったことが、影えい響きようしているのだろう。

　鷺谷の目には、柴しば犬いぬが尻しつ尾ぽを振ふっているように見える。

「あいつを見張れ。ずっとじゃなくていい。時々姿を見せて、見張りがついてることを意識させろ。常に自分が借金を背負っていることを自覚させるんだ」

「わかりました。あの……兄貴の運転手はどうしますか？」

「運転くらい自分でする」

「でも、若いのを一人つけるくらい……」

　心配そうな顔をする喜一を見て、鷺谷はクスリと笑った。

「お前がいなくても、大だい丈じよう夫ぶだよ。俺の用心棒を名乗るには、まだ早いぞ」

　その言葉に、喜一は明らかに落ち込んだ様子を見せる。

　喜一が一人ついていたからと言って、自分の安全が担保されるなどとはこれっぽっちも思っていなかった。むしろ、鷺谷のほうが護まもる側に回るかもしれない。

　喧けん嘩かも弱いほうで、暴ぼう力りよく沙ざ汰たに巻き込まれれば一番に戦線離り脱だつするだろう。

　それでも弾たま除よけくらいにはなってくれるだろうが、こんな子供に自分を護らせるつもりはなかった。

「自分の役割を果たせ。やれることをするんだ。いいな」

「は、はい！」

　鷺谷は、自分の舎しや弟ていをあまり傍そばに置いておかない。幹部でもない自分が、仰ぎよう々ぎようしく若い衆しゆを侍はべらせて歩くことがスマートだとは思わないからだ。好きに動きたいということもあり、出世も望んでいなかった。

　背負うものは、少ないほうがいい。

　こういう鷺谷だからこそ、組長の斎藤は自分の隠し子を捜さがすことを任せたのだろう。

　喜一が頭を下げて部屋を出ていくと、鷺谷は再び音楽に耳を傾けた。

　隠し子の存在を知った斎藤が、鷺谷にその居場所を突つき止めるよう指示したのは半年ほど前のことだ。正妻との間に子供がいないこともあり、引き取る目的で捜させたのは、いずれ自分の跡あと目め候補にしたいと思っているからだ。他ほかの幹部の手前すぐにというわけにはいかないが、二十年後、三十年後を見み越こしている。

　それが斎藤の望みなら、全力でその望みを叶かなえる手伝いをしたいと思っている。

　少年院を出てすぐ、斎藤に拾われた。行くところもなく、街で喧嘩を売っていたような鷺谷を拾い、飯を喰くわせてくれ、株や経済のこと、稼ぐ術すべを教えてくれた。

　当時、若わか頭がしらだった斎藤がなぜここまで可愛かわいがってくれたのかはわからない。だが、理由などどうでもいい。ただ、斎藤に恩を返したいだけだ。斎藤がいなければ、今いま頃ごろのたれ死んでいた。鷺谷は、誰だれ彼かれ構わず喧嘩を売って回っていたようなガキだった。どこかのヤクザを怒おこらせていたかもしれない。

　世の中の恵めぐまれた人間に、この気持ちはわからないだろう。

　子供は親を選べない。クズのような人間でも、子は作れる。そんなクズの下もとに生まれてしまったがために、この道に入ることになった。

　誰だれ一人自分を護ってくれないと痛感させられた子供時代。大人も行政も、誰も助けてくれなかった。だから、法を犯おかすことに罪の意識もない。

　あるのは、ただ一人自分に手を差し伸のべてくれた斎藤に恩を返すことだけだ。

「あの男……金では靡なびかなかったな」

　軽く口元を緩め、強気に出る羽村の顔を脳のう裏りに浮うかべる。

　あれだけ金を積んだのに、首を縦に振らなかった。欲しそうな顔すらしなかった。血の繫つながった甥とはいえ、あれだけの金を前にすれば多少は揺ゆらぐかと思っていた。

　世の中の汚きたないものを見てきた鷺谷は、羽村の濁にごりのない視線は意外でもあり、軽い苛いら立だちを覚えるものでもあった。

　あんな目ができないようにしてやりたい。

　鷺谷のサディスティックな欲よく望ぼうが、それを強く望んでいた。

　金欲しさに、子供に売春をさせる親すらいる。娘むすめを欲望の対象にする親もいる。

　置かれた環かん境きようのせいか、鬼き畜ちくのような人間も多く見てきたため、羽村のあの強気な態度はのちのちの楽しみをより大きくするものだとも言えた。

　怖こわくて震ふるえているのに、一歩も譲ゆずろうとはしない。自らの躰からだを差し出しても、甥を護ろうとしている。ご立派なことだ。

「いつまであんな顔ができるか見物だな」

　そのうち、きっと変わる。自分の前に屈する。

　鷺谷には、そんな確信すらあった。

　羽村の経済状じよう況きようは、すでに調べてある。あれだけの金を返すには、恐おそらく数年はかかるだろう。その間、期日を延ばすために毎週男に躰を差し出すのだ。しばらくしたら、商品として客を取らせてもいい。

　一向に減ることのない借金。

　それをいつまでも抱かかえていられるほど、強くはいられないはずだ。

「音を上げる。必ずな……」

　その時は、嗤わらってやろうと思った。

　立派なことを口にする人間が、金の前にひれ伏ふすのを何度も見てきた。きれいごとを言っていられるのは、最初のうちだけだ。

　いずれ現実を知り、揺らぐ。

「愉たのしみだよ」

　曲は、アップテンポの『route66』に変わっていた。

　心地ここち好よいサウンドに耳を傾けるこの時間が、鷺谷にとって唯ゆい一いつの安らぎだった。
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　鷺谷に出会ってから、三週間ほどが過ぎていた。

　毎週金曜日に一翔の使った金を返すため、鷺谷のマンションへ直接出向くことになっているが、大金を返すのは容易なことではなかった。

　時計は質しち屋やに持ち込んだが、新品同様といっても中古品だ。思いのほか金にならない。足りないぶんは貯金を崩くずして補ほ塡てんした。シャツなどの衣類も、ブランド品ということで古着屋に買い取ってもらったが、こちらもたいした額にはならない。

　当然全額返済というわけにはいかず、再び待ってもらうしかなかった。もちろん、その代だい償しようとして躰を提供することになる。一度のセックスで与あたえられる猶ゆう予よは一週間で、次に全額返せなければ、また自分を差し出すことになる。

「今週返せるのは、たったこれだけか……」

　貯金通帳を見たところで何も変わらないが、残高の数字にため息をつく。給料日まであと三日。なんとか節約して金を貯ためたが、完済には遠く及およばない。

　唯一の救いは、一翔があれ以来、父親に会いたいだとかヤクザになりたいだとか、そういったことを口にしなくなったことだ。

　羽村がどんなふうに話をつけてきたのかはもちろん知らないが、疲つかれきった様子を見て自分が多大な心配をかけたとわかったようだ。考えなしに鷺谷についていったことを、深く反省している。そして、一翔が使った金を請せい求きゆうされたと聞いて、自分がいかに愚おろかで浅はかだったかわかったと、反省の言葉を口にした。

　実の父親と一度会ってみたいという気持ちはまだあるようだが、ヤクザになることがどんなことなのか、理解したのだろう。

　思い留とどまってくれたのは、よかった。羽村に無断で父親や父親の組の人間とは会わないと約束してくれたのも羽村にとっては大きい。もともと聞き分けはいいほうだ。進路について悩なやむあまり、今回のような間ま違ちがいをしてしまっただけだ。

「優兄ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「え……？」

　一翔に声をかけられ、ぼんやりしていた羽村は我に返った。

　その日は日曜日で、日本列島に接近している台風のせいで朝から雨が降っていて、昼間なのに外は薄うす暗ぐらい。淹いれたコーヒーがすっかり冷えていて、油分が浮いていた。レンジで温め直すが、香かおりはすっかり飛んでいる。

「なんかすごく疲れてる。俺のことで、鷺谷って人にまた何か言われたんじゃないの？」

「そんなことない。お前はそんな心配するな」

「俺が使った金、請求されてるんでしょ？　どうやって返すの？　俺もバイトして自分で返すよ」

「駄だ目めだ。バイトなんて許さない。お前はちゃんと勉強して学校生活を楽しめ。それが、俺の望みなんだから」

　完全に納なつ得とくはしていないようだが、今は羽村の言うことを聞くべきだと思ったのだろう。素す直なおに頷うなずき、そして窓の外を見る。

「ねぇ、あの人まだいるよ」

　一翔が見ているのは、見張り役としてつけられた喜一という若い舎しや弟ていだ。鷺谷と初めて会った時に運転手をしていた少年で、あの日以来、ちょくちょく姿を見かける。

　一度、喜一を捕つかまえてなぜつきまとっているのかと聞いた。すると、鷺谷に言われて羽村が逃にげないよう見張りをしろと命令されているのだという。

　羽村に拒きよ否ひ権はなく、仕方なく受け入れることにしたが、鷺谷が見張りをつけた理由がようやくわかった。

　その目的は、ただの見張りではない。

　常に自分に貼はりついている鷺谷の舎弟がいるというのは、精神的なプレッシャーになっていた。逃げるつもりなんてないが、常に見られていると思うと、借金をしていることを常に意識させられる。また、ヤクザに借金をしていることが会社にばれてはいけないという思いも、早く返さなければという気持ちに拍はく車しやをかけた。

　さすがヤクザだ。人を追い込む術すべを心得ている。

（絶対に、負けるもんか……）

　あの男がほくそ笑えむ姿を想像し、弱気になるなと自分に言い聞かせた。

「ずっといるね」

「ああ」

「優兄ちゃん、この前、差し入れしてたでしょ」

　一翔の言葉に、一いつ瞬しゆん返事をするのを忘れた。知っていたのか……、と悪さを見つかった子供のような気分になる。

「まぁ、ちょっとだけな」

「お人ひと好よし」

　高校生の一翔に呆あきれた顔をされ、そうなのだろうかと自問する。

　相手は鷺谷の舎弟だとわかっているが、雨の中、ずっと立っている喜一を見ていると可か哀わい想そうになってくるのだ。雨に濡ぬれた野の良ら犬いぬや野良猫ねこを見る気分と言ってもいい。

　羽村は、ため息をついた。下っ端ぱとはいえ、おそらくまだ成人していないだろうあの少年を、どこか一翔と重ねてしまうのかもしれない。

「お前、部屋入って勉強してろ」

「どうするの？」

「心配するな。ちょっと家に上げるだけだ」

「やっぱりお人好しだ」

　その言葉に苦笑いし、一翔を部屋に押し込んだ。

　実は、差し入れしたのは一度ではない。これまでに三回、おにぎりとペットボトルのお茶を持っていってやった。ラップにくるんで手て渡わたすと、嬉うれしそうに受け取ってかぶりついたのが印象的だった。あんな顔をするのだ。根っからの悪党には思えない。今なら、まだやり直しが利きくはずだ。

　だが、このまま鷺谷などの下についていると、本当の悪党になる。

（仕方ないな……）

　軽くため息をついた羽村は、部屋を出ていき、下に降りていった。羽村が来たことに気づいた喜一は、悪びれもせず、エントランスの外に立っている。屋根はあるが、風が強いからか随ずい分ぶんと濡れている。

「すみません。そこに立ってられると困るんですけど」

「別にいいっすよ」

「よくないんですよ。近所の目もあるし」

「でも、兄貴の命令なんで」

　羽村は、表情を曇くもらせた。

　一翔には周りの友達のように十分な生活を送らせてやっているとは言わないが、この喜一という少年はもっと悪い環かん境きようで育った印象だ。本当は学校で勉強していてもおかしくはない年ねん齢れいなのに、兄貴分である鷺谷に言われてずっと自分に貼りついている。雨の日も風の日も、文句を言わずただこうして立っている。

「部屋、入って」

「なんでっすか？」

「なんでって、濡れてるからだよ。飯はどうしてるんだ？」

「どうって……適当っすけど。あ、この前のおにぎり旨うまかったっす」

　言葉遣づかいに呆れるが、きちんと礼を言うところが可愛かわいく思えた。

　喜一は、なぜヤクザになんかなったのだろうと思う。親は何をしているのだと、見たことのない相手に怒いかりさえ覚えた。

「いいから、早く入ってくれ。見張りをしろって言われてるんだろ？　外で見張ろうがうちに来て見張ろうが、関係ないよな？　タオル貸してやるから。そのままだと風か邪ぜひくぞ」

　少し迷った素そ振ぶりを見せたが、濡れて気持ち悪かったのか、意外に素直に返事をする。

「そうっすね」

　一いつ緒しよにエレベーターで上の階に行き、部屋に上げた。タオルを貸し、キッチンに通してテーブルにつかせる。貧びん乏ぼうゆすりをしているのに気づいて指し摘てきすると、すぐにやめた。けれども食事の準備をしていると、再び貧乏ゆすりを始める。長年の癖くせなのだろう。

「はい。ちょっとしたもんしかないけど」

「おお、旨そ～」

　味み噌そ汁しるとご飯、海の苔り。そして、昨日の残りの野菜炒いためを出してやると、嬉しそうに顔をほころばせる。買ったばかりの卵があったため、卵かけご飯にするかと聞くと、頷いた。卵かけご飯用の出だ汁し醬しよ油うゆに感動するのを見て、思わず笑みが零こぼれる。

「飯、いつもどうしてるんだ？」

「喰くってますよ。コンビニ行けばおでんとかあるし」

「二十四時間見張ってるのか？　交代の人間はいないのか？」

「いないっす」

「ひどい兄貴分だな、あの鷺谷って人は」

　こんな子供一人にさせるなんて、やはりあの男はひとでなしのヤクザだと思う。

「そんなことないっすよ。平日は羽村さんが会社行ったのを見届けたら、帰っていいって言われてるし、小こ遣づかいいっぱいくれるし」

「そうか」

　やはり、本当の目的は逃とう亡ぼうを阻そ止しするためではない。プレッシャーを与あたえるためだ。

「それより、昨日は何食べたんだ？」

「朝は菓か子しパン喰って、昼と夜はカップラーメンっす」

「そんなもんばっかり食べてると、躰からだ壊こわすぞ」

「でも、料理とかできないし、カップ麵めんが一番好きなんっすよね。あ、これも超ちよう旨いっすよ」

　喜一は、嬉しそうに笑っていた。

　やはり、まだ子供だ。温かい味噌汁とご飯とちょっとしたおかずだけだ。こんなに喜ぶなら、また食べにおいでと言いたくなる。まるで腹を空すかせた野良犬のようにガツガツと食べる姿を見ていると、つい世話を焼きたくなる。

　下っ端とはいえ、喜一もヤクザだとわかっているが、あどけなさの残る顔を見ていると、どうしてヤクザになんかならなければならなかったのか、その理由が知りたくなった。

　その時、一翔が部屋から出てきた。勉強しろと言ったのに、やはり喜一のことが気になるらしい。

「優兄ちゃん。なんか俺もお腹なか空いてきた。いい匂においがするからさ」

「あ、野菜炒めもうないっすよ。俺が喰ったから」

「いいですよ、味噌ラーメン食べるから。優兄ちゃん、卵ある？」

「ああ、あるけど夕飯はちゃんと食べろよ。あと野菜も入れとけ。白菜あるから」

「うん、わかった」

　一翔は、キッチンに入って鍋なべを手に取った。火をつけて湯を沸わかすが、喜一の視線に気付いて手を止める。

「あの……あなたも食べます？」

「おー、マジ？　喰う喰う。つか、喜一でいいよ。歳としそんなに変わんないだろ？」

　一翔は、もう一袋ふくろラーメンを取り出すと二人分作り始めた。まだ食べるのか……、と食しよく欲よく旺おう盛せいな喜一をじっと見る。

「なぁ、どうしてヤクザになんかなったんだ？」

「まー、憧あこがれっすね」

「憧れ？　ヤクザが格好いいのか？」

「ヤクザじゃなくて、鷺谷の兄貴っすよ」

「足を洗えるなら、そうしたほうがいい。今ならまだ間に合うぞ」

「無理っす。俺、鷺谷の兄貴に人生捧ささげるって決めたから」

　ラーメンのいい匂いが漂ただよってきた。喜一が待ち遠しそうに、一翔のほうをチラチラ見ている。

「あんなヤクザに人生捧げるなんて、馬ば鹿からしい。旨いこと言って、いいように使われてるだけだと思うぞ」

「でも、俺が親父おやじに殴なぐられて半殺しの目に遭あった時、助けてくれたのは鷺谷の兄貴だけだったっすよ」

　その時のことを思い出したのだろう。ふいに真ま面じ目めな顔になり、嚙かみ締しめるように言う。

　父親に半殺しにされるということ自体、羽村には信じられないことだった。なぜ、血の繫つながった息むす子こにそんなことができるのか。

　すぐに、言葉が出ない。

「俺の親父はクズだったから」

　一翔がラーメンのどんぶりを持ってくると、「さんきゅ～」と言ってから、さっそく手をつけた。ふーふーと冷ましながら食べる姿は微笑ほほえましい限りだ。

「兄貴は悪党かもしんないけど、弱い奴やつを殴ったりしないっすから」

「ねぇ、それって鷺谷って人のことですよね。幹部とかじゃないんでしょ？」

「──一翔」

　興味を持つなと釘くぎを刺さすと、つまらなそうに引き下がる。だが、自じ慢まんの兄貴分らしく、喜一は雄ゆう弁べんに語り始める。　>>>♥

「兄貴は出世とか興味ないんすよ。そこもかっこいいっつーか。実力はあるのに興味ないってのがよくないっすか？　それに、株式市場で暴れてるってのも、憧れっすよ。俺、頭悪わりぃから全然わかんねぇけど、兄貴はめっちゃ詳くわしいんすよね」

「株で稼かせいでるんですよね？」

「そ。かっこいいだろ？　株だよ、株。経済ヤクザってやつ」

「一翔に変なことを吹ふき込むな。何が格好いいだ。叩たたき出すぞ」

　厳しい口調で言うと、反省の色を見せる。少し可か哀わい想そうだが、ヤクザを格好いいなんて考えには同意できない。

　株取引といっても、まともなことはしていないだろう。おそらくインサイダー情報などを元に、不正に取引をしている。情報を得るために、汚きたない手も使っているはずだ。

「いいか。経済ヤクザっていうけど、違い法ほうなことをしてるんだぞ。裏では恐きよう喝かつ紛まがいのことをして情報を手に入れてる場合だってあるんだろう？」

「まぁ、それは否定しないっすけど……」

　喜一がそれを認めると、ヤクザになって稼ぐというのがどういうことか、一翔にも少しだけ実感できたようだ。『恐喝』という言葉を聞いた一翔は、眉まゆをひそめる。

　喜一から、先ほどの勢いが完全に消えた。

「……でも、兄貴は……かっこいいんっすよ」

　ボソリと不満げに零す喜一は、少し可哀想だった。自分の憧れの対象を否定されたのだから、それも当然だ。だが、ここでわからせたほうが喜一のためにもいい。

（こんな子供を騙だまして、ヤクザってのは本当にひどいことするな）

　憧れという鎖くさりで繫いでおけば、いくらでも働くだろう。

　羽村は、あんな男に絶対に屈くつするものかと決意を新たにした。













　また、金曜日がやって来た。

　一週間経たったところで金を作れるはずもなく、会社が終わると鷺谷のところへ返済期限を延ばしてもらいに行くため、喜一を捜さがした。見張りとして近くにいるだけでなく、金曜は鷺谷のところまで会社から直接送り届けられる。

　逃にげないよう常に監かん視しされている気分だが、もうそのことにも慣れた。初めは会社にばれないかと気を揉もんだりもしたが、案外図太いのか仕事中はその存在自体忘れることが多い。

「優さん、こっちっす」

　呼ばれて振ふり返ると、喜一が歩いてくるのが見えた。会社の人間に見られる前にと、羽村も急いでそちらに向かう。

　一翔が優兄ちゃんと呼んでいるのを聞いたからなのか、いつの間にか名前で呼ぶようになっていた。馴なれ馴れしく呼ぶなと言おうとしたが、なんとなくそのままにしている。

「裏に車停とめてるんで」

　喜一についていき、路地のほうへと向かった。堂々と路上駐ちゆう車しやしているが、車通りの少ないところだったため小言を言うのはやめた。一週間働いた疲つかれで、そんな気分になれない。

　車に乗ると、喜一はいつもとは違ちがう道を走り始めた。

「どこに行くんだ？　マンションとは逆だろ？」

「あ、今日は別のマンションっす。兄貴、いくつか持ってるんで」

　羽村が知っている場所だけでもかなり高そうだが、他ほかにも所有しているなんて、どれほどの悪事を働いて金を稼いでいるのだろうと思う。

　しばらく無言で運ばれていたが、喜一がバックミラー越ごしに自分をチラチラ見ていることに気づいた。目が合うと逸そらすが、何か聞きたいらしい。

「何？」

「優さん、金、用意できました？」

「お前には関係ない」

　できるはずがないだろうと、不ふ機き嫌げんを露あらわにせずにはいられなかった。子供相手にこんな態度を取る自分がガキに思え、反省する。

「ごめん、悪かった。金は用意できなかったよ」

「まぁ、そうっすよね」

　外から、クラクションが聞こえてきた。渋じゆう滞たいでみんなイライラしているのかもしれない。

「甥おいっ子さんには内ない緒しよにしときますね」

「え？」

「だって、甥っ子さん、世間知らずっぽいから、優さんが兄貴に……なんて知ったら、気絶しそうっすよね。俺と一個しか違わないけどお子ちゃまだし」

　笑いながら言う喜一を見て、憂ゆう鬱うつになった。

　喜一は、羽村が鷺谷に何をされているのか知っている。他人に知られていると思うと、情けなかった。

「あ、俺は気にしないっすよ」

「気にしろ。自分の兄貴分が男を……って、普ふ通つうじゃないだろ」

「俺はそういうのよく見てきたから」

「よく見てきた？」

「噓うそじゃないっすよ。可愛かわいい顔したのが先せん輩ぱいにやられるとか、割とよくあったっすよ」

　ケロッとした顔でそんなことを言われ、どんな環かん境きようにいたんだと思う。何から何まで自分とは違うことを痛感する。羽村も幼い頃ころに両親を亡なくし、普通の家庭とは言えない環境で育ってきた。だが、喜一に比べるときっと随ずい分ぶん恵めぐまれている。

　暴力を振るう親に育てられた喜一は、自分なんかより大変な経験を沢たく山さん積んできたのだろうと思った。

「優さんも大人にしちゃあ可愛いっすよ」

「お前な……」

　喜一の思考回路がわからず、呆あきれたように言った。

「嫌いやじゃないのか？　憧れの兄貴ってのが……その……男を……ってのは」

　はっきり口にできないのが、おかしいのだろう。喜一はクスクス笑った。これでは、どちらが歳上かわからない。

「兄貴はかっこいいから男も女も寄ってくるし、そういうのどっちもやってなんぼでしょ。デキる男ってのは、そういうもんだって」

「誰だれに吹き込まれたんだ、そんなこと」

「別に誰ってわけじゃあ……」

　どこまでも鷺谷に心しん酔すいしている喜一を見て、ある言葉を思い出す。

『コロシだ』

　初めて抱だかれた夜、鷺谷はそう言った。少年院に入ったのは、人を殺したからだと。あれが噓だとは思えない。あんな男に、一生ついていくなんて人生を棒に振るのと同じだ。

　人を殺して入ったことを、喜一は知っているのだろうか……。

「ヤクザなんてやってると、そのうち刑けい務む所しよ行きだぞ」

「兄貴のためなら覚かく悟ごの上っす。それに、優さんにはわかんないっすよ。俺の親父おやじがクズだったって話したでしょ。多分兄貴もそうなんです。ちゃんとした親のところに生まれた優さんには、俺たちみたいな人間は理解できないっすよ」

　何も言えなかった。確かに喜一の言うことは、一理ある。

　親が子供を虐ぎやく待たいするニュースなどを聞いていると、自分はたまたま運がよかっただけだと思うこともあるからだ。まともな親のところに生まれていたら、喜一も今いま頃ごろ一翔と同じように高校に通っていたかもしれない。

「でも、お姉さんは大事にしてたみたいっすよ」

「お姉さん？」

「もう死んじゃったらしいんっすけどね、毎年命日にはちゃんと墓参りしてるし、写真見たことあるけど、すごく綺き麗れいな人で」

　鷺谷に姉がいるなんて、意外だった。しかも、大事にしていたなんてイメージできない。

　これまでのあの男のやり方を見ていると、とても人間らしい感情があるとは思えないからだ。けれども、姉を大事にする心くらいはある。

「あ、もうつきますよ」

　車は、高層マンションの地下駐車場に入っていった。

　案内に従い、エレベーターで上の階に行く。喜一がついてきたのは、部屋の前までだった。鷺谷に連れん絡らくを入れると、中に入るよう促うながされる。

　リビングにいると言われ、廊ろう下かを通って中に入った羽村は、あるものに目を留めて息を吞のんだ。目に飛び込んできたのは、グランドピアノだ。指し紋もん一つついていないだろうと思わせるほど美しく光るそれは、存在感がある。

　懐なつかしい。

　昔は、よく弾ひいていた。

「俺を待たせるなんて、いい度胸だな。金は用意できたのか？」

　声をかけられ、ソファーに悠ゆう々ゆうと座る男のほうを見る。

　鷺谷は、相変わらずだった。

　いいスーツを着て高い酒を口にする。全額用意できていないとわかっていて、こんなふうに聞いてくるのだ。もう少し待ってくれと口にするのを、愉たのしみにしている。

　人が困っているのを見るのが好きだなんて、羽村にはまったく理解できなかった。

「今日はこれだけです。すみませんが、もう少し待ってください」

　用意していた封ふう筒とうを差し出し、頭を下げる。

　中に入っているのは、たった二万だ。それでも、ゼロよりいい。躰からだを差し出すことで利子は払はらっていることになっている。あとは元金を少しずつ返していくだけだ。

「そろそろ諦あきらめたらどうだ？」

　ニヤリと笑う鷺谷を見て、屈くつするものかという強い思いが沸わき上がった。

　この男は、羽村が諦め、金の前に屈するのを見たいのだ。それがよくわかる。

　これまで、金にものを言わせてきたかもしれない。札束を積んで人の意志すらも操あやつってきたかもしれない。

　けれども、自分だけは思いどおりになりたくなかった。

　これは意地だ。負けたら、鷺谷が正しいと証明してしまうようで、それだけは絶対に避さけたいのだ。

「諦めません。必ず返します」

「その調子だ。簡単に諦められても張り合いがないからな。俺に抵てい抗こうしろ。必死で抗あらがうほど、あんたが諦めた時、面おも白しろいからな」

　笑いながら酒を舐なめる鷺谷を、じっと睨にらんだ。

「早いとこ終わらせてください」

「まぁ、そう焦あせるな。まだ酒を愉しんでる途と中ちゆうだ。我が慢まんできないなら、今すぐベッドに連れていってやるが……」

「早く帰りたいだけです」

「だったら、大人しく待ってろ。俺がその気になるように、可愛く誘さそってもいいんだぞ」

　そんなことなどできないとわかっていて、わざと言っているのがわかる。どんな時でも、相手を挑ちよう発はつして愉しむ鷺谷に、ますます反発を覚える。

「何か弾いてみるか？」

「え……？」

「ピアノ、触さわりたいって顔をしてるぞ」

「別に……触りたくなんか……」

　言いかけて、やめた。噓をついたところで、鷺谷には通じないだろう。

　本当は、触りたかった。

　社会人になってからは、一度も弾いていない。もう、きっと弾けなくなっているだろう。楽器は、一日練習をサボるとすぐに指が動かなくなる。それまで当然できていたことが、できなくなる。わかっていて、自分から夢を捨てた。

　だが、本当は未練がないわけではない。いや、むしろ未練たっぷりだ。このチャンスを逃のがせば、次いつピアノに触ふれられるかわからない。

「そう警けい戒かいするな。弾いたからと言って金なんか取ったりしない。いい音楽が聴きければ俺も本ほん望もうだ。調律もしてる。このままだと宝の持ち腐ぐされだからな」

　羽村は、迷った。隙すきを見せるようで、やめたほうがいいと理性が忠告する。

　だが、弾きたいという気持ちはどうしようもなく、強きよう烈れつに羽村を誘ゆう惑わくする。弾かれないまま、インテリアとして置かれているピアノがもったいないという思いもあった。あれは、音を出すべきものだ。奏者の手により、美しく歌うべきもの。

　楽器を生き物のように感じるからか、ただ黙だまってあそこに蹲うずくまったままでいるのは、可か哀わい想そうな気がした。

「じゃあ……」

　ピアノに近づき、蓋ふたを開けて座る。白と黒の鍵けん盤ばんが並んでいるのを見て、ドキドキした。昔は、毎日のように弾いていた。指が勝手に躍おどり出し、ピアノと一体となって音で遊ぶ。

　その楽しさを、今また思い出した。

　ポロロン……ッ。

　一度軽く弾いてすぐに止やめ、手を握にぎったり開いたりしてほぐす。

　やはり、昔のようには弾けない。少し触っただけで、指が動かなくなっているのがいやでもわかった。それでも、音を出す楽しみを味わうことをやめられない。

　再び鍵盤の上に指を添そえ、優やさしく叩たたく。

　羽村は、子供の頃によく弾いていた『星に願いを』を弾いた。ジャズのリズムにアレンジしたものだ。

　次し第だいに感覚が戻もどってくるのが、わかった。

　まだ指の動きは固いが、それでも躰が覚えている。自由に、心の赴おもむくままに。

　鷺谷がタバコに火をつけ、曲に耳を傾かたむけるのがわかった。

　思えば、鷺谷はよくジャズを聴きながら酒を飲んでいる。抱かれたあと、目を覚ますと羽村が好きな曲が流れていることもある。鷺谷の中で何か一つ褒ほめるところがあるとすれば、音楽のセンスだ。いつも、選曲がいい。

　自分の奏かなでる音楽を誰だれかが聞いていると思うと、それだけで嬉うれしかった。

　一度は見た夢だ。バーやラウンジで、ジャズを弾いて客を楽しませたかった。両親が生きていた頃ころ、父のためによく弾いた。レコードよりもお前の弾くジャズが一番いいと言って耳を傾けてくれていたのを、よく覚えている。

　一曲弾き終えると、鷺谷はゆっくりと拍はく手しゆをしてくれた。

「なかなかだな。やっぱり生の音はいい。他ほかにも何か弾いてみろ」

　まさかリクエストされると思っていなかったが、まだ弾いていいのかと思うと嬉しくて、次は『Fly me to the Moon』を弾く。これも、誰もが知っている有名な曲だ。

　指が調子を取り戻すと、ピアノがより楽しくなった。グランドピアノは音の迫はく力りよくもあり、たまらなく気持ちいい。

　結局、五曲も弾いた。夢中で弾いていたからか、すぐ背後に鷺谷が近づいていたことに気づかなかったくらいだ。

「……っ、なんです？」

「そんなにピアノが好きか」

「好きですよ。鷺谷さんも、音楽好きでしょう？　よく聴いてますよね」

　鷺谷は無言で手を伸のばし、指先で鍵盤の一つを押した。ポー……ン、と鳴らされた音が、部屋に響ひびく。

「弾いてみますか？」

「俺に弾けるわけがないだろう」

「簡単なのなら誰でも弾けますよ」

　昔、父に連れられていったライヴハウスで、楽器に触れたことのない女の子とセッションをしたことがある。簡単なフレーズを覚えてもらい、他のベテラン奏者がそれに合わせて弾いた。楽器を弾けなくても、ちょっとしたことをするだけで音楽は楽しめる。

「『Take Five』知ってますよね？　ほら、座ってください」

　横長の椅い子すだったため、少し右にずれて場所を開けて鷺谷を誘う。

「簡単なフレーズなら弾けるはずです。タタン、タタン、タンタン、タタン、タタン、タンタンって四分の五拍びよう子しでこれとこれとこれを弾いてみてください」

　有名なジャズナンバー『Take Five』の基本のリズムと鍵盤の位置を教えると、まず羽村が弾いてみせる。やってみるよう促すと、意外に上う手まく弾けた。たどたどしいが、ちゃんと形にはなっている。それに合わせて、羽村も鍵盤を叩く。

　初級向けにアレンジしたもので、たったのワンフレーズだが、知っている曲を自分で奏でる楽しみを味わうには十分だ。楽器に触れたことがない人でも、演奏できる。

　鷺谷が意外に上手く弾けたため、もうワンフレーズ教えた。

「次は、同じリズムでこれとこれとこれ、右手はこれとこれとこれ弾いてみてください。そうそう。じゃあ、最初から」

　二フレーズ続けて弾ひくと、より音楽という感じがする。

　鷺谷は軽く口元を緩ゆるめた。

　鷺谷にこんな顔をさせることができるなんて、やはり音楽はいいものだ──そう感じた。肩かたを並べ、二人でピアノ連れん弾だんしているのが信じられない。

　そして、車の中で喜一に聞いたことを思い出した。

『でも、お姉さんは大事にしてたみたいっすよ』

　喜一の話によると、命日には墓参りを欠かさないという。

　どんな人だったのだろう。弟がヤクザになる時、何も言わなかったのだろうか。そんなことを考えていたが、あっという間に教えたところまで終わってしまった。

　手を止めると、鷺谷と目が合う。ドキリとした。初めて鷺谷に会った夜のことを思い出してしまう。

　一いつ瞬しゆんで、魅み入いられた。性別を超こえた一ひと目め惚ぼれだと感じた。

　相手がヤクザだとは知らずに……。　>>>♥

「さすがだな。アメリカに渡わたってジャズを習いたいと思っただけはある」

　一翔が言ったのだろう。喜一とも何度か話しているため、鷺谷がそのことを知っていてもさして驚おどろかなかった。

「まだその夢に未練があるんじゃないのか？」

「え？」

「大人しく一翔を渡わたすなら、アメリカに音楽留学させてやってもいいぞ」

　楽しかった気持ちが、一気に醒さめた。

　言葉が出ない羽村の反応をどう取ったのか、鷺谷はさらに続ける。

「一流を学ばせてやる。今からでも遅おそくはない。それだけの腕うでがあれば、今からやり直すことはできるんじゃないか？　ピアノで飯を喰くいたいだろう」

　羽村は、自分が甘かったと気づいた。同じ音楽を楽しめる相手だと心を許しかけていたが、勘かん違ちがいしてはいけない。こんなふうに、他人の夢すらも餌えさにしようとするのだ。

「冗じよう談だんじゃない！　初めからこのつもりで……っ」

　立ち上がり、鷺谷を見下ろす。

「相変わらず理想ばかりだな。じゃあ、どうする？　借金は俺に返せるのか？　躰からだを差し出せば、いつまでも期日を延ばしてやるとでも思ってるのか？　待って欲しいなら、俺が飽あきないようもう少し俺を愉たのしませるテクニックでも身につけてきたらどうだ？」

　次々と浴びせられる言葉に、何も言い返せなかった。言葉をつまらせ、ただ見下ろしていることしかできない。

「ほら、俺をその気にさせろ。跪ひざまずいてしゃぶるくらいしたらどうだ？」

　挑発的に言われ、羽村は覚かく悟ごをした。

　息を吸い、意を決してピアノの下に躰を滑すべり込ませるようにして跪く。そして、鷺谷のスラックスの上から中心に触ふれた。さらに、ベルトを外して下着の中のものを取り出す。

「ぅん……っ」

　口に含ふくむと、それはすぐに硬かたくなった。だが、ただ単に躰が反応したにすぎないとわかっている。髪かみを摑つかまれ、まるで道具のように顔を前後に動かされる。

「下手くそだな。ほら、もっと舌を使ってみろ」

「ん……っく、……んんっ！」

　喉のどの奥に屹きつ立りつの先せん端たんが当たり、苦しくて顔をしかめた。その表情が鷺谷を悦よろこばせているのは言うまでもない。

　その日。羽村はこれまでになく激しく、執しつ拗ように躰を弄もてあそばれた。













　鷺谷のマンションで連弾をしてから、一ヶ月が経たとうとしていた。

　あの夜、羽村は自分の甘さに気づき、言われたとおり鷺谷に飽きられないよう、なんでもした。跪き、口で愛あい撫ぶし、自分でほぐして誘さそうような真ま似ねまでした。

　男を抱だき慣れているだろう鷺谷を、テクニックで満足させられたとは思っていない。だが、あの男のサディスティックな欲よく望ぼうを満たしたのは、間ま違ちがいなかった。鷺谷の提案をはね除のけた羽村が、プライドも何もかも捨ててなんでもしたのだ。命令されることを、すべてやった。

　鷺谷の前にひれ伏ふしたと言ってもいい。そのことが、鷺谷を悦ばせた。

　何をすればいいのか、わかった気がする。必要なのは、セックスのテクニックではない。服従だ。

「お疲つかれ様です」

　その日、羽村はある事務所にいた。あの日、自分の甘さを痛感した羽村は、今のままではいけないと思いアルバイトを始めることにした。

　会社には内ない緒しよだが、背に腹は替かえられない。

　仕事をする三日前から前日までに予定を決められるアルバイトサイトがあり、そこに登録している。出張など予定が入らなければ、前日にでも仕事を入れられるのだ。交通整理や引っ越こしのアルバイトが多く、肉体的にはかなり大変だが、それでもなんとかやっている。

「じゃあ、今日のぶんね」

「はい。ありがとうございます」

　バイト代を受け取ると、羽村は頭を下げて事務所を出た。

　今日のアルバイトは、交通整理だった。登録する時に、一通り研修を受ければこのアルバイトができることになっている。

　日ひ払ばらいで、一日一万二千円から一万五千円になる。土日どちらも仕事が入れば、二万四千円から三万の現金が手に入るのだ。幸い、このところ休日出勤がないため、土日はずっと交通整理のアルバイトにありつけた。

　もうすぐボーナスも出る。ここで少しでも多く返しておきたい。

（絶対に、返してやる……）

　強い気持ちを胸に、平日は仕事をし、土日はアルバイトをするという日々が続いていた。

　土日に休めないのは大変だが、一翔に家事の一いつ切さいを引き受けてもらっているため、なんとかやっている。一翔がいなければ、こうはいかなかっただろう。

「優さん！」

　呼び止められ、羽村は足を止めた。振ふり返ると喜一がいる。

「送りましょうか？　今日、車あるんっすよ」

　鷺谷のマンションに連れて行かれる金曜日以外は、公共の交通機関を使って羽村の監かん視しをしている。今日もそのはずで、今朝は電車の中で姿を見たが、羽村のアルバイト中に友達を呼んだのだという。羽村の仕事が終わるまで、近くのファミリーレストランで時間を潰つぶしたらしい。

「いいよ。電車で帰るから」

「大だい丈じよう夫ぶっすよ、兄貴には内緒にしときますって。友達は組とは関係ないから、絶対バレませんって」

　このまま車でマンションに帰れるなら、そうしたい。躰はくたくただ。誘ゆう惑わくに負けそうになったが、思い留とどまった。

「いや、やっぱりやめとく」

　本当は、車でマンションまで送ってもらいたい。だが、少しでも甘えてしまえば、鷺谷に負けた気がして嫌いやなのだ。

「いいっすよ。本当に絶対兄貴には言いませんって」

「兄貴に逆らったらいけないんじゃないか？」

「送ったらいけないとは言われてないし、別にいいでしょ」

　喜一はしばらく車で帰ろうと誘っていたが、駅に着いたところで完全に諦あきらめたようだ。電話で友達とやらに連れん絡らくしている。ついてくるのか……、と振り返ると、慌あわてて改札を潜くぐる姿が見えた。

　一いつ所しよ懸けん命めい鷺谷の言いつけを守る喜一を見ていると、なぜそんなにあの男を慕したうのか不思議に思えてくる。単に、騙だまされているとしか思えない。

　羽村は、数日前の鷺谷の言葉を思い出していた。

『強ごう情じような奴やつだ』

　あれは、先週のことだった。いつものように羽村を存分に抱いた鷺谷は、羽村がベッドを下りるなり、くたくたになっているのを見て声をかけてきた。

『気が向いたら、音楽留学のことを改めて考えてやってもいいぞ』

　餌をちらつかせるような真似をされ、シャワーすら浴びずに身み支じ度たくをして帰った。部屋を出る瞬しゆん間かん、思わず振り返った羽村の目に飛び込んできたのは、鷺谷の不ふ遜そんな笑えみだ。

　あの人を喰ったような態度が、腹立たしい。

　留学できるなら、したかった。今からでも、本場の音楽を学べるなら、そうしたい。

　このところ、鷺谷には毎回のようにセックスの前にピアノを弾ひけと言われる。羽村の弾くジャズを聴きいて、酒を飲むのが決まりとなっている。

　だが、あれもきっと羽村のピアノに対する気持ちを刺し激げきして誘惑しているだけだ。ピアノに触れることにより、一度捨てた夢をもう一度拾いたいという気持ちにさせようとしているに違ちがいない。

（そうはいくか）

　ホームに電車が入ってくると、それに乗り込み、空いた席を探した。運良くそれを見つけて、腰こしかける。

　老人がすぐ近くに立っていたが、席を譲ゆずる気力などなく、そのまま目を閉じた。

　あっという間に睡すい魔まが降りてきて、電車に揺ゆられる心地ここちよさに、すぐ寝ね入いってしまう。

　羽村は、夢を見た。

　どこかのバーでピアノを弾いている夢だ。客たちは、それぞれの会話や酒、羽村の弾く音楽を楽しんでいる。女性ヴォーカリストが立っていて、羽村のピアノに合わせて美しい歌声を聴かせていた。

　躍おどる指。思いどおりに動く。指先から奏かなでられる哀あい愁しゆうに包まれた。

　そして、いつの間にか隣となりに鷺谷が座っていることに気づいた。鷺谷は、プロのピアニストのように滑なめらかな指の動きで、羽村と連れん弾だんを始める。まるで言葉を交かわすように、鷺谷との演奏を楽しんだ。心が通じ合えたような気さえして、嬉うれしくなる。

　しかし、そこまでだった。

「……──さん……っ」

　誰だれかの声にハッとなり、羽村は目を覚ました。電車の中の光景に、夢だったことに気づいて窓の外を見る。もう降りなければと、慌てて席を立った。

「あ、すみません。降ります」

　いつの間にか乗客は増えていて、人波を搔かき分けて外に出る。なんとか降り損そこなわずに済んでホッとしていると、喜一が少し離はなれたところからこちらの様子を窺うかがっていた。

　気を利きかせて、起こしてくれたらしい。ニヤニヤしながら知らん顔しているのを見て、やっぱり喜一はイイ子なんだと思った。ヤクザの世界で本当に生きていけるのだろうかと、そんな心配までしてしまう。

　改札を出ると立ち止まり、少し離れて歩く喜一が追いついてくるのを待つ。

「ありがとうな。起こしてくれたんだろ？」

「いえ、いいっすよ。兄貴には……」

「内緒だろ？」

　言うと、悪戯いたずらっぽく笑ってみせる。年相応の笑顔に、羽村も思わず笑った。

「だけど、優さんって根こん性じようあるっすね」

「そうか？」

「兄貴が最近楽しそうっすよ」

「そうだろうな」

　不敵な笑みを漏もらす鷺谷を脳のう裏りに思い浮うかべ、納なつ得とくする。

　喜一はヤクザに向いていないが、あの男はまさにヤクザになるために生まれてきたような男かもしれない。

「なぁ、どうして鷺谷なんかに人生捧ささげるんだ？」

「またその話っすか。俺が兄貴の何言っても、優さんは否定するくせに」

　確かにそのとおりだ。喜一は、あの男にいいように使われているとしか思えない。騙されているのなら、目を覚まさせてやりたいと思っている。

「お姉さんは、どうして亡なくなったんだ？」

「さぁ、兄貴はあんまり自分のことを話さないんっすよね」

「そうか」

　少年院に入った理由についても、おそらく知らないだろう。知りたい気もするが、あまり根ね掘ほり葉は掘ほり聞くとあらぬ誤解を招きそうで、思い留とどまる。

「もしかしたら、ネンショーのことっすか？」

「え？」

　まさか言い当てられるとは思っておらず、驚おどろきのあまりすぐに声が出なかった。

　意外に鋭するどい。

「コロシらしいっすよ」

　サラリと言われ、思わず喜一が足を踏ふみ込んだ世界がどんなところか痛感させられるようだった。

「……知ってたのか？」

「そりゃ、ね。でも、過去に何があっても兄貴は俺の憧あこがれっすから。前に言ったでしょ？　親父おやじに半殺しにされてた時に助けてもらったって」

　それは聞いた。ひどい父親の暴力に晒さらされていた時に、助けてくれたと……。

　きっと喜一には、救世主のように思えただろう。だが、だからと言って鷺谷を崇すう拝はいしてその背中を追いかけることがいいとは思えない。

「それに、俺は兄貴に殴なぐられたことないっすよ。裏切りとかには容よう赦しやないけど、そんなのは自じ業ごう自得っしょ？　それに、みんな兄貴を慕ってます。本当は鷺谷の兄貴みたいな人に出世して欲しいって、思ってるっすよ」

「でも、人を殺して少年院に入ったんだろ？」

「そんなもん、ヤクザには箔はくがつくってもんです」

　人を殺あやめるということが、どういうことなのか本当にわかっているのかと言いたくなる台詞せりふだった。あどけなさの残る横顔と、その台詞のギャップについていけない。

　その時、喜一がポケットの中からスマートフォンを取り出した。着信が入ったようで、急に改まった態度になると、はきはきと返事をしている。

「優さん、兄貴からっす」

　スマートフォンを差し出され、今の態度は相手が鷺谷だったからなのかと軽く笑い、電話に出る。

「はい、俺です」

『迎むかえをやる。今から俺のマンションに来い』

「え……」

『何度も言わせるな。今から俺のところに来いと言ってるんだ』

「でも、今日は金曜じゃないでしょ？」

『俺の命令に逆らえる立場だと思ってるのか？』

　反論できるはずもなく、仕方なく鷺谷のマンションに行くことにする。今日もまた奉ほう仕しするのか……、と憂ゆう鬱うつな気分になった。アルバイト続きで、疲ひ労ろうがたまっている。あとは帰ってゆっくりできると思っていただけに、落らく胆たんも大きい。

　このタイミングで呼び出すところに、ある種の才能を感じる。

　他人を追いつめる才能だ。もしかしたら、そういった匂においを嗅かぎ取る能力に長たけているのかもしれない。

「わかりました。マンションに行けばいいんですね」

　疲つかれなど見せるものかと、気き丈じように言った。電話を切る寸前、鷺谷がふと嗤わらったように聞こえた。獲え物ものをじわじわと追いつめて愉たのしんでいる様が、目に浮かぶ。

　羽村はいったん部屋に帰り、一翔と夕飯を摂とることにした。喜一も誘さそうが、迎えの車を運転しているのが兄貴分らしく、外で待っているという。

　急いで夕飯を済ませ、再び出かけると言うと、一翔は心配そうな顔をした。土日のアルバイトに加え、行き先をはっきり言わずに出て行くとなれば、そんな顔もしたくなるだろう。しかし、それを教えることは憚はばかられた。ただ「心配するな」とだけ言い残して、部屋を出る。

　下に降りると、喜一がエントランスで待っていた。

「迎えはまだ来ないのか？　やっぱりうちでご飯食べていけばよかったな」

「俺はいいっすよ。もう来ると思うし」

　その言葉どおり、ほどなくして黒のＢＭＷがマンションの敷しき地ち内に入ってくる。運転しているのは、若い男だ。恐おそらく二十五歳前後だろう。喜一よりもずっと落ちついているが、それでもヤクザという雰ふん囲い気きを隠かくせない男は、路上に車を停とめて降りてくる。

「津つ倉くらの兄貴、お疲れ様です！」

　喜一が、勢いよく頭を下げた。

「マンションまで送るよう言われてるんで、さっさと乗ってください」

　津倉と呼ばれた若い男は、背が低く、眼光が鋭かった。華きや奢しやに見えるが、どことなく迫はく力りよくがあり、身構えてしまう。もしかしたら、服の下に鋼はがねの肉体を持っているのかもしれない。

　日本人らしいすっきりした顔立ちは整っていて、女性受けしそうだが、どこかゾッとするような雰囲気を持っていた。

「運転、俺が替かわります」

　喜一が頭を下げると、いそいそと運転席に乗り込む。いつも以上に、きびきびとした行動だ。ヤクザの上下関係の厳しさを、目まの当たりにする。

　羽村一人後部座席に座り、鷺谷のマンションに向かった。何度も通っているため、すっかり自分の日常になりつつある。憂鬱は隠せず、運ばれている間、黙だまって流れる外の景色をじっと見ていた。

　しかし、鷺谷のマンションに到とう着ちやくすると、鷺谷はいなかった。喜一が部屋を見回す。

「あれ、兄貴いないっすね」

「これを渡わたすよう言われてます」

　封ふう筒とうを差し出され、それを受け取った。中を見て、意外なものに驚く。

「楽がく譜ふ？　それと……マンションの鍵かぎ……ですか」

「俺を満足させろって言ってました。自由に使っていいそうです」

　どういう意味かと津倉を見ても、これ以上何も言うことはないとばかりに頭を下げる。

「じゃあ、自分らはこれで……。おい、喜一。仕事だ。行くぞ」

「は、はいっ！」

　ニコリともしない男は、喜一を連れて出ていった。

　一人になると、羽村はピアノをじっと眺ながめた。満足させろということは、練習しておけということなのだろう。プロのピアニストを呼んで演奏させられるくらいの金は持っているだろうに、わざわざ羽村に練習させるのは、やはりピアノへの思いを再燃させるためだろう。

　そうはいくかと思うが、存分に弾ひいていいのかと思うと、嬉うれしかった。

　ピアノの蓋ふたを開け、指を置く。

　目を閉じ、軽く息を吸うとまず自分の得意な曲を弾いて指をほぐした。このところ何度も弾かされているため、ずっと動くようになった。一度弾き始めると止まらず、思いきり自分をぶつける。

　アルバイトの疲れなんて、全部吹ふき飛んだ。













　ピアノを弾く自由を与あたえられた羽村は、鷺谷の策略だと知りつつも、ピアノに触ふれられるチャンスができたことを内心喜んでいた。楽譜を渡されてノルマを課せられたようなものだが、実際は楽しんでいる。

　ピアノに関しては、自分を抑おさえきれない。次に会った時に満足させられたら、どんなに嬉しいだろう。相手が誰だれなのかなんて、関係ない。

　その日、羽村は秋あき葉は原ばらのある小ホールの音おん響きよう設備の点検と新しい機材の入れ替えなどのために、打ち合わせに来ていた。相手は四十過ぎの安やす村むらという男で、三十代ですでに事業を立ち上げている。

　いわゆる地下アイドルのような女の子たちが、ライヴを行う場所だ。有名とは言えないが、毎日のように公演が行われている。

　今年中に二号店、三号店ができる予定になっていた。

「うちの技術にも確かく認にんしましたが、やはりあの規模のホールならこのラインの機材を入れるのが一番いいかと思います。ホール全体の造りを見ての判断なので、間ま違ちがいないかと」

「じゃあ、それでお願いしようかな。『SHIBAURA』さんとこは、ずっと世話になってるし安心だから」

「ありがとうございます」

　女子社員がお茶を運んできてくれたため、軽く頭を下げて手を伸のばす。

「いただきます。ところで、三号店の準備はいかがですか？」

「そっちがねぇ、交こう渉しようがなかなか進まなくて……。決まったらすぐ連れん絡らくするから」

「はい。決定したら、すぐに対応できるよう準備しておきます。交渉、うまく行くといいですね」

「それがねぇ、最近家賃も上がってるし、こちらの要望どおりにはなかなか……」

　安村は、ほとほと困ったという顔をしてみせた。よほど交渉が難航しているのだろう。

「それより羽村さん、最近瘦やせました？」

「え……、そうですか？」

　羽村は、思わずガラスに映った自分の姿を見た。

　正直なところ、土日のアルバイトがかなりつらくなってきている。確実に返済をするために続けてきたが、そろそろ限界といったところだろうか。仕事に支障は出ていないと思っていたが、こうして指し摘てきされるということは、いずれ弊へい害がいが起きるかもしれない。

「夏の疲れが今いま頃ごろ出たのかもしれないです」

「今年は暑かったですもんねぇ」

「ええ……」

　残暑は随ずい分ぶんと落ちついたが、それでも日中はまだ時々二十五度を超こえる日もある。体力を根こそぎ奪うばう季節は終わったとはいえ、残ざん債さいを考えると楽観できる状じよう況きようではなかった。仕事に支障が出るなら、アルバイトも続けられない。

　それから五分ほど話をして、羽村は事務所をあとにする。

「それでは、よろしくお願いします」

「じゃあ、よろしくね羽村さん。お疲れ様」

　外に出ると、すでに暗くなっていた。この時間なら、直帰していいだろうと思い、会社に電話を入れる。しかし、得意先から連絡をくれとの伝言があり、電話を入れた。ある遊興施し設せつに入れている音響設備のトラブルだ。

　一度会社に戻もどり、相手方の状況を聞いてから明日朝一番に技術部の人間を向かわせる手配をする。会社にいると細こま々ごまとやることがでてきて、結局全部終わったのは夜の十時を過ぎてからだ。

　家路につく頃ころには、ぐったりしている。だが、ようやく帰れると思っていた矢先にどこからか喜一が姿を現した。

「優さん！」

「あ、いたのか」

「はい、兄貴が来いって。俺が迎むかえに来ました」

　やっと帰れると思ったら、今度は鷺谷からの呼び出しだ。さすがに項うな垂だれずにはいられない。一翔に遅おそくなるから先に寝ねるよう電話を入れると、喜一と並んで歩く。

「今日は遅かったっすね」

「まぁね」

　とぼとぼとついて行き、路上に停めてある車に乗り込むなり、羽村はヘッドレストに頭を乗せた。もう一歩も動きたくない。

「横になって寝てていいっすよ」

「ありがとう」

　喜一の優やさしさに感謝し、マンションに着くまでの間、後部座席で仮か眠みんを取った。疲れていると、どんな場所でもぐっすり寝られる。

　揺ゆり起こされ、目を覚ますとマンションの駐ちゆう車しや場だった。

「優さん、寝ね顔がお可愛かわいいっすよ」

　クスクスと笑う喜一に、顔を赤くしながら急いで身を起こして車から降りた。

「大人をからかうな」

　少し寝たからか、気分はすっきりしていた。最近は、ピアノが置いてあるマンションにばかり呼ばれる。覚えておけと言われた曲は、すべて弾ひけるようになった。仕事が早く終わった時やアルバイトの帰りに来て、触さわっている。

　エレベーターに乗って部屋まで行くと、中では鷺谷が酒を飲みながら待っていた。

「遅かったな。俺を待たせたからには、ちゃんと満足させてくれるんだろうな」

「一応、練習は……」

　言いかけたところで、腹の虫が鳴った。喜一が、後ろでクスクス笑っている。

「飯はまだか？」

「はい。でも大だい丈じよう夫ぶです。残業になった時は、遅くなることもめずらしくないので」

「あんたの心配をしてるんじゃない。演奏中に腹まで鳴らされたら、折せつ角かくの音楽もぶち壊こわしだからな。──喜一」

「はいっ！　優さん、こっちっす」

　喜一に促うながされ、キッチンのテーブルについた。喜一は冷蔵庫の中から冷れい凍とうピラフを取り出すと皿に空け、レンジで温めて羽村の前に置く。

「どうぞ！」

「ありがとう。じゃあ、いただきます」

　空腹の羽村には、冷凍食品でもご馳ち走そうで、思わずガツガツと食べてしまった。

「金は返せそうか？」

　ふふん、と他人を見下した態度で聞かれ、羽村は思わず強気の口調で言い返した。

「今頑がん張ばって働いてますから」

　仮眠を取り、腹が少しずつ満たされてくると気持ちまで強くなるようだ。我ながら単純だと思い、ピラフを腹に入れる。

「仕事にアルバイト、それにピアノ。そろそろ限界なんじゃないのか？」

「残念ですが、俺結構しぶといので」

「そりゃあ、愉たのしみだ。あっさり降こう伏ふくされてもつまらないからな」

「いい性格してますね」

　つい憎にくまれ口を叩たたくが、相手がヤクザだとわかっているのかと自問した。こんなふうに会話していることが、信じられない。

「いつまで喰くってる。俺もそう暇ひまじゃないぞ」

「すみません、もう終わりました」

　空になった皿をシンクに持っていくと、喜一がすぐに洗い物を始める。こまねずみのように働く喜一を見て、しっかりしていると感心した。言葉遣づかいはなってないし、普ふ段だんは子供っぽいところも多いが、こういうところはちゃんとしている。

「喜一、もう帰っていいぞ」

「はい。じゃあ俺はこれで……。お疲つかれ様です！」

　喜一が出て行くと、羽村はピアノの前に座った。

「何がいいです？」

「あんたにやった課題の中で、一番上う手まく弾けるようになったのはどの曲だ？」

　羽村は答えず、ピアノに指を置いた。

　『Moon River』──子供の頃からよく聴きいていた曲の一つで、課題として与あたえられたものに入っていた。

　なぜ、この曲があの中に入っていたのだろうかと思う。何か思い出でもあるのか、それとも単に好みによるものか──。

　自分の奏かなでる音に身を委ゆだね、感情を晒さらす。

　鷺谷を見ると、旨うまそうにブランデーを舐なめていた。時折タバコを口に運び、満足げな顔をする姿を見ていると、もっと聴いて欲しいという気持ちがわき上がる。

　冷れい酷こくな表情も、他人を喰った態度も、今は忘れられる。ああして自分の奏でる音楽に耳を傾かたむけ、味わう心があるのなら、他人の痛みもわかるはずだろうなどという、ヤクザに期待しても無む駄だなことを考える。

（どうして、ヤクザになったんだろ……）

　時折そんな疑問を頭に浮うかべながら、鍵けん盤ばんの上で指を躍おどらせた。

　一曲弾き終えると、『もっと聴かせろ』と視線で訴うつたえられ、続ける。

　選んだのは羽村が好きな『Luktar-Gvendur』という曲だ。有名なロック歌手がジャズピアニストである父とセッションしたアルバムに入っている。何度も聴いた。

　ヴォーカルが欲しいところだが、いなくても十分そのよさを堪たん能のうできる。

　どんなに疲れていても、ピアノに触ふれると忘れられる気がした。自分が奏でる音楽も、このアルバムの曲にも、癒いやされる。子供の頃は、ドラムやウッドベースなど他ほかの楽器と合わせるのが楽しかったのを覚えている。

　羽村の頭の中では、他の楽器も鳴っていた。とりわけ好きなのが、ドラムのブラシだ。

　音と音が絡からみ合い、遊び、自由に歌う。

　ジャズのいいところは、形に囚とらわれないところだ。童どう謡ようもクラシックもロックも、どんな音楽もジャズに変えられる。多少のミスも気にしない。気持ちが昂たかぶり、それが先行するあまり音を外しても、一つの味だ。

　プレイヤーたちには、そう教えられた。

　人間が奏でるから、機械とは違ちがう味わいが出る。上手くなくていい。心があればいい。むしろ、心がなければどんなテクニックも色いろ褪あせる。

　弾き終えると、自分が高こう揚ようしているのに気づいた。抑おさえられない。

　つい自分が好きな曲を弾いてしまったが、課題として出された曲にすべきだったかと思い、鷺谷を見る。だが、思いのほか満足げな顔をしていた。

「ビョークか？」

　羽村は、すぐに反応できなかった。

「……知ってるんですか？」

「ジャズの入門としてはいいアルバムだ」

　ふと口元に笑えみを浮かべる鷺谷を見て、ドキリとした。自分が大好きなこのアルバムを、鷺谷も聴いていた。知り合う前から、繫つながっていた。

　そして、初めて会った日のことを思い出す。

　あの時は、一ひと目め惚ぼれだと思った。男だとか女だとか関係ない。理り屈くつなんてない。ただ、見た瞬しゆん間かん、心を奪うばわれた。

「どうした？　他にも弾いてみろ」

　グラスを口に運びながら催さい促そくする鷺谷に、素す直なおに従う。

　その日。鷺谷は羽村を抱だくことはなく、ただ二人の時間を音楽で共有した。













　羽村に、ある変化が起きた。

　まるで恋こい煩わずらいでもしているかのように、鷺谷を思い出してしまうのだ。

『ジャズの入門としてはいいアルバムだ』

　あの時の言葉が、忘れられない。何度も、鷺谷の表情を思い出して、胸の奥がとくとくと鳴るのだ。自分はいったいどうしてしまったのだと、戸と惑まどうばかりだった。

　敢あえてその理由を突つき止めようとはせず、金を返すことだけを考えるよう心がけたが、それでもふとした時に、あの瞬間を思い出してしまう。

　好きなアルバムの一枚について、語っただけだ。

　好きに選曲して弾いた曲を、心地ここちよさそうに聴いていただけだ。

　それなのに、自分にとって鷺谷という男が、何か特別なものに変わっていくのを感じずにはいられない。その言動は腹立たしく、憎らしい存在であるのは間ま違ちがいないのに、なぜこんなふうに感じるのか、わからなかった。

　自分の変化をどうすることもできず、時間ばかりが過ぎていく。

　そして、二週間ほど経たった頃ころ、とうとう羽村に限界が訪おとずれた。

「──羽村さん……っ！」

　誰だれかの声が、遠くで聞こえた。目を開けると、すぐ目の前にアスファルトがある。一いつ瞬しゆん何が起きたのかわからなかった。激しい目め眩まいがし、平へい衡こう感かん覚かくがなくなる。頭がぼんやりして、靄もやに包まれたようだった。

　何度か名前を呼ばれ、ふらふらしていた意識がようやくしっかりしてきた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　目が虚うつろですよ」

「えっと……俺、何してたんでしたっけ？」

「交通整理ですよ。熱ねつ中ちゆう症しようじゃないですよね。とりあえず水飲んでください」

　顔を上げると、同じアルバイトをしている男性だった。

　ペットボトルを差し出され、受け取って口をつける。目眩は収まったが、まだ頭がぼんやりとしていて仕事になりそうになかった。

「交代要員呼びましたから、今日はもう帰ってください」

「でも……」

「それまでは、ここは二人でなんとかします。交代の人はすぐ来るそうですし、また倒たおれられても困りますから」

「そうですか。すみません、ご迷めい惑わくおかけして」

　悪いなと思いつつ、正直なところありがたかった。もう立っていられない。今朝までは元気だったが、ずっと外にいるからか体力はどんどん奪われていく。

　日ひ陰かげで休ませてもらい、交代要員が来ると車で一度事務所に立ち寄り、今日のことを詫わびてからロッカールームで着き替がえた。仕事とアルバイトの両立もそろそろ限界なのかと思いながら、けれども他に金を作るいい方法が思い浮かばなくて途と方ほうに暮れる。

　とぼとぼ歩いていると、背後から声をかけられて羽村は立ち止まった。

「優さん！」

　喜一だった。

　いたのか……、と思い、喜一が近づいてくるのをぼんやりと見る。

「びっくりしたっすよ。急に倒れるから」

「見てたのか。はは……情けないな」

　二十四時間見張っているわけではないのに、見られたくないところを見られるものなんだなと、タイミングの悪さを呪のろいたくなった。

　歩き出すと、喜一はまるで羽村を護まもるように斜ななめ後ろをついてくる。

「優さん、待っててください。タクシー呼びましょうか」

「え、いいよ。勿もつ体たいない」

「何言ってるんすか。また倒れますよ」

「大丈夫だって。金ないって知ってるだろ？」

　毎週鷺谷に返済している身だ。タクシーなんて、贅ぜい沢たく以外の何ものでもない。

　喜一にもそれがわかったようで、何も言えずに黙だまってついてくる。そして、おずおずと聞いてきた。

「そんなフラフラで帰ったら、甥おいっ子さんが心配しますよ。早退した理由、なんて言うんっすか？」

　そこまで考えていなかったため、立ち止まって考える。

　このところ、一翔が羽村のことをかなり心配していた。体力が限界に来ていることは誤ご魔ま化かしているつもりだが、一いつ緒しよに暮らしていると誤魔化しきれるものではない。

　今日、予定外に早く帰れば、また自分でアルバイトをすると言い出すだろう。家事や炊すい事じは全部やってもらっているのに、これ以上一翔に負担をかけるわけにはいかなかった。

「適当に店に入って休んでいくよ。ネットカフェもあるし」

「俺んち来ます？」

　意外な誘さそいに、返事をするのを忘れた。友達のように誘ってくるところに、喜一の人ひと懐なつっこさが出ている。

　本来は、兄貴分に見張りをするよう言い渡わたされている相手だ。部屋に呼ぶなんて、人が好よすぎる。

「でも……」

「ネカフェだって勿体ないっしょ。俺、最近一人暮らし始めたんっすよ。夜まで寝ねていいですよ」

　聞くと、少し前まで共同生活をしていたが、一ヶ月ほど前に独り立ちしたという。ヤクザの下っ端ぱは、数名で狭せまいアパートの一室で生活していることも多いらしい。ルームシェアなんて最近の流行とはまったく違う、狭いだけのすし詰づめ状態での生活は大変なようだ。

　これまでの働きを認めてもらえたという気持ちもあって、喜一からは部屋を見てもらいたいという気持ちが溢あふれている。

「見ます？　俺の部屋。ネットもできますよ」

「じゃあ、お邪じや魔ましようかな」

「へっへ～、いいっすよ。風ふ呂ろとトイレもついてるんで、シャワー浴びてすっきりしてから寝るといいっすよ。帰りにコンビニで着替え買いましょう」

　嬉うれしそうにしている喜一を見て、素直に甘える気になった。

　それから羽村は、途と中ちゆうで下着やシャツを買ってから喜一の部屋に向かった。ごく一いつ般ぱん的なワンルームマンションで、比ひ較かく的てき新しいようだ。少々散らかってはいるが、日当たりもよく、休むには十分すぎるほどだ。

「どうっすか、俺の部屋」

「結構広くて驚おどろいたよ。その歳で一人暮らしなんて、すごいよな」

「そうっすか？　俺もどんどん出世しなきゃなんないし、まぁ、こんなのは当然っすよね」

　喜一の得意げな顔が微笑ほほえましく、それだけにヤクザの一員であることが不ふ憫びんだった。いずれ刑けい務む所しよに入るようなことになるかもしれない。もっといい人生があるはずだ。

　けれども、それを口にしたところで喜一の気持ちが変わるとは思えず、黙っていることにする。

「じゃあ、俺とりあえず今日は事務所に行く予定になってるんで、もう出ますね。夜にいっぺん帰ってきますけど、事務所の電話番もあってまたすぐに出るから、好きに使っていいっすよ」

「ありがとう。本当に助かるよ」

　喜一が出ていくとシャワーで汗あせを流し、買ってきた下着とＴシャツを身につけるとベッドに入った。横になるとすぐに睡すい魔まが降りてきて、羽村はすぐに眠ねむりについた。まるでスイッチが切れたかのように、深く寝ね入いってしまう。

　昏こん々こんと眠り続けたようだ。何かの物音に目を覚ましたが、深い眠りから覚めたばかりの頭はすぐには働かない。だが、見慣れない天てん井じように慌あわてて起きた。窓の外を見る。

（あ、そうか……）

　羽村は、ここが喜一の部屋だということを思い出した。慌てて時間を確かく認にんすると、一翔に帰ると言った時間にはまだあり、胸を撫なで下ろす。

　しかし、部屋の中にいた人物にギクリとした。

「よぉ、倒れたんだって？」

「──っ！　あの……っ」

　鷺谷が、ビールを飲みながら悠ゆう々ゆうとタバコを吸っていた。喜一が、緊きん張ちようした様子で部屋の隅すみに正座している。何を命令されてもすぐに対応できるよう、身構えているのだ。忠犬のように、傍そばにいる。

「意地だけで押し通そうとするからだ」

　心配して様子を見に来るような相手ではないとわかっていたが、呆あきれたように言う鷺谷の表情は、どこか優やさしげに見えた。これも自分を懐かい柔じゆうする罠わななのかもしれないと、身構える。

「あんたに金を返すのは無理だよ。諦あきらめて一翔を渡せ」

「嫌いや……です。また一翔に近づいたら、警察に駆かけ込みますから」

　こんな脅おどしが効くとは思えなかったが、それしか言えなかった。自分がいかに無力なのか思い知らされる。

「そんなにしてまで一翔を護りたいか？」

「当然です」

　一翔は、姉の遺のこした子だ。

　両親を亡なくし、姉も失い、自分には一翔しかいないのだ。大事な甥を手放すくらいなら、どんな苦労でもする。この程度のことで、音を上げるわけにはいかない。

「まぁ、わからなくもないがな」

「え……」

　鷺谷の言葉に、思わず聞き違ちがいかと思った。だが、どうやらそうではないようだ。

　遠くを見るような目をする鷺谷に、ふいに姉がいたという喜一の話を思い出した。命日には、毎年墓参りしているという。大事な存在だったのは、そこからもよくわかった。

　甥と姉の違いがあるだけで、血の繫つながった誰だれかを大事に思う気持ちは同じだと気づく。

「一翔をそっとしておいてくれませんか？」

　羽村は、改まった態度でそう言った。

　鷺谷も人間だ。姉を大事にしたり、その命日に墓参りを欠かさずしたりするところから、本当に感情のない人間には思えなくなった。それは、あの素す直なおな喜一が憧あこがれてやまないところからもわかる。

　ただ力で支配しているのではない。恐きよう怖ふで支配しているのなら、喜一はあんな目はしないだろう。その言葉の端はし々ばしから、ただ金回りのよさにだけ憧れているわけでもないというのもわかってきた。

　自分の知らない鷺谷がいるに違いない──そんな確信すら抱いだく。

「一翔は、ヤクザになんかなれる性格じゃないんです。優しい子です」

　情に訴うつたえれば、わかってくれるかもしれないと思った羽村は、なんとか手を引かせようと説得を始めた。

「鷺谷さんと会った時は心が動いたみたいでしたけど、今はヤクザになる気はないって言ってます。実の父親が会いたいというならもちろん会っていいと思いますけど、実の父親であっても一翔の人生を思いどおりにしていいはずはないんです」

　鷺谷に凝ぎよう視しされ、心臓がうるさく跳はねていた。訴えに耳を傾かたむけてくれているのかはわからないが、今はそうするしかない。

「一翔は俺のたった一人の肉親なんです。大事な存在なんです」

　言いながら、鷺谷自身の姉のことを思い出してくれるだろうかと思った。姉の存在が一いつ瞬しゆんでも脳のう裏りを掠かすめてくれれば、心に変化を呼ぶかもしれない。

　そして、切り札のように言ってしまう。

「鷺谷さんには、お姉さんがいたんですよね？　姉きよう弟だいを大事に思う気持ちは、鷺谷さんにもわかるでしょう？　お姉さんの命日には……」

　そう言った瞬しゆん間かん、自分がとんでもない間ま違ちがいを犯おかしていたことに気づいた。それほど、鷺谷の反応は、顕けん著ちよだった。

「喜一か？」

　ハッとなり、余計なことを言ってしまったと口を噤つぐむ。しかし、今さらそうしたところで取り返しがつくものではない。

「あの……っ」

　喜一が叱しかられる。もしかしたら、半殺しの目に遭あうかもしれない──自分の言動が何をもたらすのか予測できなかった己おのれの愚おろかさを、痛感するしかなかった。

「喜一」

「は、はいっ！」

「余計なことを言ったのはお前か？」

「はいっ、俺です！　すすすすんませんっ、あの……っ、俺……っ」

「見張りをしろと言ったが、仲良くなれと命令したつもりはないぞ」

「本当にすみませんでした。俺っ、二度と……っ」

「待ってください！　喜一君が悪いんじゃないです。そもそも俺が先に喜一君に馴なれ馴れしく話しかけたりしたから……っ、──ぅ……っく！」

　いきなり髪かみを摑つかまれてベッドに押しつけられる。タオルケットを剝はぎ取られ、シーツに顔を埋うずめるような格好で組み敷しかれて恐怖に見み舞まわれた。

「なぁ、あんた……俺の何を知ってる？」

「何って……っ、……ッふ、……ぅう……っく」

　すごい力だった。腕うでをねじ上げられ、耳元で囁ささやかれる。

「まさか、情に訴えれば俺をどうにかできると思ったのか？」

「それは……っ」

「あんた、ヤクザがどんなか、わかってないようだな」

　イイ声だった。それだけに、ゾッとする。冷れい酷こくさを孕はらんだ声は、どこか魅み力りよく的で羽村の中の被ひ虐ぎやくを目覚めさせる。

　下着に手をかけられて、ギクリとした。

　まさか、ここでやるというのか──。

「何するんですかっ」

「何をするかだと？　わからないほど初う心ぶじゃないだろう」

　含ふくみ笑う鷺谷に、鼓こ動どうが速くなった。何をしようとしているのか想像はつくが、そんなことは信じたくない。

「喜一。潤じゆん滑かつ油になるものを持ってこい」

「は、はいっ！」

　恐おそろしい台詞せりふだ。こんなところで行こう為いに及およぶなんて、どうかしている。

「──っく！」

　身を捩よじり、鷺谷から逃のがれようとするが、しっかりと組み敷かれているためその下から這はい出すことはできない。かろうじて部屋の様子が見えたが、むしろそれがいけなかった。

　直立不動で部屋の隅に立っている喜一を見て、自分の置かれた状じよう況きようをより自覚させられた。

　あれほど緊張した喜一を見るのは、初めてだ。

「喜一、そこで見てろ」

　冗じよう談だんだろ……、とさらに暴れようとするが、あっさりと下着を剝ぎ取られてしまう。

「待ってください……っ、……待っ……っ」

　喜一の見ている前で抱かれるなんて、耐たえられなかった。なんとかそれだけは避さけたかった。

　けれども、強く願うほど鷺谷がそれを実行するだろうこともわかっている。

「ここ、喜一君の部屋ですよ！　何もこんなところで……っ」

「だからなんだ？　喜一はいいと言うぞ。そうだろう、喜一」

「どうぞ、つつ、使ってくださいっ！」

　逆らえるはずがない相手にわざわざ聞いてみるところに、この男の傲ごう慢まんさを見た気がする。

　どんな言葉も通じないとわかると、羽村は観念して強く唇くちびるを嚙かんだ。













　悪夢としか思えなかった。

　羽村は喜一のベッドの上で、うつ伏ぶせに組み敷かれて尻しりを指で犯おかされていた。自分はきっちりとスーツを着たまま、羽村を辱はずかしめるために奉ほう仕しする鷺谷に、ヤクザになるような男がどれだけ無む慈じ悲ひなのか思い知らされた。

　人をここまで貶おとしめることができるものかと思う。

　だが、次し第だいにそんなことを考える余よ裕ゆうすらなくなってきた。次第に浅ましい欲よく望ぼうが湧わき上がってきて、鷺谷の指に応こたえてしまう。

「ぁあ……ぅ……う……っ、……ッく、……んっ」

「どうだ？　見られると興奮するだろう？」

「やめ……、……くだ……さ、……もう……、……やめ……っ」

「こっちはやめて欲しくなさそうだがな」

　くちゅ、くちゅ、と濡ぬれた音が聞こえてきて、恥はずかしくてたまらなかった。本来とは違う目的のために使われる男性用の乳液の香かおりも、羞しゆう恥ちを煽あおる手助けになっている。そして、ほぐれた蕾つぼみは羽村の意志に反して淫みだらに開花していた。感じているのは痛みではなく、快感だ。

　むず痒がゆく、もどかしく、そして足りない。

「一本じゃ満足できないか？」

「ぁあ……っ」

　指を増やされて、息をつめた。瞼まぶたをきつく閉じて意識をこの行為から逸そらそうとするが、乳液を足されてさらに強ごう引いんな指遣づかいで嬲なぶられる。

　濡れた音がより大きくなり、耳を塞ふさぎたくなった。

「ぁあ……ぁ……、……っふ、…………ぁ……あ……ぅ……」

　己の躰からだが、恨うらめしい。喜一がいるのに、情じよう欲よくに流されそうになる。欲しがる自分を、どこまで抑おさえることができるかわからない。

「ぁあぅ……っ、ぅ……ぅう……ん、……は……ぁ……ぅん……っ」

「イイ声になってきたぞ。俺が欲しくなったんじゃないか？」

「ぁ……っ、……はっ、……ぁ……あ、……んぁ……あ」

　ねっとりと焦じらすような動きに、甘い声が漏もれた。本当に自分の声なのかと疑いたくなるほど、はしたない声だ。

　もう限界かもしれない。

「ぅ……、……ん……ッふ、……あ……ぅん」

「随ずい分ぶんと、欲よく深ぶかく咥くわえるようになったな」

「ぁあっ！」

　指先があるポイントに当たると、爪つま先さきがジンと痺しびれた。

　もどかしい──そう感じた瞬間、今度は胸の突とつ起きに乳液を塗ぬられ、摘つままれる。

「はぅ……っ、……ぅう……ん、……んぁ……」

　そこが性感帯だと知ったのは、鷺谷に抱かれるようになってからだ。これまで幾いく度どとなく仕込まれた躰は、いとも簡単に応えてしまう。

　鷺谷の男らしい指先が、そこを嬲っているのが目に入った。女性のものとは違ちがうが、甘皮は処理され、きちんと整えられているそれは美しく、どこか知性すら感じた。それが、自分にいやらしいことを仕し掛かけている。そして、自分ははしたなく尖とがらせて悦よろこんでいる。

　視界から受ける刺し激げきが、羽村をより敏びん感かんにさせていたのは言うまでもなかった。なんて恥ずかしい奴やつなのだという己を恥じる気持ちが、昂たかぶりを呼び、いけないと思うほどに胸の突起は赤く色づいて硬かたく尖る。

「こっちもイイ反応だな。もうとんがってきてるぞ」

　揶や揄ゆされ、涙なみだが滲にじんだ。

（噓うそだ……、……噓、だ……）

　何度も否定するが、刺激されるたび熱い吐と息いきが漏れた。もっと弄いじってほしくなる。

　鷺谷が上着を脱ぬぐ気配に期待にも似た思いを抱いだいてしまい、躰が痺れた。何度も抱かれたことにより刷り込まれているのか、そのあとの快感を思い出さずにはいられない。

　欲しい。

　強きよう烈れつに沸わき上がる欲望に、プライドなどないに等しかった。

「なぁ、欲しいんだろう？」

「あ！」

　耳じ朶だに唇を押し当てられ、やんわりと嚙まれる。躰がジンと痺れて、唇が震ふるえた。漏れる吐息は熱く、自分を抑えられない。

　突起をつねられて感じる痛いくらいの刺激は、羽村にとって愛あい撫ぶ以外の何ものでもなかった。苛いじめられることで、性的快感を覚えるほどに、鷺谷に仕込まれてしまっている。

「ぁあ……ぁ……ん、……ぁあ……っふ、……ふ、……ぁ……」

「俺が欲しいだろ？」

　ゾクゾクッ、と背中に戦せん慄りつが走り、吐息を漏らした。息が苦しい。

　スラックスをくつろげるのが、わかった。

　限界だ。

　早く、早く、……早く。

　心の中で繰くり返される声は、鷺谷を待ちわびるものだけで、拒きよ絶ぜつの色は一いつ切さい含まれていなかった。動物のようだと己おのれを恥はじながらも、待つことをやめられない。

「いいか、あんたは口では偉えらそうなことを言っておきながら、こっちでは俺を欲しがってるんだぞ」

　喜一が見ているのに。ここは、喜一のベッドの上なのに。

　悪わる足あ搔がきのように、この状況を直視しようとするが、それすらも羽村の崩くずれかけた理性を立て直す手助けにはならなかった。

「ほら、ここだ」

「ぁあっ！」

　あてがわれ、甘い声が漏れた。だが、鷺谷はすぐに挿そう入にゆうしようとはしない。ますます激しい飢うえに見み舞まわれて、気持ちが急せいてしまう。

「自分をよく見ろ。俺にどんな姿を晒さらしてるか、ちゃんと直視するんだ」

「ぁああっ、あ、あ」

　屹きつ立りつの先せん端たんをねじ込まれ、羽村は歓かん喜きの声をあげた。欲しかったものを与あたえられ、何も考えられない。ただ、自分に侵しん入にゆうしてくる熱の塊かたまりを意識で追うことしかできなかった。

　引き裂さく灼しやく熱ねつ。

　欲しかったものだ。

「んあぁぁ……、ぁあ、──ぁぁあ……っ！」

　次の瞬しゆん間かん、根元まで深々と収められた。そして、やんわりと出し入れされる。

「はぁ……、……はぁぁ……あ……ん、……はぁ……ん、──んあぁぁ……」

　ひどい声だ。なんて浅ましい声だろう。

　そう思うが、自分を抑える術すべなどすっかり失っている。今はただ、鷺谷に奥を突ついて欲しくて尻を突き出すことしかできない。嬲られ続ける胸の突起も、より赤く充じゆう血けつして欲深さを露ろ呈ていしている。

「喜一」

「は、はい」

　喜一に話しかける鷺谷に、その存在をより強く感じてしまう。見られていることを忘れるなと、常にそれを意識しながら自分に尻を突き出せと言っているのだと思った。

「男の抱き方をよく見ておけ。こいつはな、こっちを弄られながら突かれると、イイ声で啼なくんだ」

「や……ぁあ……、ぁ……ぅう……ん、……はぁ……あ……っ」

　魔ま物ものに取り憑つかれたように、羽村は快楽を貪むさぼっていた。

　一度覚えた蜜みつの味は、そう簡単に忘れられるものではない。こんな状じよう況きよう下でも、仕込まれた躰は主あるじの言うとおりに啜すすり泣いた。

「いいぞ。俺に吸いついてきやがる。あんた、これまで抱いたどの男よりも貪どん欲よくだぞ」

　褒ほめられるほど、屈くつ辱じよくはより大きくなる。けれども、今の羽村にはそれすらも肉にく欲よくに繫つながるものでしかなかった。

　被ひ虐ぎやく的な欲望が、自分の中に確かにあると感じた瞬間でもあった。

「ほら。あんたの才能を喜一にも見せてやれ」

　前後にやんわりと躰を揺ゆすられ、下半身が蕩とろけた。そこばかりに集中してしまい、あとのことは何も考えられない。

　中を擦こすられる感覚に、夢中になっていく。

　見ないでくれ。

　頼たのむから、見ないでくれ。

　何度そう思っても、すぐに深い愉ゆ悦えつに足を取られ、引き摺ずり込まれてしまう。

「ほら、喜一にあんたのはしたない顔を見せてやれ」

　髪かみをやんわりと摑つかまれて、上を向かされた。うっすらと目を開けると、喜一の姿が涙で霞かすんだ視界の中に見える。

　目が合ったのは、わかった。　>>>♥

「喜一、視線を逸そらすな。ちゃんと見ていろ」

「……はい……、ちゃんと……見て、ます」

　明らかな戸と惑まどいが、声に表れていた。

「もっと見ろ」

「──ぁう……っ！」

　自分の中のものが、ドクンと大きくなったのを感じた。その刺激に応こたえるように、無意識に締しめつけてしまう。故意に締めつけたわけではないのに、自分の躰が本人の意志を無視して淫みだらなことを仕掛けている。それは、鷺谷も感じたようだ。

「なんだ、可愛かわいくできるじゃないか。俺に楯たて突つくなんて真ま似ねしやがるから、自分の立場を忘れたと思っていたぞ」

　耳朶に唇くちびるを寄せられ、男らしい色気に濡ぬれた声を聞かされた。

　当てつけるような、含ふくみ嗤わらい。

　もう、堪こらえきれなかった。

「ほら、喜一の前でイっていいんだぞ」

「あ、あ、──ぁあ……っ」

　羽村は、下腹部を震わせて白はく濁だくを放った。汚よごしたシーツは、喜一のものだ。それが、たまらなく恥はずかしく、自分があまりにも情けない。

「俺より先にイくなんて、よっぽどよかったんだな」

　鷺谷はいったん羽村の中から出ていった。中から乳液がとろりと流れ出し、ぞくっと躰からだがわななく。

　仰あお向むけにされ、拾ったネクタイで手首を縛しばられてベッドのパイプ部分に括くくりつけられた。

「……も……、……やめ……て、……くだ……さ……、……ひ……っく」

　かろうじて、それだけは声になった。しかし、訴うつたえたところで鷺谷が聞き入れてくれるとは思えない。むしろその加か虐ぎやく的嗜し好こうを刺激したかもしれないと思い、後こう悔かいする。

「喜一、お前も突っ込んでみるか？」

　ギクリとした。

　ここまでしておいて、まだ踏ふみにじり足りないとでもいうのか──。

「い、いえっ！　俺はいいです！　か、勘かん弁べんしてくださいっ」

　焦あせっているのか、声が裏返っている。それほどひどい姿を晒しているのだと、言われているようだった。

「そうか？　三人で愉たのしむのもいいと思ったんだがな」

　鷺谷はそう言って、今度は前からゆっくりと挿入してきた。

「ぁ……あ……、……ぁあ……ぅ……、……ッ」

　散々中を擦られたというのに、体位を変えただけでこれまでとは違ちがう刺し激げきに、躰は打ち震ふるえた。

　左ひだり脚あしを肩かたに担かつぎ上げられ、膝ひざが胸むな板いたにつくほど小さく折り畳たたまれて奥をやんわりと突かれる。

「ぁ……ぅう……っ、……ぅん……、……はぁ……あ……、ぁあ……ぅん……」

　喉のどの奥から湧わき上がるように、苦く悶もんする声が漏もれた。

　溺おぼれてはいけないと自分を戒いましめるが、一度覚えた愉悦の味は忘れがたく、誰だれが見ていようと関係ないとばかりに、再び鷺谷に吸いつき始める。

　その夜、羽村は倒とう錯さくめいた行こう為いの中で愉ゆ楽らくというものの本当の意味を知った。













　あれから、どのくらい時間が経たっただろう。

　喜一のベッドに一人残された羽村は、ゆっくりと身を起こした。ひどく犯おかされた躰は疲ひ労ろうが蓄ちく積せきしていて、自分のものではないようだった。後ろには、鷺谷を受け入れた時の感覚がまだありありと残っている。今も、ここに咥くわえ込んでいるようだ。

　鷺谷はもう帰ったというのに、俺の存在を忘れるなとばかりにその感覚は羽村に鷺谷を意識させる。

「痛つぅ……っ」

　鈍どん痛つうに顔をしかめながらも、床ゆかに放ほうり捨てられた下着やＴシャツに手を伸のばした。なんとか着き替がえると、ベッドに座ってため息をつく。

　自分がなぜこうなったのか、鷺谷に放った言葉を思い返した。姉のことに触ふれた瞬間、鷺谷は豹ひよう変へんした。まるで、龍りゆうの逆げき鱗りん。なぜ、拒きよ絶ぜつされたのだろうと思う。

　これまで鷺谷は、羽村に対して冷れい酷こくな態度を取ることもあったが、あんなふうに感情的になることはなかった。いつも冷静で、余よ裕ゆうがあった。

　自分の前に立ちはだかり、一翔を人ひと質じちのようにして借金返済を迫せまってきた相手。

　そんな男が、感情にまかせて乱暴をした。

（お姉さんのこと、聞いちゃ駄だ目めだったんだろうな）

　鷺谷をあそこまで怒おこらせたのは、紛まぎれもなく姉の話題を出したからだとわかる。しかし、なぜあそこまで怒るのか……。

　知りたい──なぜか、羽村は強きよう烈れつな思いに見舞われた。

　どうしても抑おさえられない。抑えきれないこの気持ちは、いったいなんなのだろうと思う。

　喜一の前で犯されるなんてひどい仕打ちを受けたにもかかわらず、鷺谷に対する気持ちは恨うらみとは違っていた。怒いかりでもない。そんな自分に戸惑っている。

　知りたいのはただの野次馬的興味なのか、それとも別の感情からなのか。

　音楽を聴きいている時の穏おだやかな空気を纏まとう鷺谷の姿が脳のう裏りをよぎり、なぜ今それを思い出すのかと自問した。

　自分を抱だく時のサディスティックな姿と、音楽に耳を傾かたむける時の姿。

　どちらも、同じ鷺谷だ。

（何があったんだろう……？）

　その時、玄げん関かんの外で物音がして喜一が入ってきた。

「あの……、起きてたんですか」

　戸惑う喜一を見て、苦笑いする。あんなところを見せられたのだ。この態度は当然だと思う。

「ごめん。俺のせいであんなことになって。喜一君、殴なぐられなかった？」

「いえっ、俺は平気っす」

　鷺谷に姉がいることを羽村に話した喜一がどんな目に遭あうか心配だったが、それは杞き憂ゆうだったようだ。あの怒りからすると、喜一もかなり酷ひどい目に遭わされると心配していたが、何もなくてよかったと安あん堵どする。

「シーツ……ごめん。今から洗うよ」

「いや、いいっすよ。俺がしますから」

「いいよ。汚したのは俺だからさ……。洗せん濯たく機き使わせてもらっていい？」

　汚した部分をできるだけ綺き麗れいに拭ふき取ってから、羽村はシーツを剝はぎ取った。

「あの、洗濯機はないんっすよ。近くのコインランドリーにいつも行ってるから」

「じゃあ、バスルーム借りるな」

「いいっすよ、俺がしますって」

「情けないからいいよ。使っていい？」

「はい、もちろんっす」

　喜一が躰を気き遣づかうようについてきて、バスルームでシーツを洗う羽村を心配そうに覗のぞき込んでくる。

　羽村は、黙もく々もくとシーツを洗った。その間、頭の中には自分を犯す鷺谷の姿があった。

　あれが、鷺谷の本当の姿なのだろうか。血も涙なみだもなく、人を辱はずかしめるために舎しや弟ていの前で男を犯す非道なヤクザ。音楽に耳を傾ける姿も、連れん弾だんをした時のあの横顔も、全部偽にせ物ものだというのか。

　何度も考えるが、わからない。

　洗い終えると、絞しぼる作業は手伝ってもらうことにする。二人がかりでシーツをねじり、ベランダに干した。明日の朝までにちゃんと乾かわくだろうかと思いながら、部屋に戻もどる。

「喜一君」

「はい、なんっすか？」

「お姉さんのこと、他ほかに知ってることないのか？」

「え……」

　喜一は、目を丸くしていた。だが、それも当然だろう。

　あれほどのことをされてもなお、鷺谷への興味を抑えられないことに、自分でも驚おどろいているのだから……。

「お姉さんのことを話しただけで、あそこまで怒るって……何かあるのかな」

「俺が知ってることは、全部教えたっすよ。兄貴はあんまり自分のこと話さないから」

「そうか」

　前に、鷺谷があまり自分のことを話さないと言っていたことを思い出し、潔いさぎよく諦あきらめる。自分などが理解できる相手ではないのかもしれないと思い、遠くに感じた。

「あの……気になるんっすか？」

　喜一が遠えん慮りよがちに聞いてくるため、なぜ自分をひどく犯した男のことなど聞きたいのかと自問した。けれども、その理由ははっきりしない。

「あの人の弱よわみを握にぎることができたら、あとあと有利だろ」

　強い口調で言うが、喜一はどうやら信じていないようだ。

「兄貴、かっこいいっすもんね」

「だから、そういうんじゃないんだって」

　掃はき出し口のガラスの向こうに、シーツがはためいているのが見えた。あの行為を思い出させるものが、視界の隅すみでチラチラ躍おどっているのを見て、ため息をつく。

「帰るよ。そろそろ家に戻らないと一翔が心配する」

　荷物を持つと、一翔に電話を入れた。やはり帰りが遅おそいことを心配していたようだが、適当な理由をつけて今から帰るとだけ言って電話を切る。

「……何？」

　喜一の視線に気づいて、羽村はそう聞いた。何やら言いにくそうにしていたため、何も言わずに自分から口を開くのをじっと待つ。

「優さん、兄貴は優さんが思うほど、ひどい人じゃないっすよ」

　変わらぬ忠誠心を見せられ、羽村は力なく笑った。言葉が見つからず、軽く手を挙げて玄関を出る。

　外の空気が、心地ここち好よかった。
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　警察から連れん絡らくが入ったのは、羽村が仕事を終えてすぐのことだった。

　毎週、現金を持って鷺谷のマンションに通っていた羽村だが、あの日以来、喜一が金を預かるだけで、鷺谷と会うことはなかった。姉の件に触れたのが相当の怒りを買ったのか、もしくは飽あきられたか。

　どちらにしても、今すぐ全額返済の要求を突つきつけられそうだが、そういったことを言ってくる気配もなかった。ピアノを弾ひくこともまだ許されていて、金を渡わたすために行く鷺谷のマンションで、喜一が来るまでの間、ずっと鍵けん盤ばんを叩たたいている。

　何をしに行っているのか、わからなくなるほどだ。

　もしかしたら一翔のことはこのまま諦めてくれるのかと、半ば期待もしていた。

　その矢先のことだっただけに、警察からの連絡は羽村にとって大きなショックだったことは言うまでもない。会社からタクシーを使い、急いで警察署に向かう。

「どうした、一翔」

「優兄ちゃん……っ！」

　案内された部屋に、一翔はいた。不安そうな顔で座っている。羽村が入ってくるなり、四十代半ばの男が近づいてきて軽く頭を下げ、椅い子すに座るよう促うながした。

「叔お父じさんだと聞きましたが？」

「はい。一翔の叔父です。今は一翔の保護者です。何があったんですか？」

「それが、車に無む理り矢や理り乗せられそうになったとかで……」

　話を聞くと、このところ一翔の周りを妙みような男がうろついているのだと言う。監かん視しされている気がしていたが、今日ついに襲おそってきた。

「ずっとですか」

「そのようですね」

「一翔、そんな大事なこと、どうして言わないんだ」

「だって……心配するから」

「心配したっていいだろう。何かあってからじゃ遅いんだよ」

「だって、優兄ちゃん、このところずっと働いてばっかりだろ。俺のことでこれ以上心配かけたくなかったんだよ」

　長いこと身の危険を感じていただろうに、黙だまっていたなんて、自分のせいだと羽村は責任を感じずにはいられなかった。まだ高校生だというのに、そんな気を遣わせてしまうなんて自分は親代わり失格だと思う。

「ごめん、一翔」

「なんで謝るの？　俺は全部優兄ちゃんが抱かかえ込んでるのが、嫌いやなだけなんだ」

　聞くと、何度か警察に相談したらしい。だが、ストーカーされている証しよう拠こがないため、相手にされなかったのだという。これが女性ならもう少し対応が違ちがっていたかもしれない。

　男子高校生が「誰だれかに監視されている気がする」というだけで警察が動けないのは、当然のことだ。

「誰かに脅おどされてるのでしたら、きちんとした対応を取りますが。どういったことかお聞かせ頂けますか？」

「脅されてるっていうか、一翔の実の父親が……その……」

　話そうとして、口を噤つぐんだ。何をどう説明すればいいかわからない。込み入った話だ。警察官とはいえ、そう簡単に他人に話していいとも思えなかった。

「僕がお金を借りていて、使ったぶんを返さなくてはいけないんですが」

「法定金利以上に請せい求きゆうされているのでしたら、出資法違い反はんですので警察も動くことはできますよ。闇やみ金きんですか？」

「いえ、闇金とかではないです。金利は……その……まったく払はらってないんです」

「まったく払ってない？　借りてるだけですか？」

「はい」

「返済を求めて会社に顔を出したなんてことがあれば……」

「いえ、そういったこともないです」

　金利の代わりに躰からだを差し出して待ってもらっているのだ。一翔にそのことを知られるわけにはいかない。

　刑けい事じの表情に、不ふ審しん感が表れてくるのがわかる。

「じゃあ、何か嫌がらせのようなことは？」

「いえ」

「君をさらおうとしたのは、そのお金を貸してくれてる人なのかな？」

「わかんないです。知らない人でしたし」

　刑事はため息をついた。真ま面じ目めに聞いていた自分が馬ば鹿かだったと、そんな声すら聞こえてきそうだった。今の段階で警察に保護してもらうのが無理なことは、明らかだ。

　鷺谷に返す金にしても、法律に触ふれない形での返済になっている。それも見み越こして法外な金利を要求するのではなく、一翔に言えないような躰の関係を求めてきたのかもしれない。

　そのしたたかさを、思い知らされた。

「それでは、お金を借りている件で今のところ警察が動くべき事案はないということですね」

「そう、ですね」

「ご家庭の事情はわかりました。ですが、今回の件とどう繫つながってるかわからない以上、我々ができることには限りがあります」

　連れ去りに関しては捜そう査さすると言ってくれたが、どこまでかなど具体的なことは教えてくれない。ただ、ストーカー犯罪などのために設置された緊きん急きゆう通報システムには、登録してもらえるとのことだった。通報があると、自動的にスマートフォンの位置情報が警察に届くため、すぐに対応してもらえるようになっている。

　さらに、羽村立ち会いのもと、一翔は連れ去られそうになった経けい緯いを改めて聴ちよう取しゆされ、その日は帰っていいと言われる。

「何かわかりましたら、こちらからご連絡しますので」

「はい。よろしくお願いします」

　羽村は深々と頭を下げ、一翔と二人で警察署をあとにした。外はすでに真っ暗で、腹も減っている。帰りに何か食べて帰ろうと言うと、一翔は落ち込んだ様子で小さくつぶやいた。

「優兄ちゃん。ごめん」

「お前が謝ることないよ。大だい丈じよう夫ぶだったか？」

「うん、でもびっくりした。俺を車に乗せようとした人たち、すごく怖こわい感じの人だったんだ。あれ、誰なんだろ」

　羽村は、犯人について考えた。

　このところ、鷺谷とは会っていない。一翔のことは諦あきらめてくれたのかと期待していたが、そんな甘いものではないだろう。羽村を抱だくことに飽きれば、実力行使に出るのも頷うなずける。

　喜一の姿もこのところ見ることが少なくなったことから、これまでとやり方を変えてきているとも言えた。

　もし、一翔を力ちから尽ずくで奪うばいにかかっているのだとしたら……。

　ふいに湧わき上がる危機感。同時に、鷺谷がそんなことをするだろうかという疑問も湧き上がる。一度は鷺谷を疑ってみたが、そんなことをするとは思えない。

　その時、一翔のスマートフォンに着信が入った。一翔は電話に出ると、すぐにそれを羽村に差し出してくる。

「優兄ちゃん、喜一から」

「え……？」

　一翔の口からその名前が出るとは思っていなかったため、思わず聞いた。

「お前、いつの間に喜一君と番号交こう換かんなんかしたんだ？」

「忘れた。別にいいだろ？　ヤクザになるつもりはないよ。ただなんとなく成り行きでそうなっただけだし。ほら、電話」

　携けい帯たいを受け取ると、電話の向こうから喜一の深刻そうな声が聞こえてくる。

『今、どこにいるんっすか？』

「どこって、これからご飯食べに行くところだけど？」

『今からそっち行きます。店、どこか教えてください』

　どうしようか迷ったが、この際はっきりさせたほうがいいと思い、会うことにする。店はまだ決めていなかったため、その場所から近いファミリーレストランに行くよう言われて従った。店内に入ると、二人ともハンバーグのセットを注文する。

　料理が運ばれてきて、半分ほど食べたところで鷺谷たちが入ってきた。そして、羽村たちに近づいてくるなり命令する。

「おい、とっとと喰くえ。出るぞ」

「なんです？　食事くらいゆっくりさせてください」

　喜一の前でされたことを思い出し、ついきつい口調で言った。しかし、鷺谷は歯し牙がにもかけない。

「いいから俺の言うことを聞け」

「優さん、今は兄貴の言うとおりにしてください」

　喜一にまで言われ、仕方なく搔かき込むようにして食事を済ませると店を出た。駐ちゆう車しや場に停とめてあるＢＭＷに乗り込むと、すぐに走り出す。

「うちの組で面めん倒どうが起きてる。まだ表には出てないがな」

「それは、一翔が襲われたことと関係あるんですか？」

「襲われた？」

　鷺谷の口調が、厳しくなった。演技とは思えない。羽村を信用させるために、こんな芝しば居いを打ってまで回りくどい画策をするタイプでもないはずだ。

（一翔を襲おそわせたのって、鷺谷さんじゃないのか……？）

　マンションまで送り届けられるが、羽村だけはこのまま解放というわけにはいかないようで、場所を変えるという。

「喜一。お前は残ってボディガードをしてろ」

「はい！　優さん、大丈夫です。俺が甥おいっ子さんを護まもりますから」

「護るって……喧けん嘩か弱そうだけど」

　一翔が冷たい視線を浴びせる。喜一は、ショックを隠かくせないようだ。

「まぁ、当たらずとも遠からずだな」

「兄貴、そりゃないっすよ」

　喜一がしょぼんとした様子で背中を丸めるのを見て、緊きん張ちようが少しだけ和やわらぐ。

「その代わり、命は張れるぞ。俺の命令だからな」

　冗じよう談だんめいた言い方だったが、それが噓うそでもなんでもないことはわかった。もし、一翔がまた誰かに襲われるようなことがあれば、喜一は身を挺ていして護ろうとするだろう。それが鷺谷の命令なら、自分の命すら投げ出すかもしれない。

「物ぶつ騒そうなこと、言わないでください。一翔は普ふ通つうの高校生ですよ」

　強い口調で言うが、鷺谷は軽く口元を緩ゆるめただけだった。

「一翔。宅配便とかに気をつけろよ。差出人を確かく認にんしてから受け取るんだぞ。簡単にドアを開けるな」

「うん。わかった」

　一翔と喜一を置いて、再び鷺谷と車で移動する。連れて行かれたのは、古びた喫きつ茶さ店てんだった。どこか昭和の香かおりが漂ただようその店は、路地の奥にあり、明かりを落とした店内は雰ふん囲い気きがある。

　奥のボックス席に座ると、老いた店主が水を運んできた。一人でやっているのだろう。二人がコーヒーを注文するとカウンターの中に入って、豆を挽ひき始めた。

「襲われたってどういうことだ？」

「すごく怖い感じの人に、車に無む理り矢や理り乗せられそうになったみたいです」

「俺だと思ったか？」

　考えをすべて見み抜ぬかれている気がして、羽村は視線を逸そらした。ヤクザなのだから疑われて当然だろうと言おうとしたが、なぜか言葉にならない。

　コーヒーが出てくると、鷺谷はタバコに火をつけた。薄うす暗ぐらい照明の店内を、紫し煙えんがゆるりと漂う。まるで古い映画のワンシーンのようだと思った。

「でも、あなたは組長さんに実の息むす子こを捜さがせって言われてたんでしょ。一翔がヤクザになりたくないって言ってるなら、実力行使に出るしかないんじゃないですか」

「親父おやじが拉ら致ちして来いと言えば、そうするがな。だが、今回はそうじゃない。犯人も、わかってる」

　羽村は、思わず椅い子すから立ち上がって身を乗り出した。

「誰だれです！　教えてください。今から一いつ緒しよに警察に……」

「俺が行くと思うか？」

　嗤わらわれ、勢いを削そがれる。確かに、ヤクザが警察に駆かけ込むなんてあり得ない。

　羽村は、ゆっくりと尻しりを椅子に戻もどした。

「うちの組の人間だ。親父に隠し子がいると困る連中がいる」

「それって誰なんです？」

「吉よし原はら浩こう三ぞう。うちの若わか頭がしら補ほ佐さだ」

「若頭補佐？」

　鷺谷の話によると、もし一翔が次期幹部として組に入ることになれば、その立場が脅おびやかされる一番の相手だという。一翔はまだ高校生だ。シノギのノウハウを覚え、周りが認めるほど組に貢こう献けんするようになるには、時間がいる。

　組長に次ぐナンバーツーの若頭が、次の組長となるのはまず間ま違ちがいないという。

　だが、一翔が三十、四十と歳を重ねていく頃ころ、一翔が現若頭補佐の脅きよう威いとなる可能性が出てくる。

「跡あと目めを狙ねらってる奴やつにとっては、あんたの甥は邪じや魔まな存在ってことだ。今いま頃ごろしゃしゃり出てこられたら、たまったもんじゃないってな」

「そんな……っ、一翔はもうヤクザになりたいなんて言ってませんよ」

「そんな理り屈くつが通じると思うか？　本人にそのつもりがあるかどうかなんて、関係ない。存在そのものが邪魔なんだからな。芽を摘つみとっておきたいんだよ」

　羽村は、愕がく然ぜんとした。

　跡目を継つぐことになんの興味もないのに、組長の血けつ縁えん者というだけで命を狙われるのだ。そんな馬ば鹿かなことがあるのかと、憤いきどおりすら感じる。

（どうしたらいいんだろう）

　羽村は、テーブルに置いた手をギュッと握にぎった。落ちつこうとコーヒーに手を伸のばすが、震ふるえていることに気づいてやめる。

「じゃあ、組長さんにそのことを言えばいいんじゃないですか。捜していた実の息子が、組の人間に殺されようとしてるなら、すぐに処分してくれるんじゃあ？」

「そう甘くはないんだよ」

　低く、静かに言われてドキリとした。鷺谷ほどの男ですら、手をこまねくことがあるのだと言われているようで、これからのことが不安になる。

「証しよう拠こがない。俺は幹部でもなんでもない、ただの構成員だ。疑うには、それなりの理由がいる。ヤクザってのはな、証拠もなしに目上の人間を疑うのは、御ご法はつ度となんだよ」

「でも……っ」

「奴は一ひと筋すじ縄なわではいかない相手だ。逆に俺が疑われるのがオチだ。現に、あんただって俺を疑っただろう」

　返す言葉がなかった。

　確かに、鷺谷を疑った。あんなことをされたあとだけに、冷れい酷こくな男だという決めつけがそういった結論に繫つながった。

「ばれなきゃ問題ない。相手はそう考えてる」

　このところ、鷺谷が自分と会おうとしなかったのはこのせいなのかと思い、どこかホッとする。返済の猶ゆう予よがあるとわかったからだが、本当にそれだけなのかという思いもある。

「ゴタゴタが片づくまで、返済はひとまず保留にしてやる。あんたは、自分の甥を護ることだけ考えろ。俺は、反論できない証拠を摑つかむ」

　鷺谷が席を立とうとしたのを見て、羽村は思わず引き留めた。『なんだ？』と視線で聞かれ、迷いながらも、その質問を投げかける。

「あの……この前は、どうしてあんなに……怒おこったんですか？」

　鷺谷は答えなかった。黙だまって羽村を見下ろしているだけだ。なんのことかわかっていないのかもしれないと思い、もう一度聞く。

「俺がお姉さんのことを聞いた時、どうして……」

「あんたには関係ないことだ」

　明らかな拒きよ絶ぜつだった。

　これ以上踏ふみ込むなと、警告されているようだった。

　音楽を聴きく時の姿。偶ぐう然ぜんにも同じジャズのアルバムを知っていたり、鷺谷には人間味のようなものすら感じていた。もっと深く知れば、今と違ちがう面が見えてくるのではないかと思った。だが、一線を越こえさせてくれない。

（俺は……越えたいのか……？）

　ふいに湧わき上がった疑問に、羽村はただ戸と惑まどうばかりだった。













　一翔が襲われた日から、羽村は細心の注意を払はらって生活をするようになった。

　気が進まないと訴うつたえる一翔に、何かあった時のためにと、半ば無理矢理痴ち漢かん撃げき退たいスプレーやホイッスルなどを持たせた。初めは同級生に見つかると恥はずかしいと言っていたが、すっかり諦あきらめたようだ。一度怖こわい思いもしているため、今は当然のように持ち歩いている。

　しばらくは何事もなく、時間だけが過ぎていった。毎週末ごとのアルバイトや鷺谷への返済も休止していて、時間的にも随ずい分ぶんと余よ裕ゆうが出てきて精神的にも楽になる。

　本当に自分たちはヤクザの跡目問題に巻き込まれているのかと、そんな疑問すら抱いだくようになっていた。鷺谷からの連れん絡らくもなく、喜一の姿もなかなか見かけない。

　だが、それもそう長くは続かなかった。

「羽村優さんですね」

　声をかけられたのは、会社の前でのことだった。スーツを着た三十代半ばの男性で、身長が高くエリートといった雰囲気を醸かもし出している。折り目正しい態度は、彼がまともな職業についている証あかしに見えた。

「わたくしこういう者ですが、お話ししたいことがございます。よろしければ、ご都合のよろしい日にお時間を頂きたいのですが」

　差し出された名めい刺しを受け取ると、名前を確かく認にんした。千せん賀が健けん二じ。弁護士と知って納なつ得とくする。

「わたくしの依い頼らい人が、あなたの甥っ子さんのことでお話がしたいと申しております」

「一翔のこと？　依頼人って、一翔の実の父親ですか？」

「いえ。ですが、仕事上、お父様と関係の深い人物です。吉原浩三と言えば、おわかりになるかと」

　鷺谷の言っていた、若頭補佐だ。まさか、こんな形で接せつ触しよくしてくるとは思わなかった。

　立ち居い振ふる舞まいのいい弁護士を差し向けたのは、警けい戒かい心しんを解くためだろうかと、相手の意図を考える。

「警けい戒かいされるのはごもっともです。ですが、危険はありません。人目のある場所でお話しできればとのことです。身の危険を感じるのでしたら、そちらから場所を指定して頂いても構いません」

　どうしようか迷ったが、目の前の男が乱暴な行動に出るとは思えず、話だけでも聞きに行くことにした。羽村もよく知っている有名ホテルのロビーで待っていると言われ、ついていく。流していたタクシーを拾って、一緒にホテルに向かった。

　三十分ほどで目的地に着くと、タクシーを降りて周囲を見回した。ロビーを出入りする客は多く、何かあれば必ず人目につく。ここなら大だい丈じよう夫ぶだと、中に入っていった。

「あちらでお待ちです」

　羽村は、千賀が示すほうに視線を遣やった。

　ソファーに悠ゆう々ゆうと座っている四十代半ばの男が、吉原浩三──黒田会系・斎藤組の幹部。若頭補佐だと思うと、さすがに緊きん張ちようする。ロビーのほうには人相の悪い男たちが数名いるが、特に目立つような行動はしておらず、躾しつけられた犬のように大人しく待っていた。

　自分たちがヤクザだと誇こ示じするような態度は取っていないが、それでも一いつ般ぱん人とは違う雰ふん囲い気きを醸し出している。隠かくしきれていない。

「わたくしは近くにおります。もし不安でしたら、同席しても構わないと言われていますが、どうされますか？」

「いえ、大丈夫です」

「それでは、あなたから見える場所におりますので」

　千賀の言葉に頷うなずくと、深呼吸して気持ちを落ち着けてから、吉原のいるテーブルへと向かう。

「どうも、羽村です。話があるって、どういうことでしょう」

　羽村は、席に近づくなりそう聞いた。すると、吉原は羽村を見上げてニヤリと笑う。

「度胸はあるようだな。まぁ、そう身構えずに座ってくれ。コーヒーでいいかね？」

「長居するつもりは……」

「話をすると喉のども渇かわく。堅かた気ぎさんに妙みような真ま似ねはしない。まず、リラックスして頂こうか」

　思いのほか、丁てい寧ねいな口調だった。

　観念してソファーに座ると、吉原は、ウエイトレスにコーヒーを注文した。やたら喉が渇き、出された水に口をつける。

　吉原は、がっしりとした体形をしていた。格かく闘とう技ぎというより、柔じゆう道どうなどを嗜たしなんでいそうだ。落ちついた雰囲気が、そう感じさせるのかもしれない。眉み間けんに小さな傷きず跡あとがあるが、それがあらぬ想像を搔かき立てる。

「そちらの甥おいっ子さんがうちの親父おやじの隠し子ってのは、ご存じということでよかったかな」

「だからなんです？　無む理り矢や理り連れて行こうとしても、そうはさせません」

　声が震えていた。自覚している以上に、気負っているのかもしれない。

　羽村があまりに緊張しているからか、吉原は口元を緩ゆるめて何度も頷いた。

「そんな態度に出るのも当然だ。だが、羽村さんはとんだ勘かん違ちがいをしておられる。恐おそらく、鷺谷にそそのかされでもしたんだろうが、真実を見み極きわめないと後こう悔かいすることになるぞ」

「どういう、ことです」

「あいつは危険だ。俺が言うのもなんだが、あいつは非道な男でね。ヤクザですら、敬遠したがるような奴やつはいる」

　その言葉を素す直なおに信じるつもりはないが、ある意味当たってもいる。自分がされたことを考えると、頷ける部分もあると言わざるを得ない。

　喜一や他ほかの舎しや弟ていが鷺谷を慕したうのにも理由があるだろうが、今は、目の前の男の言葉のほうが羽村の心に入り込んできて、激しく搔き乱す。

「甥っ子さん、命が危険だ」

　心臓が、大きく跳はねた。

「それは……警告ですか？」

「警告？　そうだな。危険を知らせるために、こうして羽村さんに話をしてる」

「どんな脅おどしも、俺には効きませんよ。一翔を連れ去ろうとしたのは、あなたですよね。警察には届けましたから、今度何かあったらあなたも危ないんじゃないですか？」

　その言葉に、吉原は笑った。

　怒るのではなく、笑う──相手が一ひと筋すじ縄なわではいかない男だと、痛感した。自分のような堅気が多少意気込んでみたところで、この男にとってはなんの意味もないだろう。子供が威い嚇かくしているようなものだ。

　警察にもう一度相談してみようかと思い、千賀のほうを一いち瞥べつした。弁護士を雇やとっているということは、思っている以上に厄やつ介かいなのかもしれない。足がつくようなことはしないだろう。そう簡単に、警察に捕つかまるような証しよう拠こは残さない。

「間ま違ちがってもらっちゃ困る。何を吹ふき込まれたかわからんが、甥っ子さんを連れ去ろうとしたのは、我々じゃない。疑うべきは、鷺谷だ」

　羽村は、吉原の言葉の真しん偽ぎを探さぐるように、真正面から見み据すえた。

　もし、鷺谷が一翔を殺すつもりなら、最初からそうしているはずだ。一翔をそそのかして連れ回したこともある。これまで、チャンスは山ほどあった。

　今も一翔が生きていることが、この男が噓うそを言っていることの証なのではないか──。

　途と中ちゆう、ウエイトレスが注文したコーヒーを運んできた。心を落ち着けようと、カップに手を伸のばす。ゆっくりと深呼吸した。

「でも、どうして鷺谷さんが一翔を狙ねらうんです。そもそも鷺谷さんは、出世には興味がない人ですよ？」

　羽村の言葉に、吉原は少しも動じなかった。むしろ、わかっていたとばかりに言う。

「やはりな。羽村さんも、すっかり騙だまされておられるようだ」

「騙されてる？　出世に興味がないってのは、舎弟の子からも聞いたんですが」

「奴についてる舎弟は、そう信じてるだろうな。親父もそう信じ込んでる。だが、うちの幹部の中には、奴を警戒してるもんもいるんだよ」

　それはつまり、鷺谷が本当は出世をしたいと願っているということだ。

「奴はな、親父の隠し子を取り込んで洗脳するつもりだった。甥っ子さんが跡あと目めを継つぐことになった時、自分の思いどおりに動く駒こまに育てれば、実権を握にぎれる。隠し子が見つかったことを親父に報告してないのが、証拠だ」

　あの鷺谷が、そんな画策をするだろうか。

　考えるが、わからない。鷺谷が罠わなを仕し掛かけるのが上う手まいのは、わかっている。ピアノをあてがわれ、心を許してしまったのは事実だ。あれが、羽村の警戒を解いて一翔に近づこうとする手段ではなかったとは決して言えない。

　けれども、稼かせぎはいいと聞いている。喜一が目を輝かがやかせて言うほど、株式市場で成果を挙げている。自分の思いどおりに動くかどうかわからない人間を相手に回りくどい画策をするより、実績で押し切ったほうがいい。

「直接、組長さんに言えば済む話なんじゃないですか？　俺なんかに忠告するより、ずっと現実的だと思いますけど」

「ヤクザは、そう簡単じゃないんだよ。同じ組の人間を疑う時は、それなりの覚かく悟ごをしなければ口にできない。たとえそれが、組の長おさでもな。疑いを持った人間が白なら、上に立つ者としての信しん頼らいが揺ゆらぐ。そういう世界だ」

　鷺谷も、似たようなことを言っていた。

　羽村に言わせれば、一翔の実の父親である組長に一翔の命が危ないと伝えればいいだけの話だ。組のトップなら、組の全員を調べることもできるだろう。

　息むす子この安全よりも、優先させるべきものがあるというのか。ヤクザの世界には、そういった御ご法はつ度とがあるというのか。

「信じられないようだな。じゃあ、もう一つ教えてやろう。奴は出世に興味がないんじゃなく、できないんだよ」

　まるで切り札を出すようにそう切り出す吉原に、心臓が大きく跳ねた。

　何か、重要なことを教えられる──羽村は、これから聞かされることに対して身構えずにはいられなかった。

「どうして……出世、できないんですか……？」

「実の父親を殺したからな」

「え……」

　心臓に冷水を浴びせられたように、ひやりとした。まるで血が冷やされたように、躰からだが冷たくなっていくのを感じる。すぐに反応できずに、目を見開いたまま吉原を見ていた。

「聞いてるかね？　あいつは、実の父親を殺したんだよ」

　親殺し。

　吉原の言葉に耳を傾かたむけてしまうのは、最初に抱だかれた夜、本人の口から確かにこう聞いたからだ。

『コロシだ』

　あの時の鷺谷の言葉が耳元で蘇よみがえり、ゾクリとする。あの言葉は、噓ではなかったはずだ。喜一も、鷺谷が人を殺して少年院に入っていたことを知っていた。

「ヤクザってのはね、疑ぎ似じ家族のようなもんだ。俺たちが組長を親父と呼んだり、舎弟頭がしらを叔お父じ貴きと呼ぶのは、そういうわけだ」

「それが、出世となんの関係が……」

「一度親を殺したもんは、また殺す。ヤクザの世界での『親』をな」

　反論はできなかった。できる根こん拠きよがなかった。

「信じられないなら、奴に聞いてみろ。そうすれば、どちらの話を信じればいいのか、おのずとわかってくる。忠告はしたぞ」

　そう言い残し、吉原は席を立った。ラウンジの外で待機していた舎弟たちが、まるでボディガードのように、周りを取り囲む。千賀がこちらを向いて軽く会え釈しやくをし、一いつ緒しよに立ち去った。

　しばらく一人で茫ぼう然ぜんとしていたが、深く息を吸って気持ちを落ちつかせる。そして、強く思った。

　確かめなければ──。

　直接聞けと言われたが、そんなことはしない。まず、きちんと自分で調べる。殺人事件なら、当時の新聞に残っているはずだ。未成年なら実名報道はされていないはずだが、被ひ害がい者しやの名前からわかるだろう。

　仕事もしている身では図書館に直接行くことはなかなか難しいため、インターネットで検けん索さくしてみることにした。そして、過去三十年の新聞記事を閲えつ覧らんできる会員制の有料サイトを見つける。

　全国紙からスポーツ新聞まで、かなりの種類を網もう羅らしていて膨ぼう大だいな量の記事があった。検索機能もついているため、特定の記事を探すのにも便利だ。

　そして、見つけた。今から十五年前に起きた、殺人事件。

　そこには、羽村の知らない、そして知りたかった鷺谷の過去が書かれていた。













　羽村が鷺谷と会う約束ができたのは、一週間以上が経たってからのことだった。

　いつものマンションで待っていろと言われ、会社帰りにそこに向かう。合い鍵かぎを使って中に入ると、ソファーに腰こしを下ろした。グランドピアノが目に入るが、今はそれに触ふれる気にはなれなかった。ピアノは弾ひきたいが、これもあの男の手口かと思うと、絶対に触さわるものかという気にすらなる。

　無意識にため息が出て、羽村はゆっくりと項うな垂だれた。

（あれは、本当だったんだ……）

　新聞を調べてわかったのは、父親を殺した少年の事件が実際にあったということだ。

　被害者の名は、鷺谷秀ひで男お。無職。少年Ａは、父親が自宅で酒を飲んで寝ねているところを、買ってきた刃は物ものでめった刺ざしにしている。当時、二階にいた姉はすでに就しゆう寝しんしていたが、物音に気づいて起きたら父親が血だらけで倒たおれていたという。

　姉からの通報で警察が駆かけつけた時には、少年Ａはすでに逃にげたあとだった。

　しばらく逃とう亡ぼう生活をしていたが、二週間後に埼さい玉たま県けん大おお宮みや駅近くをうろついていたのを巡じゆん回かい中の警察官に職務質問をされ、捕まっている。

　裁判では黙もく秘ひを貫つらぬいており、反省の色もなく、それまで幾いく度どとなく警察の世話になっていた鷺谷は実じつ刑けいとなった。刑けい期きは三年。

　わかったのは、そこまでだ。

　なぜ殺したのか、父親との間にどんないざこざがあったのか、一いつ切さいわからない。

　どのくらい待っただろうか。出入り口のドアが開き、喜一が入ってきた。続いて鷺谷の顔が見え、最後に津倉が入ってきてドアを閉めた。

「なんて顔してる」

　羽村は、何から言っていいかわからなかった。意気込んで来たものの、言葉はすぐに出ない。

「奴やつと話をしたんだろう？」

「……はい」

　まっ先にそれを聞くということは、羽村の耳に入ると困る話でもあるというのか。

　そんな疑問を抱いてしまう。

「聞いてもいいですか？」

　鷺谷が座るなり、羽村は思いきって聞いた。答えは返ってこなかったが、視線を上げたその表情は、聞いていいぞと訴うつたえている。厳しい表情に緊きん張ちようしながらも、羽村はなんとかそれを口にした。

「前に、少年院に入った理由をコロシだって言いましたよね？　殺した相手が実のお父さんっていうのは、本当ですか？」

　鷺谷の表情は、まったく変わらなかった。しかし、それはむしろ自分がそそのかそうとしている相手に、知られてはまずいことを知られたからという気もする。

（やっぱり、そうなんですか……？）

　まさか、そんなことがあるはずがないと思いながら、自分がいつの間にか鷺谷に対して心を許していたことを自覚した。懐かい柔じゆうされるものかと思いながら、どこかで鷺谷に人としての魅み力りよくを感じていた。だが、それこそが目的だったのかもしれない。

　喜一を見張りにつけたのも、おそらくそうだ。喜一の口から漏もらされる言葉は、まるで石の上に落ちる水すい滴てきのように、少しずつその心に楔くさびを打ち込んでいく。

　一翔を自分の思いどおりに動く人形にするか、それができなければ、殺してその存在自体を消してしまうのか。

「俺が誰だれを殺そうが、あんたには関係ない」

　鷺谷の口から出たのは、冷たい言葉だった。

　どんな理由であれ、鷺谷本人の口から明かされれば、その言葉ももう少し信用できたかもしれない。けれども、知られたくないというその態度が、決定打となった。

「やっぱり、俺が聞いたことは本当なんですね？」

「それと今回のことと、どう関係がある？」

「ありますよ。ヤクザは縦社会なんでしょう？　実の父親を殺した人は、親である組長のことも殺すって。だから、あなたは出世したくてもできないって……。だから一翔を利用して、陰かげで組を動かすつもりだって」

「あの野や郎ろう、そんなことを言いやがったのか」

　鷺谷の唇くちびるが歪ゆがんだ。

　その笑えみは、今まで見たことのないものだった。急に怖こわくなり、知りたかったはずの話をここで終わらせたくなる。

「俺が刺し殺したのが誰か、そんなに知りたいのか」

　羽村は、息を吞のんだ。

「いいぞ。そんなに言うなら教えてやる。そうだよ、俺は実の父親を刺し殺した。あんたの言うとおりだ。自分で刃物を買って、あのゲス野郎が酒飲んで寝てるところをめった刺しにした。返り血を浴びても、俺はやめなかった。……これで満足か」

　本人の口から聞いても、信じられなかった。噓うそだと言ってほしかった。まるで裏切られたような気にさえなり、そんな自分の感情に驚おどろきを抱く。

（どこまで懐柔されてたんだ……）

　いつの間にか、鷺谷に対する評価が出会った時とは大きく変わっていたことに気づいた。

　これが、鷺谷のやり方なのかもしれない。

　一度はヤクザの恐おそろしさを見せつけ、そして羽村のピアノへの未練を刺し激げきし、それに触れさせることで心を開かせていたのかもしれない。音楽すら、利用した。

　あれもこれも、全部自分を懐柔し、一翔を思いどおりの駒こまにするための罠わなだった。

　怒いかりというより、相手がヤクザだとわかっていていとも簡単にその策略に嵌はまった自分の愚おろかさが、心底情けない。

「俺を誰だと思ってる？　ヤクザだぞ。俺に抱だかれて、そんなことも忘れたのか？」

　静かだが、明らかに怒ど気きの籠こもった声だった。

　なぜそんなに怒おこるのか、わからなかった。自分の目もく論ろ見みが外れ、計画がうまく運びそうだったところへ、同じ組の人間によりそれを阻そ止しされたからなのか。

「どうして、実の父親を殺したんですか？」

　鷺谷は、答えなかった。突つき放すような目で羽村を見ているだけで、反応しない。

「どうして殺したんですか？　教えてください！」

　なぜ、ここまで喰くい下がるのか、自分でも不思議だった。もうわかったはずだ。鷺谷が実の父親を殺すような男だと……。

　これ以上、何を知ろうというのか。

「あいつはクズだった。だから殺した」

「……っ、そんな……簡単に……」

「あんたに何がわかる？　俺の何を知ってる？」

　問いつめられ、何も答えられず顔をしかめる。

　確かに、何も知らない。知ったつもりになっていたが、本当は何も知らなかった。鷺谷が人間味のあるヤクザだという誤解すら、持ち始めていた。

　けれども、もうこれ以上知りたいとも思わない。鷺谷のような男に関かかわると、おかしくなる。いや、すでにおかしくなり始めている。

　こんな悪党に対し、心を許してしまっていたのだから……。

「もう、俺たちには近づかないでください。一翔が使った金は、借金してでもすぐに返しますから」

「今さらそんな言い分が通用すると思ってるのか？　これだけ待ってやったんだぞ」

「それは、躰からだで払はらってきたはずです。待ってもらう代わりに、躰を提供しました。だから、そのことについて俺が後ろめたく感じる必要なんかこれっぽっちもありませんよね？」

　強気に出ると、鷺谷は面おも白しろいとばかりに笑ってみせる。

「確かに、あんたが俺のをしゃぶったり尻しりを差し出したりしたのは、俺のご機き嫌げんを取るためだったな。それにしては、愉たのしんでたようだがな」

　自分がしたことをこうして口にされるのは、屈くつ辱じよくだった。鷺谷との行こう為いを思い出して、顔が熱くなる。

「どうした？　顔が赤いぞ」

「──っ！」

　揶や揄ゆされ、ますます恥はずかしくなった。自分が晒さらしたはしたない姿を知っている男の前で何を言っても、無む駄だな気がする。

「もし、鷺谷さんや他ほかの舎しや弟ていの人たちの姿を見たら、すぐに警察に通報します。ヤクザにつけ狙ねらわれてるって言います」

　鷺谷は、問題ないとばかりに笑ってみせた。

「なぜ、最初からそうしない？」

　それは、自分の甘さを指し摘てきされたのと、同じだった。

　鷺谷の言うとおり、最初からそうすべきだった。つけいる隙すきを与あたえたのは自分だ。

「そうですね。最初からそうすればよかった」

　それだけ言うと、羽村は鷺谷の部屋をあとにした。

　羽村は、一翔の学資保険を解約することにした。これだけは絶対に手をつけまいと思っていたが、そうするしか方法はない。

　学費は、あとでなんとかする。

　奨しよう学がく金制度を使ってもいい。返済は大変だろうが、ヤクザといつまでも関わっているよりいい。一翔と自分と二人で返せば、なんとかなる──そう自分に言い聞かせた。

　マンションの外に出ると、雨が降っていた。

　傘かさを持っていなかったため、その中に飛び込んで駅に向かった。髪かみが濡ぬれ、躰が冷える。

（どうして……っ）

　羽村は、自分の心がなぜこんなに乱れているのか、わからなかった。

　確かなことは、出世の道が絶たれた鷺谷が唯ゆい一いつ、組の実権を握にぎる方法が一翔だったということだ。

「全部……噓だったんだ……」

　ため息とともに漏れるのは、震ふるえる声だ。

　単に騙だまされていたと知ったからか、それともそれ以上に何か、特別な感情があるのか、今はまともに思考が働かない。

　こんな状態で戻もどると、一翔に心配をかけると思い、途と中ちゆうで喫きつ茶さ店てんに立ち寄った。奥の席に座り、ホットコーヒーを頼たのむ。それが出てくると、冷えた指先をカップで温めた。

　しばらくぼんやりしていると、聞き覚えのあるＢＧＭが流れてくる。

（あ……）

　『Take Five』だった。鷺谷のマンションで初めてピアノに触ふれた夜、連れん弾だんをした。あの時は、相手がヤクザだろうが関係ないと感じた。

　同じ音楽を愛する者として、同じ時間を共有することの楽しみ。

　あれも、噓だったのか。

　鷺谷がどんな男か十分わかったはずなのに、それでも未練のように楽しかった時間を思い出してしまうのは、自分の弱さだと思った。

　もう、ピアノには触れられない。

　羽村は、その事実を嚙かみ締しめた。これまでのように、自由に弾ひくことはできない。もう何年も触れておらず、夢も捨てた気になっていたが、数年ぶりに触れてみてわかった。忘れることなどできないのだと……。

　好きだったのだ、おそらく。

　鷺谷の部屋でピアノを弾くことが。自分の奏かなでるメロディに、叩たたくリズムに、鷺谷が耳を傾かたむけるのが、好きだった。

　ずっと夢を見ていた。酒を飲みながらジャズを楽しめる店での演奏。聴ちよう衆しゆうを相手に、自分の心を解放する喜び。それを、鷺谷のマンションで擬ぎ似じ的に味わった。相手がたった一人でも、他の誰だれかのために演奏する楽しみは同じだ。

　けれども、本当にそれだけだろうか。

「そんなはず……、……あるもんか……」

　与えられたものに、惑まどわされただけだ。ピアノという子供の頃ころから好きだったものを与えられて、気を許していただけだ。

　羽村は、両手で頭を抱かかえると、いつまでも自分の心から消えてくれない男の存在に悩なやましいため息をついた。













　その頃、鷺谷は自分の愚かさに舌打ちしていた。

　タバコに火をつけ、紫し煙えんを燻くゆらせる。無意識にピアノのほうを見て、そこに座って演奏する羽村の姿を思い浮うかべた。なぜ、そうしてしまうのかは、わからない。

（くそ……）

　毒づき、苛いら立だちを隠かくせないままタバコを灰にしていく。

　今、あんなふうに突き放すべきではないというのは、わかっている。それでも、感情のまま、羽村を挑ちよう発はつした。知られたくない過去を探さぐられ、昔を思い出して心が荒あれた。

　だが、今さらそのことをどうこう考えても、仕方のないことだ。反省するつもりはない。

「あの……兄貴、いいんですか？」

　喜一が、遠えん慮りよがちにそう聞いてくる。タバコを咥くわえたまま、鷺谷は視線を遣やった。津倉が、『やめろ』と牽けん制せいするのが視界の隅すみに映り、また視線を戻す。

　父親を殺した時のことは、よく覚えている。殺そうと思って、何度も刺さした。確かな殺意をもって、殺した。その理由は、裁判の時すら言わなかった。黙もく秘ひを貫つらぬき、結局それまでの素行の悪さも手伝い、実じつ刑けいとなった。だが、それでよかった。

『信のぶ成なり、ごめんね』

　申し訳なさそうに言う女性の姿が脳のう裏りに蘇よみがえり、鷺谷は無力だった頃の自分を思い出した。

　面会に来てくれたのは、姉だけだった。

　真相を知るたった一人の姉。鷺谷が護まもろうとした、たった一人の家族。

　けれども、護れなかった。結局、失ってしまった。姉を護ろうとしたことが、結果彼女を苦しめていたのかもしれないと、今でも思う。

　自分がめった刺しにした時の血まみれの父の姿と、血で染まった姉の姿が重なる。顔をしかめた。

「津倉。喜一と二人であいつらを監かん視ししろ。見つからないようにな」

「はい」

　喜一が、まだ何か言いたそうにしている。それを見た津倉が、喜一の頭を軽くはたいた。

「いてっ」

「ぼけっとすんな。行くぞ」

「す、すんません」

　津倉が引き摺ずるように喜一を連れて部屋を出て行くと、一人になった部屋で、鷺谷はその静けさに包まれた。今は、ＣＤをかける気にもなれない。

「ったく、喜一の奴やつ」

　何か言いたげな喜一の顔が、意外にも鷺谷の心に罪の意識に似たものを芽生えさせた。反省する心はとうに失っているはずなのに、あんな顔をされると心が疼うずいて仕方がない。

　喜一は、羽村のところに入り浸びたっていた。監視させていたが、時々飯を食べさせてもらっていたことは知っている。プレッシャーを与えるために貼はりつかせておいたのに、羽村はお人ひと好よしだ。世間知らずだ。甘ったれだ。

　だが、なぜかそんな男に対して敗北感にも似た思いを抱いだいている。

　汚きたない手を使って一翔に金を使わせ、借金を背負わせる形で羽村の逃にげ道を塞ふさいだ。

　穏おん便びんに連れてこいと言われたのは確かだが、あそこまで回りくどいことをする必要はなかった。警察に駆かけ込むと言われたが、それが怖こわくて一翔に使った金の返済を待っていたわけではない。

　理由は、他にある。

　金を積んでも首を縦に振ふらない羽村を見た時に抱いた、あの苛立ち。

　羽村の濁にごりのない視線。あんな目ができないようにしてやりたいと思った。ヤクザとわかっていても、あんなふうに強気に出たことを後こう悔かいさせてやりたかった。

　だが、どんなに札束を積んでも、駄だ目めだった。

　羽村は、これまで一度も金に靡なびかなかった。捨てた夢をもう一度拾えるぞと誘ゆう惑わくしても、駄目だった。あそこまで思いどおりにならなかった人間は、いない。

　汚いものを見続けてきた鷺谷は、羽村を屈くつ服ぷくさせることは簡単だと思っていた。侮あなどっていたのかもしれない。

（俺は、負けたのか……？）

　相手は、なんの力もないただの平へい凡ぼんなサラリーマンだ。そんなはずはないと嗤わらい、そして、ふと本当に平凡なのかと考える。

　少なくとも、羽村のピアノの才能は平凡では片づけられない。

　荒あら削けずりだが、センスがある。本人は気づいていないだろうが、埋うもれさせておくのは惜おしい。かなりのブランクがあったはずだが、あれほどまでに楽器の力を引き出せるのは、心があるからだ。

　テクニックだけでは補えないもの。音楽に対する、静かな情熱。

　それは、姉のために自分の夢を捨てるといった、家族への強い想おもいにも通じる。誰かを深く愛する強さがあるからこそ、あれほどの情熱も持つことができる。

　一翔を必死で護ろうとし、そしていまだに自分に屈くつしない羽村を見ていると、姉を護ることができなかった自分との違ちがいを見せつけられるようだ。

　護りたかった。姉を、護りたかった。

　羽村のような男だったら、護れたのかもしれない。

　ククッ、と笑い、鷺谷は片手で目を覆おおった。そして、再び蘇る姉の姿。

『信成、ごめんね』

　謝る必要などないのに、彼女は何度もそう言った。頭から、離はなれない。

　タバコの煙けむりが、目に染しみた。













　翌日は、朝から雨が降っていた。

　昼間でも明かりをつけないと部屋の中は薄うす暗ぐらく、気圧のせいか躰からだも少しだるい。今日は土曜日でアルバイトも入れていないため、羽村は朝からたまった洗せん濯たく物ものを片づけていた。

　けれども、気候が気持ちにまで影えい響きようしているのか、なかなか進まない。やる気が起きず、手を止める時間のほうが長くて、すべて片づいたのは昼過ぎになってからだった。

「ちゃんと乾かわくかな」

　とりあえず扇せん風ぷう機きの風を当てているが、室内に干した洗濯物を見てつぶやく。台所に行くと朝食の食器は一翔が洗ってくれたらしく、シンクの中は綺き麗れいだった。

「一翔、コーヒー淹いれるけど飲むか？」

「あ、俺はいい。さっきジュース飲んだし」

　リビングでスマートフォンを覗のぞいている一翔は、一度顔を上げてまた手元に視線を戻もどした。

　ゲームばかりするなよと軽く釘くぎを刺し、戸と棚だなから自分のマグカップを出すとインスタントコーヒーを入れてポットのお湯を注ぐ。

　羽村は、コーヒーを冷まして口に運びながら、ぼんやりと鷺谷のことを考えていた。

　吉原の言葉──鷺谷は出世に興味がないのではなく、できないというのは、鷺谷が否定しなかったことにより証明されたようなものだ。実の父親を殺してその望みがないのなら、代わりに一翔を祭り上げて自分が実権を握にぎろうとしている。

　理に適かなった話だ。

　だが、本当にそうなのだろうか。鷺谷が、回りくどい画策を本当にしたのだろうか。

　時間が経たつにつれて、段々とわからなくなっていく。まだ鷺谷をどこかで信じている自分がいて、なぜなのか自問し続けた。あれほどひどいことをされてもなお、自分がまだ知らない真実があると、どこかで思っている。

　また、吉原を全面的に信じてはいけない気がして、羽村はある決断をした。

「ねぇ、優兄ちゃん。どうしたの？　ぼんやりして」

「ああ……、別に」

「今日は、喜一見ないね。なんかあった？」

　立ち上がって窓の外を見ながらポツリとつぶやく一翔に目を遣り、その横顔に浮かんだ感情がなんなのか想像する。

　つまらなそうな顔をしていると感じるのは、朝から降っている雨のせいだろうか。

　昼間だというのに、どんよりした雲が、心の中にも立ち籠こめてくるような感覚に陥おちいる。

「お前、喜一君と仲良くなったのか？」

「え、違うけど……。なんであんなチンピラと仲良くなんの？」

　そう言って窓から離れる一翔は、やはりどこか寂さびしそうだった。

　父親がヤクザだったということ以外はごく普ふ通つうの高校生の一翔と、ヤクザの道に踏ふみ込むしかなかった家庭環かん境きようの喜一。二人に共通の話題があるとは思えなかったが、歳が近いだけで違いなんてものは、すぐに飛び越こえてしまうのかもしれない。

「ヤクザなんかに心を許すなよ。鷺谷さんは、一翔を利用して出世したいだけなんだ」

「俺はヤクザになんかならないよ」

「そんなこと、あの人には関係ないんだよ。だから、絶対に心を許すな。どんなに優やさしい言葉をかけられても、優しくされても、全部自分の利益のためなんだから」

「わかってるって」

　一翔に対して放った言葉に、思わず嗤った。

　心を許してしまったのは、自分のほうだと……。

「一翔。俺、ちょっと出かけてくる。スマホ貸してくれるか？」

「え、なんで？」

「俺のスマホ調子悪いんだ。今日は出かけないんだよな。いいだろ？」

「えー、マジ？　これ俺のプライベートが色々入ってるんだけど」

　嫌いやがるのは当然だ。羽村も、こんなことを頼たのむのは初めてだった。

「頼むって。メールもラインも触さわらないから」

「無理無理。スマホ貸すなんて絶対無理」

「頼むよ。どうしても必要なんだ」

　かなり渋しぶったが、何度も頼むとようやく貸してくれる。

「本当にメールとか見ないでよ。ところで、出かけるってどんな用事？　またバイト？」

「違うよ。心配するなって」

　羽村がずっと考えていたのは、直接組長に──一翔の父親に会いにいくことだ。せめて一翔がヤクザになる気などないと伝えることができれば、今の状じよう況きようから少しは変わるのではないかと思ったのだ。

　相手がそう簡単に引き下がるとは思えないが、血の繫つながった親子だ。鷺谷に穏便に連れてこいと言ったことからも、多少は気持ちを汲くんでそっとしておいてくれるかもしれないという希望を持っている。

　だが、一番の目的は、組の誰だれかが一翔の命を狙ねらっていると伝えることだった。

　同じ組の人間が疑うのは御ご法はつ度とでも、羽村は部外者だ。一翔の叔お父じとして忠告すれば、それが本当なのか調べてくれるはずだ。いずれ跡あと目めに……、と思っているくらいの愛情があるのなら、無視できないに決まっている。

　インターネットで調べると、事務所の所在地はすぐにわかった。

　黒田会系・斎藤組。事務所は都内にいくつもあり、ストリートビューで外観も確かく認にんできた。

　どうやってアポイントを取ったらいいのか、もちろんわからない。鷺谷に聞くこともできない。だが、一つだけ考えがあった。

（もし、失敗したら……）

　その時のことを考えると、足が竦すくむ。これから向かうところは、ヤクザの事務所だ。相手がどんな出方をするか、わからない。

　それでも、一翔の将来のために行く。そう決めた。

「じゃあ、夕飯までには戻るよ。今日は、絶対外に出るなよ」

「わかってる。ねぇ、優兄ちゃん、ちゃんと帰ってくるよね？」

　何か感じるものがあったのか、一翔は心配そうな顔で聞いてきた。

「当たり前だろ。なんで？」

「あ、いや……なんとなく。……はは。俺何言ってんだろ。いってらっしゃい」

「ああ。いってきま～す」

　心配をかけないよう軽い口調で言い、傘かさを手に玄げん関かんを出る。勘かんづかれはしなかったかと思い、しばらく歩いて後ろを振ふり返るが、一翔があとをつけてくる様子はない。

　安あん堵どし、再び歩き出す。

　羽村が選んだのは、駅から近くにある事務所だった。選んだ理由は、人通りの多い街中にあり、比ひ較かく的てき交番に近い場所だったからだ。一翔のスマートフォンを持っているため、緊きん急きゆう通報システムが使える。何かあった時に、きっと役に立つ。

　電車で最も寄よりの駅まで行くと、組事務所のあるビルまで歩く。

（あそこだ……）

　到とう着ちやくするが、すぐには入ることができずに外から様子を窺うかがっていた。外に人はいない。

　羽村は、その近くを二十分ほどウロウロしたあと、意を決してビルに近づいていった。深呼吸するが、足が微かすかに震ふるえている。それでもなんとか自分を奮い立たせて、中に入ろうとした。けれども、階段の上から足音が聞こえてきて、人相の悪い男たちが下りてくる。

　いったんやり過ごそうとしたが、男たちが自分に向かって歩いてくるのに気づいた。

「おい、そこのにーちゃん」

「……っ！　はい」

「さっきから何うろついてんだ？　ちょっと中まで来てもらおうか？」

　取り囲まれ、逃にげ場を失う。防犯カメラがあることに気づいて、観念した。

　どうせ中に入っていくつもりだったのだ。今さら尻しり込ごみするなと自分を叱しつ咤たする。

　これから自分がやろうとしていることは、この男たちをもっと激げき昂こうさせるかもしれないのだから……。

　階段を上って奥のドアの中に入ると、ごく普通の事務所が広がっていた。事務机が並んでいて、書類の入った棚たなもある。壁かべに掛かけ軸じくが掛かっていたり、組の看板のようなものがかけられていたり、ヤクザを想像させるようなものは何一つなかった。観葉植物が一つ置いてあるだけの、殺風景なところだ。

「とりあえず、座ってもらおうか？」

　言われ、羽村はおとなしく従った。

　部屋の中にいるのは、五人。二十代半ばから三十代半ばの男たちで、坊ぼう主ず頭あたまのジャージ姿やパンチパーマのグレーのスーツなど、様々だ。黒ずくめのスーツというイメージを持っていたため三人がジャージ姿というのが意外だった。

「で、あんたうちの事務所になんの用？　用があって来たんだろ？　どう見ても鉄てつ砲ぽう玉だまには見えねぇけどな。堅かた気ぎさんが来るようなところじゃないよ？」

　目の前のソファーに座ったのは、スーツを着た三十代半ばの男だった。この中で、一番の兄貴分といったところだろうか。

　男は、いきなりすごむような真ま似ねはしないが、短く刈かり込んだ髪かみはパーマを当てていて、目つきも悪かった。

「あの……ここの組長さんに会いたいんですけど」

「はぁあ？」

　身を乗り出し、羽村の顔を覗のぞき込んできた。

「組長さんです。話したいことがあるんで、連れん絡らくを取ってもらえませんか」

　さすがに予想外だったらしく、男はきょとんとした顔をし、後ろにいる仲間を見てから急に声をあげて笑い始めた。

「わはははははは！　あんた、何言ってるんだ？　ここがおかしいのか？」

　人差し指で自分のこめかみをトントンと叩たたいて、羽村を馬ば鹿かにする。怒おこりすらしない。

「あんたごときが、うちの組長に会えると思ってんのか？」

「ここの組長さんは、斎藤組長ですよね？　大事な話があって来たんです」

　組長の名前を出されて、表情が一変した。

　さすがに、冗じよう談だんでは済まされないらしい。しかし、こちらも冗談のつもりはないのだ。早いところ、まともに聞いてもらわなければ話は進まない。

「おい兄ちゃん、ふざけたこと言ってっと、本気で怒るよ？」

　軽くドスの利きいた声で牽けん制せいされ、さすがに怖こわくなった。それでも、必死で声を絞しぼり出す。

「俺は、斎藤組長の隠かくし子です。証しよう拠こはここに……」

　羽村は、以前鷺谷から渡わたされていた写真をテーブルの上に出した。斎藤組長と亡なき姉が写っているものだ。組長の若い頃ころの写真を持っているとあって、ますます組員たちの顔色が変わっていくのがわかった。

　さらに、殺気立った空気を漂ただよわせる。

「あんた……なんで親父おやじの若い頃の写真を持ってる？　どうやって手に入れた？」

　ほんの今まで笑っていた他ほかの組員も、立ち上がって近づいてくる。

　逃げたいが、ここで逃げたら来た意味がない。

「おい！　どこで手に入れたって聞いてるんだよ！」

「それは、あ……、母が持ってたものです」

　姉がと言いそうになり、一翔のふりをしてここに来たことを忘れるなと、自分に言い聞かせた。叔父が来るより、捜さがしていた実の息むす子こが来たというほうが会ってくれるだろうと思ったのだ。

　組長に隠し子がいることは、この男たちはおそらく知らない。知っていても、年ねん齢れいまでは把は握あくしていないだろう。

　姉と組長の写真があれば、成りすますことは可能だ。

「にーちゃん、ふざけたこと抜ぬかすと怒るよ？」

「父に会いたいだけです。この写真を組長さんに見せてもらえば、俺が噓うそを言ってないとわかると思います。せめて、俺が来たということだけは、耳に入れてもらえませんか？」

　喰くい下がると、男は迷った素そ振ぶりを見せた。さらに続ける。

「ここで俺を追い返していいんですか？　俺を捜してるって聞いたんですけど」

　多少の暴力は振るわれる覚かく悟ごで、強気の態度に出た。すると、思いのほかそれは効果的だったようで、組員たちは、顔を見合わせた。羽村の言葉を信じるわけではないが、万が一のことを考えたようだ。

「おい」

　喜一と似たような背格好の若い男が呼ばれ、すぐに近づいてくる。

　目の前のスーツの男が耳打ちすると、若い男はすぐさまどこかへ消えた。しばらく待たされ、先ほどの若い男が戻もどって来て、今度はスーツの男に耳打ちする。男は、小さく頷うなずきながら羽村をチラリと見たあと、改まった態度で座り直す。

　どうやら話が繫がったようで、先ほどとガラリと態度が変わった。

「さっきは怒ど鳴なって悪かったねぇ。いきなり隠し子だなんて言うからさぁ」

「いえ……。それで、組長さんに連絡は取れたんですか？」

「ああ、取れたよ。取れた。確かに、隠し子のことは否定しなかった。まさか、こんな爆ばく弾だん投下されるとは、俺らも思ってなかったからさ。悪かったね」

　羽村は、深呼吸した。とりあえず、第一関門は突とつ破ぱというところだろうか。

「それじゃあ、親父のところに案内しようか」

「はい」

「おっと、その前に持ち物検査してもいいか？　あんたが、新手の鉄砲玉じゃないとは限らないからな。親父の命を狙ねらった巧こう妙みような罠わなって可能性もまだある」

「もちろんどうぞ。何も持ってませんから」

　身体検査され、躰からだをくまなく調べられる。そして、ポケットの中に入れていたスマートフォンを取り上げられた。

「こういうのはね、困るんだよ。カメラもついてる。セキュリティの観点から、内部を撮さつ影えいされるとまずいんでね」

「撮とったりしませんよ」

「念のためだ。俺たちは敵も多いから、用心深いんだよ」

　羽村は、心臓がキュッと締しめつけられるような緊きん張ちように襲おそわれた。計画は予定通り進んでいるはずなのに、嫌いやな予感がする。

「じゃあ、行こうか。親父が待ってる」

　連行されるように、羽村は連れ出された。ビルの階段を使って駐ちゆう車しや場まで行き、後部座席に乗り込む。外からは、事務所にいた人間が車に乗り込んだかどうかはまったく見えないようになっていた。羽村がどこに行ったのか、目もく撃げきした人間はいないだろう。

　車の窓もスモークのフィルターが貼はられていて、走行中も中に誰だれが乗っているか外からは見えないようになっている。

「あの……どこに行くんですか？」

　右側に乗り込んできたスーツの男に、そう聞いた。左手の小指がないことに気づく。そして、左側に坊主頭のジャージを着た男が無言で乗り込んできて、挟はさまれた。

「そう緊張しなさんな。親父に会わせてやるって言ってるんだよ」

　ほくそ笑えむ男を見て、羽村は不安を抱いだかずにはいられなかった。













　羽村が乗った車は、街の中心からどんどん離はなれていった。

　外はまだ雨が降っていて、窓に水すい滴てきがポツポツとついている。次し第だいに強くなっていく雨に、不ふ吉きつなものを感じるのは、単に気持ちの問題だろうか。

　途と中ちゆうで車を降りようとしても、両側に一人ずつ男が乗っているため、降りることなどできない。一時はうまくいったと思っていたが、今は自分が窮きゆう地ちに立たされているとしか思えなかった。

「あの、本当に父に会わせてくれるんですか？」

「そうだよ。会いたいって言ったのは、あんただよ」

　羽村は、本当に斎藤組長に連絡を取ったのだろうかと、疑問を抱き始めていた。

　羽村の姉と写っていた若かりし日の斎藤の写真は、それなりの効果はあったはずだ。手ぶらで出向けば門もん前ぜん払ばらいだろうが、あれを見て組長に確かく認にんもせず自分たちだけで処理するなんて考えられない。

　それなのに、なぜ──。

　羽村は、その疑問を頭の中で繰くり返した。だが、答えは出ない。わかるのは、自分が確実に危険に近づいていることだけだ。

「父はなんて言ってたんですか？」

　誰も、その問いには答えない。

　車がどんどん人ひと気けのないほうへと行くのを止めることもできず、羽村は成り行きに身を任せるしかなかった。一翔のスマートフォンを取り上げられた時点で気づくべきだったと、後こう悔かいする。

　カメラで撮影されないためというのはただの方便で、外部との連絡手段を奪うばったとしか思えなかった。ＧＰＳ機能で、居場所を特定されることもない。

　それが何を意味するのか──。

「なぁ。あんた、親父に会って何するつもりだったんだ？」

「会いたいだけです。実の父なんだから、一度くらい会いたいって思ってもおかしくないですよね？」

「まぁ、普ふ通つうそう言うわな。で、本当は何が狙いだ？」

「何って……別に何も狙ってなんか……っ、──っ！」

　横腹に何かを押しつけられたのを感じて下を見ると、ナイフを突つきつけられていた。大きなもので、鈍にぶく光る刃は先さきを見ただけで動けなくなる。

「だけどねぇ、あんたがいると、困る人間がいるんだよ」

　男は、とうとう本ほん性しようを出した。だが、それは羽村がもう逃にげることができないところまで来ているからだろう。すでに車は街を出て、郊こう外がいの人気のない道を走っている。

「ヤクザの世界ってのはね、複雑なんだよ」

　ふふん、と嗤わらい、男はそれきり口を利きかなくなった。坊ぼう主ず頭あたまの男も、だんまりを決め込んでただ前を見ている。

　さらに一時間。

　車は山道に入っていき、辺りは鬱うつ蒼そうとした木々に覆おおわれ始めた。砂じや利り道を踏ふみしめるタイヤの音。スピードもあまり出せないらしい。そうしているうちに停車し、スーツの男が車から降りた。外に出るよう言われ、従う。

　少し開けた場所に、建物が建っている。建設現場のような造りだ。だが、途中で放ほう棄きされたという印象で、積み上げられた資材も長年放置されていたのか、土つち埃ぼこりで汚よごれていた。

「こっちだ」

　両側を固められ、連れていかれる。建物の中に入ると、結束バンドで手首を縛しばられ、パイプ椅い子すに座らされた。

「ちょっと待ってください……っ」

「おとなしくしてろ」

　男たちは部屋を出て行き、外から鍵かぎがかけられる音がする。

（どうしよう……）

　羽村は、自分の甘さを反省した。斎藤組長に会うことができれば、なんとかなると思っていた。けれども、会うことすらできそうにない。

　なんとか結束バンドを外すことはできないかと、周囲を見回した。けれども、刃は物ものの代わりになるようなものは、落ちていない。手を動かしてみるが、引き抜ぬくことも不可能だ。

　しばらくあれこれ試ためしていたが、どうやっても無理だと痛感するだけで、なんの成果もあげられなかった。

　それから、どのくらい経たっただろうか。

　ドアの外で「お疲つかれ様です！」と一いつ斉せいに声がして、羽村は顔を上げた。施せ錠じようを解除される音がし、スーツの男が入ってくる。続いて入ってきた人物を見て、羽村は目を見開いた。吉原だったからだ。

　吉原も、羽村を見て驚おどろいた顔をする。一いつ瞬しゆん、眉まゆをひそめたあと、唇くちびるを歪ゆがめて嗤った。

「これが、親父おやじの隠かくし子だって？」後ろの舎しや弟ていたちを見て、低く唸うなるように言う。

「人ひと違ちがいだよ。こいつは隠し子の叔お父じだ。誰だぁ、確かめもせずに連れてきたのは」

「す、すんませんっ！　親父の若い時の写真を持ってたもんですから」

「相手は高校生だと言っただろう」

「いや……その……見えなくもないと思いまして……、──ぐ……っ！」

　払はらうようにして手の甲こうで舎弟の顔を殴なぐると、吉原は羽村に近づいてきた。そして、羽村の前に立ちはだかる。

「まぁ、確かに若く見えるが……。若者っぽい格好して来るなんざぁ、ふざけた真ま似ねしてくれたもんだな。大だい胆たんな真似しおって、このクソガキが」

　ホテルのラウンジで会った時は、紳しん士し的とすら感じる物言いだったが、今は間ま違ちがいなくヤクザだと思える態度だ。冷れい酷こくで、己おのれの欲よくを満たすためなら他人を平気で犠ぎ牲せいにする。

　弁護士を同席させ、穏おだやかな物言いで羽村の警けい戒かい心しんを解いたが、あれは演技だった。

「どうして、あなたがここにいるんですか」

「残念だったなぁ。あんたが飛び込んだのは、俺の事務所だ。あそこにいる全員、俺の出世を望んでる。自分の出世に関かかわるからな」

「──っ！」

「親父の隠し子が会いたいなんて言って事務所に飛び込んできたと聞いたんでね、うっかり信じたよ。まさか、あんたが成りすましてるとはね」

　静かだが、迫はく力りよくのある言い方に、羽村はゴクリと唾つばを吞のんだ。

「か、一翔はヤクザになるつもりなんかありません。跡あと目めなんて狙ってないんです。それを伝えたかっただけです。そっちが手を出さなければ、関わるつもりなんかないのに！」

「だが、親父はそう思っちゃいない。少なくとも、隠し子って存在自体が、組の混乱を生むんだよ」

「それじゃあ、一翔を襲おそったってのは……」

「バレちゃあ仕方がない。これで、このまま帰すわけにはいかなくなった」

　ゾッとする言い方だった。静かだが、人を殺すことに、なんの感情も抱かないといった感じがした。この男は眉一つ動かさず、人を殺すだろう。

「あれも……噓うそだったんですか？」

　羽村は、自分の身に危険が迫せまっているにもかかわらず、なぜその質問をぶつけるのかわからなかった。なぜ、こんな時に鷺谷のことを聞くのか、よくわからない。それでも、確かめたかった。

「鷺谷さんが、実の父親を殺したから出世できないって」

「いや、噓じゃない。奴やつが実の父親を殺したのは本当だ。あいつは親殺しなんだよ。だが、親殺しが出世に響ひびくなんてルールは、ヤクザの世界にはないんだよ」

　勝ち誇ほこったように言われ、まんまと騙だまされた自分が歯は痒がゆかった。その言葉を鵜う吞のみにしたわけではないが、結果的に鷺谷の言葉に耳を塞ふさいだ。

　この状じよう況きようを招いたのは、自じ業ごう自得と言っていい。

「あんた、馬ば鹿かだね。実の息むす子こが会いに来たと言ったら、親父に取り次いでもらえると思ったのか？」

「……っ」

　そうだ。その通りだ。取り次いでもらえると思った。あの写真があれば、少なくとも自分が会いに来たことが組長の耳に入ると思っていた。

「運が悪かったな。鷺谷をあんたから引き離したあと、あんたたちをじっくり始末するつもりだったが、手間が省けたよ。計画とは少し違ちがうが、問題ない」

　羽村は、悔くやしさに奥歯を嚙かんで吉原を睨にらんだ。

「俺を、殺すつもりですか？　こんなことして、見つからないとでも？」

「死体さえ見つからなきゃいい。大人一人が消えても、失しつ踪そう人扱あつかいだ。そんなもんだよ」

「そううまく行くと思ってるんですか？」

「行くよ。確かに、死体の処理は簡単じゃない。だが、それは素人しろうとさんの話だ。堅かた気ぎさんではなかなか手に入れられないものも、俺らはコネを使って入手できる」

　何を言われるのかと思い、唾を吞んだ。心臓が痛い。

「跡あと形かたもなくね、消せるんだ。人間の躰からだってのは……」

　禍まが々まがしい笑えみを浮うかべる吉原を見て、それがただの脅おどしでないと感じた。この男は、人一人消し去る手段を知っている。そして、それを羽村に対して行おうとしている。

「もちろん、甥おいっ子さんにも死んでもらうよ。そもそも、一番の問題はあんたの甥っ子さんが存在してることだからな」

「一翔は関係ないでしょう！　あいつは、ヤクザになんかなるつもりはないのに！」

　怒ど鳴なるが、吉原に届くとも思えなかった。何を言おうが、この男には通じない。

　ただ、消したいのだ。自分の野望を叶かなえるためなら、人の命などどうでもいい。それが、わずか〇・一パーセントに満たない可能性だとしても、それを潰つぶすために人一人平気で殺す。

　それが、はっきりわかった。

「親父が捜さがしていた隠し子とその叔父が突とつ然ぜん失踪したってことになったら、疑われるのは誰だれかわかるか？」

　不敵な笑みを漏もらす吉原に、羽村は悔しさに奥歯を嚙んだ。

　説明されずとも、さすがにわかる。この男がこれまで羽村に言ってきたことを思い出せば、出世を望む鷺谷が邪じや魔まな存在を消したというストーリーが浮かぶのだ。

「ふん、ようやく気づいたようだな。──おい、とりあえずこいつを始末しておけ。次はあのガキだ。跡形もなく消せ」

　吉原が舎弟たちに命令しているのを、ただ見ていることしかできなかった。一翔を再び連れ去ろうとしているのに、何もできないことが悔しい。

　一時的な感情で鷺谷を疑い、責めたことを後こう悔かいした。もっと冷静に話をしていればよかった。事務所に出向いて組長に取り次いで貰もらおうとしたことも、無む謀ぼうだった。

　浅はかな自分を今さら反省したところでどうにもならないが、後悔ばかりが胸に込み上げてくる。本当に、愚おろかだった。

（一翔……っ）

　何も知らない一翔がこのまま吉原の手に堕おちるのかと思うと、羽村は耐たえがたい気持ちに胸が押し潰されそうになるのだった。













　羽村が山中のプレハブ小屋で吉原と対面する一時間ほど前、鷺谷は津倉と喜一からの報告を受けていた。

　それまで鷺谷は、吉原が一翔の命を狙っているという確固たる証しよう拠こを摑つかむため、吉原が使っている弁護士の千賀周辺を探さぐっていた。だが、なかなか尻しつ尾ぽを出さない。

　そこで、組長に隠し子がいることを知っているという事実だけでも突つき止めようと、千賀に目を向けた。すると、千賀に雇やとわれて羽村を捜していたという探たん偵ていを見つけた。悪徳刑けい事じだった男で、かなりしたたかな人物だ。金で買収すれば、千賀に雇われていたことをあっさりゲロするだろう。金のためなら、雇い主など簡単に裏切るすがすがしいほどの悪党だ。

　あとは、千賀がどう出るかだ。シラを切ってあくまで吉原につくのか、それとも分が悪くなればあっさりこちらに鞍くら替がえするか。

　そうさせるためには、千賀が吉原を裏切るための何かが必要だとわかっている。

　だが、二人からの報告に、悠ゆう長ちようなことを言っていられない状況になっていることも痛感していた。

「それで、自分から奴の事務所に行ったのか？」

「はい。それで、俺どうしようかと思って津倉の兄貴に連れん絡らくして……」

　喜一は少し動どう揺ようしていて、険しい表情になっている。事務所に入っていったはずの羽村はなかなか出て来ず、どうすべきか迷っていると車二台が駐ちゆう車しや場から出ていった。

　追つい跡せきしようにも、躰は一つしかない。そこで、すぐさま津倉に連絡したのだという。

「喜一から連絡を受けた時、そのまま待機しろと命令しました。でも、事務所にはもういないと思ったんで、佐さ竹たけのところに人を向かわせました。妙みような動きをしてると聞いたんで、俺はそっちに……」

　佐竹とは吉原が汚きたない仕事をさせる時に使う男で、組の構成員ではない。

　話によると、軽トラックに荷物を積み込んで準備を始めたという。このタイミングであの男が動き始めるのは、ただの偶ぐう然ぜんではないだろう。

「急だったんで何も準備できなかったんですが、とりあえず俺のスマホを荷物の中に放ほうり込んでおきました。見つかってなければ、一いつ緒しよに運ばれてると思います」

「機転が利きくな」

　その言葉に、津倉はニコリともせず軽く頭を下げただけだった。優ゆう秀しゆうだが、昔から愛あい想そがない。

「今、スマホのある場所はここです」

　津倉はノートパソコンを開いた。地図が表示されていて、赤く点てん滅めつしている部分がある。

　スマートフォンを紛ふん失しつした際に、どこにあるのか捜すためのアプリだ。かなり正確にその場所を特定することができる。

　津倉のスマートフォンは、車で一時間ほどの場所にある山中にあることになっていた。

　人気のない場所。佐竹の動き。事務所から出てこない羽村。

　これだけ揃そろえば、今何が起きようとしているのか想像はつく。

　ようやく吉原の本ほん性しようを曝あばけそうだという矢先に、面めん倒どうなことになったものだ。

「あいつが連れていかれたのはここだな」

「こんな場所、若わか頭がしら補ほ佐さが持ってたなんて驚おどろきですね」

「所有してるとは限らない。名義は組とは関係ない人間のものだろうな。足がつくような場所に連れていかないだろう」

「つまり……」

「殺すつもりってことだ」

　羽村が事務所に自ら足を運んだのは、吉原にそそのかされて呼び出されたか、自ら話をつけに出向いたのか──。

　理由はわからないが、あの真ま面じ目めが取り柄えのような男なら甥っ子のために無謀なことくらいするだろう。そして、そうさせたのは自分だと思い、とんだ失態だと後悔する。

　組長に報告しなかったのも、自分の落ち度だ。穏おん便びんに連れてこいとは言われたが、報告を遅おくらせたのは羽村に対する個人的な感情が大きく関かかわっている。借金を背負わせ、一翔を差し出すように仕向けた。金の前に屈くつするのを、見たかったのだ。

　まっすぐな視線を腹立たしく思い、いつまでもあんな目ができるわけがないと証明したかった。常に冷静に金を稼かせぎ、組に貢こう献けんしてきたが、今回ばかりは自分の感情を優先した。

　なぜ、ここまで意地になったのかは、いまだによくわからない。

　わかるのは、堅気でなんの力もないはずの男に、自分の信じてきたものを身を以もつて否定されたということだけだ。人は必ず金の前に屈するという考えは、羽村にだけは通じなかった。

　だから、必ず助ける。

「よくやったな、津倉。お前の手て柄がらだ」

「いえ。このくらい当然ですよ」

　監かん視しをつけておいて、よかった。以前は、プレッシャーを与あたえるためだったが、今回は姿を見せるなと言っていたため、羽村もまったく気づいていなかったようだ。

　喜一が早々に津倉に連絡したのもよかった。

　己おのれを過信せず、手柄のために欲よくを出さずにすぐに指示を仰あおいだ。

「喜一、お前もいい判断だったぞ」

「は、はいっ」

「兄貴、どうしますか？」

　津倉が、パソコンの画面をじっと見ながら聞いてくる。

「助けに行くしかないだろ」

「本当に行く気ですか？」

　津倉は、いい顔をしなかった。吉原が羽村を連れ去ったということは、強きよう硬こう手段に出たと思ったほうがいい。これまで手を出そうとはせず、自分の出世の邪魔になる芽を牽けん制せいしつつ監視していた。下手に動かず、自分が有利に動かせるチャンスを狙ねらって、ただじっと待っていた。

　あの男が、若頭補佐まで上りつめた理由はそこにある。

　動かず待っていられるのだ。執しゆう念ねん深く、その時を待っていられる。

　だからこそ、こうして動いたということは、仕留めにかかったと思うべきだろう。

「どうしてそこまでするんですか？　親父おやじの隠かくし子ならともかく、その叔お父じです。俺らが助けに行く必要はないでしょう」

　確かにそうだ。津倉の言っていることは、正しい。

　それでも、放ってはおけない。

「お前は来なくていい。下手すりゃこっちがまずいことになる。俺と行っても、なんのメリットもないからな。それより、親父の隠し子のほうを頼たのむ。そっちのほうが危険かもしれない」

「それが……さっきスマホにかけたんっすけど、電話に出なくて、メールも返事がないです」

　喜一が、心配そうに言う。

　気が合ったのか、いつの間にか二人はアドレスまで交こう換かんしていた。それを狙っていたわけではないが、今はそれが役に立つかもしれない。

「津倉。喜一と一緒に羽村のマンションに行ってくれ。安全を確保したら報告しろ。親父の隠し子を護まもったとなれば、手柄だぞ」

「兄貴はどうするんですか？」

「俺は仕事放ほう棄きだよ。自分のやりたいことをやる」

　弟分たちを巻き込むつもりはなかった。もともと、出世するつもりなんて微み塵じんもない。

「わかりました。俺らはひとまずそっちに向かいます。兄貴は自由にやってください。それから、ちょっとスマホを貸してもらえますか。念のため、居場所がわかるようにしときますんで」

　津倉に言われて、スマートフォンを渡わたす。

「気をつけてください。俺が出世したら、兄貴を引き上げますから」

　ストレートではないが、津倉なりに自分を慕したっているとわかる言葉に、鷺谷は思わず笑った。
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　ここに連れてこられて、どのくらいが経たっただろうか。

　ずっとパイプ椅い子すに座らされたまま、羽村はただ待つことを強要された。これから何をされるのか考えるとどうにかなりそうで、何も考えないことを心がける。しかし、それは不可能だった。嫌いやな想像ばかりしてしまうのを、止やめられない。

　雨あま粒つぶが、屋根を叩たたく音が聞こえていた。それは次し第だいに強くなり、時折強い風が吹ふきつけているのもわかる。

　にわかにドアの外で物音がしたかと思うと、ジャージ姿の男たちが入ってきた。事務所にいた男もいる。

「ほら、そっち持て。せーのっ」

「よっと」

　運び込まれてきたのは、大きな半はん透とう明めいのタンクに入った薬品やガスボンベだ。他ほかにも業務用のガスコンロや寸ずん胴どうのようなものも運び込まれる。

　ここで大量の料理でもするのかと言いたくもなるが、もちろんそんな馬ば鹿かなことがあるはずがない。何を始めるのか想像がつかないだけに、恐きよう怖ふは大きくなっていった。

「こ、こんなことして、見つからないと思ってるんですか！」

　羽村が言うが、男たちは一度振ふり返っただけで再び作業を始める。

「お前ら、手順はわかってるだろう。さっさと準備しろ」

「わかってますけど……」

　カマキリのような細身の男が中心になって、準備を進めていた。他にジャージ姿の男が五人いるが、どの男もあまり気が進まないといった雰ふん囲い気きだ。なぜ、そんなに嫌そうにしているのか──想像したくなかった。

「またこれやんのかよ」

「文句言うな」

「俺よぉ、あの臭においが苦手なんだよなぁ」

「俺もだよ」

　坊ぼう主ず頭あたまが羽村を振り返り、憐あわれみの目を向けてから再び作業を始める。

　小声でぼそぼそと話をしているが、なんの話なのかはわからなかった。ただ、向けられた視線があまりにも憐れみに満ちていたため、自分にこれから起きることが普ふ通つうでは考えられないことだというのは想像できる。

　チンピラといえど、ヤクザだ。荒あら事ごとにも慣れているだろう。そんな男たちですら、顔をしかめている。これが何を意味するのか。

「これで揃そろったな」

　カマキリ男が、持ってきた段ボール箱を開ける。中に入っていたのは、工具だ。

　電動ノコギリなど、次々とその中から出して並べる。足が震ふるえた。

「ま、可か哀わい想そうだけど観念しな。苦しまないように、殺してやるから」

　タバコを咥くわえ、ガスコンロとボンベをホースで繫つなぎ、寸胴をセットする。

「あんた、案外勇気あるね。これ見ただけでションベン漏もらす奴やつもいるけど」

　ヒヒヒッ、と不気味な笑い声を漏らしたカマキリ男は、さらに準備の手を速めた。半透明のタンクの中の薬品を、寸胴に注いでいく。

「ん？　なんだ？」

　カマキリ男が、何かの音に気づいて顔を上げた。羽村には何も聞こえなかったが、他の五人が顔を見合わせて気味悪そうな顔をする。

「やめてくださいよ。ただでさえここ不気味なんっすから」

「雨でしょ。大降りになってきたし。さっさとやっちゃいましょうよ」

「つべこべ言うな。誰だれか見てこい。でないと、上に報告するよ？」

「わかりましたよ。ったく、人遣づかい荒あらいんだから」

　嫌いや々いやながらといった態度で、濃のう紺こんのジャージが様子を見に外に出ていった。一人欠けるが、準備の手が止まることはない。

　しかし、しばらくしても男は戻もどってこなかった。カマキリ男が大声でドアの外に向かって怒ど鳴なりつけるが、返事すらない。他の四人が、顔を見合わせる。

「呪のろい？」

「何が呪いだ。ぶっ殺すぞ」

「だって……前にもここで……なぁ？」

　その時、電気が消えた。

「──ひ……っ！」

　妙みような声を発したのは、どの男だろう。怯おびえたような声に、羽村の恐怖心も刺し激げきされる。

「おい、誰だ！　何か……、──ぐぅ……っ」

　呻うめき声。人が、地面に倒たおれ込む音がする。

「だ、誰だぁ……、──ぐふ……っ」

「ぐぁ……っ、ぅう……う……っ、ぅうう……っ！」

　立て続けに呻き声と苦しそうに喘あえぐ声がし、誰かが引き摺ずられていく音も聞こえた。

　部屋の中に侵しん入にゆう者がいるのは、間ま違ちがいない。

　そして、電動ノコギリのスイッチが入れられた。

「──ぎゃぁあっ！」

　人のものとは思えない絶ぜつ叫きようが、響ひびく。

「誰だぁ！　畜ちく生しよう！　出て来やがれ！」

　電動ノコギリを振り回しているのは、カマキリ男のようだった。仲間もいるのに、滅め茶ちや苦く茶ちやに振り回しているらしく、生きた心地ここちがしない。いつその餌え食じきになるのかと、羽村はただ身を縮こまらせることしかできなかった。

　そして、その時。

「──ぅわ……っ！」

　椅子ごと倒れ、肩かたをしたたかに打ちつけられた。何かが覆おおい被かぶさってきたかと思うと、すぐ傍そばで囁ささやかれる。

「俺だ」

「……っ！」

　見ると、暗がりの中に浮うかんだのは、鷺谷の姿だった。信じられない。なぜ、ここにいるのか──。

「黙だまってついてこい」

　結束バンドを外され、部屋から連れ出される。中では、まだ男の叫さけび声と電動ノコギリの音が聞こえていた。滅茶苦茶だ。鷺谷が来なければ今いま頃ごろ殺されていただろう。

「鷺谷さん、どうして……」

「説明はあとだ。車を停とめてある。ここから少し距きよ離りはあるが、そこまで行けば逃にげられる、とにかく走れ」

　外に出ると、途と端たんに雨でびしょ濡ぬれになった。

　地面がぬかるんでいて、何度も足を取られる。羽村はスニーカーだが、鷺谷はスーツ姿で革かわ靴ぐつだ。よくこんな場所を全力で走れるなと、感心する。ついていくのがやっとだ。

「こら待てぇ！」

　背後から、声が聞こえた。追いかけてくるのは、複数の足音。

「捕つかまったら殺されるぞ」

　ゾッとしたが、今は走るしかない。

「もうすぐだ」

　その言葉に勇気づけられる。あと少し。

　しかし、羽村を待っていたのは、希望ではなくそれを打ち砕くだく容よう赦しやない現実だった。

　鷺谷がピタリと足を止め、制される。

「くそっ、他にもまだいやがったか」

　その視線の先に、鷺谷が乗ってきた車が見えた。しかし、その周りには人相の悪い男が二人いる。やっと車のところまで来られたというのに、目の前にあるのに、男が二人監かん視ししていて近づけそうになかった。

　応おう援えんを呼んだのだろう。事務所からは車で一時間ほど運ばれたが、すぐに集められる人間を招集したといった感じだ。構成員と言っていいかわからない少年らしき姿もあった。

　だが、数を揃えられると厄やつ介かいなのは羽村でもわかる。

「引き返すしかないな。別の道からいく」

「早く戻らないと……。一翔も狙ねらうつもりみたいなんです」

「心配するな。あんたの大事な甥おいっ子は、喜一たちに頼たのんである。津倉も一いつ緒しよだ。今は自分のことだけ考えろ」

　それだけ聞いて安心するが、これからのことを思うと楽観的にもなれなかった。

　雨に濡れているため、体温が随ずい分ぶんと下がっていた。かといって闇やみ雲くもに下山しようとしても、遭そう難なんする。

「とりあえず、ここをいったん離はなれる。奴ら、まだまだ応援を呼ぶぞ」

　鷺谷の指示に従い、羽村は今きた道を再び戻っていった。













　雨が、ひどくなった。

　あれからどのくらい経たっただろうか。

　プールにでも飛び込んだと思うほど、二人ともずぶ濡れになっている。身動きが取れず、身を潜ひそめていることしかできない。このままでは、いずれ見つかるだろう。

　それでも、闇雲に動くより状じよう況きようが改善するまで様子を見たほうがいいと言われ、鷺谷とともに身を隠かくしている。

「おい、平気か？」

「一応まだ大だい丈じよう夫ぶです」

　そう答えると、鷺谷はフッと笑った。その表情を見て、ドキリとする。

「あの……どうして、俺を助けに来たんですか？」

　それは、素そ朴ぼくな疑問だった。

　鷺谷の目的は、一翔だ。組長から隠し子を捜さがして連れてくるよう言われていた。いったん一翔に近づいたが、羽村が阻そ止ししたため一度はヤクザの世界に興味を持った一翔もそれを失った。

　自分の存在が抑よく止し力りよくとして有効かどうかは疑問だが、邪じや魔まな存在であるのは確かだ。

　しかも、自分の手ではなく吉原の手で羽村が死ねば面めん倒どうも少なくていい。放ほうっておけばいいだけの話だ。それなのに、なぜここまで来たのか。

　答えてください、と目で訴うつたえると、鷺谷はスーツの内ポケットに手を入れてタバコを取り出した。

「さぁな、ベッドでのお前が可愛かわいかったからかな」

　笑い、火をつけて紫し煙えんを燻くゆらせる。雨の中でタバコが濡れるが、お構いなしだ。

「ふ、ふざけないでください。今はそんな……」

　言いかけて、やめた。鷺谷の横顔を見て、言葉を奪うばわれたと言っていい。それは、鷺谷に初めて会った時の感覚に似ていた。

　一ひと目め惚ぼれだと思ったあの瞬しゆん間かん。なぜ、惹ひかれたのか、いまだによくわからない。説明がつかない。そして今も、その説明のつかない感情に囚とらわれている。

　また、死ぬか生きるかという時に、なぜこんなことにこだわるのか自分でも不思議だった。けれども、聞きたかった。どうしても、知りたい。

　どうしても、鷺谷のことが知りたい。

「鷺谷さん。もう一度聞いてもいいですか？」

　羽村は、泥どろだらけの鷺谷をじっと見つめた。いいスーツも、靴も、全部台無しだ。

「実のお父さんを殺したのには、訳があるんでしょう？」

　鷺谷は、反応しなかった。だが、聞こえていないのではない。その横顔に浮かぶ愁うれいにも似た感情は、まだ羽村が知らない何かがあることを物語っている。

「聞いてどうする？」

　ボソリと、自じ虐ぎやく的な笑えみとともに漏もらされた言葉が、羽村を素す直なおにさせた。ありのままの自分を見られてもいいと、頭に浮かんだ言葉を口にする。

「知りたいからです。それだけじゃ、駄だ目めですか？」

　それは、告白と同じだった。特別な想おもいを抱いだいていると言っているようなものだ。

　鷺谷はすぐに反応しなかったが、頑かたくなな態度とも違ちがった。ここは黙って待つべきだと思い、そうする。

　鷺谷は、タバコを消した。

「俺の実の父親はな……」言って、鷺谷は言葉を途と切ぎれさせる。そう簡単に口にできないのだというのは、わかっていた。言わせていいのかという思いもある。

　それでも、聞きたかった。

　羽村の気持ちがわかったのか、鷺谷はゆっくりと続ける。

「親父おやじは、姉貴を……虐ぎやく待たいしてた」

　静かだが、怒いかりを孕はらんだ言い方だった。

「気づいたのは、姉貴が風ふ呂ろに入らなくなったからだ。俺が、中学の頃ころだよ。汚きたないって言っても、頑なに入ろうとしなかった。髪かみも男みたいに短く切って、段々女っ気がなくなっていった。なんでかわかるか？」

　ゴクリと、唾つばを吞のんだ。女の子への虐待。それが、殴なぐる蹴けるに止とどまらないものだと、気づいたからだ。

「親父が触さわるからだよ」

　羽村は、顔をしかめてきつく目を閉じた。そんなことがあっていいはずがないのに、現実に起きている。なぜ、実の父が娘むすめに手を出すのか──。

「俺はガキだった。親父は格かく闘とう技ぎをやってたからな。姉貴が何をされてるか気づいても、何もできなかった。そのうち、あいつは毎晩姉貴の部屋に行くようになった。俺はただ、自分の布ふ団とんの中で耳を塞ふさぐことしかできなかったよ。誰だれかに助けを求めようと思ったけどな、姉貴に絶対に誰にも言うなって口止めされた。知られたら生きていけないって泣くんだ。だから、殺した」

　最後は、絞しぼり出すように強く、そして憎にくしみの籠こもった言い方だった。それが父親へなのか、自分に対する怒りもあるのかは、わからない。

　ただ、殺害したあともなお、その怒りは消えていないということだけは、よくわかる。

　それほどの強い怒り。自ら手にかけても鎮ちん火かしないのは、それほど傷を負っているということでもある。心を深く抉えぐるほどの傷。被ひ害がいに遭あっていたのが自分ではなく姉だったことも、大きいのだろう。

　羽村が過去の新聞記事で読んだだけではわからない真実が、そこにはあった。

「だから、裁判では何も言わなかったんですね。お姉さんが、これ以上傷つかないように」

　羽村は、喜一から聞いたことを思い出した。

　姉の命日には、毎年墓参りしていると。大事にしていたと。

　裁判で証言すれば、事細かに父親にされたことを聞かれる。裁判の時、情状酌しやく量りようを訴えるために姉の傷を抉るような真ま似ねをしたくなかったのだろう。

　その気持ちは、痛いほどわかった。

「傷つけたくなかったのは、確かだ。でも、姉貴は俺が何も言わずにネンショーに行ったことに、責任を感じてた。だから、結局自ら命を絶ったんだよ。俺にいつも『ごめんね』って言っていた。はっ、俺が殺したようなもんだ」

　嗤わらいながら自分を責めるその姿に、羽村は胸が痛くなった。どんな言葉をかければいいか、わからない。

　姉を護まもろうとして父親を殺したことにより、姉をその性的暴力から護ることはできただろう。だが、心に残った傷は、そう簡単に彼女を苦しみから解放しなかった。自分を護るために弟が殺人を犯おかし、少年院に入ったことも、彼女を別の苦しみの中に突つき落としたと言ってもいいのかもしれない。

　だが、鷺谷を責められる人間がどこにいるだろう。

「そんなふうに思ったら、お姉さんが悲しみます。悪いのは、鷺谷さんじゃなくて、お父さんじゃないですか」

　どう言えばいいのかわからず、そんな自分をもどかしく思いながら、それでも言葉を探した。

「それを免めん罪ざい符ふにしていいかなんて俺にはわかりませんけど、でも……俺も鷺谷さんの立場になったら、どうにかしてお姉さんを護ろうとすると思います。法律とか、正義とか、そんなこと考える余よ裕ゆうなんて……。しかも、まだ子供だったなら、なおさらです」

「まさか、あんたに慰なぐさめられるなんてな」

　姉のことを思い出したのか、寂さびしげに笑う鷺谷を見て、羽村は自分の中にずっとあった感情に、ようやく名前をつけることができた。

　いつの間にか、鷺谷に惹かれていた。鷺谷を、好きになっていたのだ。

　初めて会った夜、一目惚れした。性別など越こえる魅み力りよくに、魅入られた。けれども、それとは違う理由が、今の羽村にはあるのだ。言葉で説明できない何か。

　それは、ジャズを聴きくその横顔に表れていたのかもしれない。時折見せるふとした表情に、出ているのかもしれない。

　一翔に近づいて羽村に借金を負わせた形を取り、羽村が音を上げるよう無理難題を押しつける策略家で、舎しや弟ていが見ているところでわざと羽村を抱くサディストだ。

　けれども、どこか感じていた。いつまでも姉の死に責任を感じる心に。そして、傷ついたその心に。

　喜一が鷺谷を崇すう拝はいする訳が、今なら少しだけわかる。

　雨が、またひどくなってきた。

「なんて顔だ」

　ふ、と笑う鷺谷に、魅入られる。

　手が伸のびてきて、頰ほおに触ふれられた。うなじの辺りがジンとなり、鷺谷の瞳ひとみに吸い寄せられるように見つめ返してしまう。

「ん……」

　口づけられ、素直に応じた。

　あれほど何度も躰からだを重ねたのに、キスをするのは初めてだった。微かすかにタバコの味がして、鷺谷という男の存在をより強く実感する。あれだけセックスをしておきながら、今さらキスごときに何を戸と惑まどっているのだと思うが、心臓がうるさくてたまらなかった。　>>>♥

「ぅん……、んっ」

　舌が入り込んできたため、唇くちびるを開いて応じる。

「……ぁ……ぅん、……んぁ……、……ッ」

　自分を抑おさえられなかった。こんな状じよう況きようだというのに、発情してしまう。危険の中に身を置いていることが、逆に本能的な部分を刺し激げきしているのかもしれない。

　さらに深く口づけられ、一度唇を離はなし、互たがいに見つめ合う。そして、今度は嚙かみつくようにまた唇を重ねられた。羽村からも求めてしまい、歯と歯が軽くぶつかってしまう。それでも構わず互いを貪むさぼる行こう為いに、深く酔よい痴しれていく。

　だが、その時、鷺谷の動きが止まった。耳に神経を集中させている。

「……来やがったぞ」

　鷺谷がそう言ったあと、ようやく羽村にも二人を捜さがす男たちの足音と声が聞こえた。それは、確実にこちらに近づいてくる。

「ったく、せっかくのところを邪じや魔ましやがって」

　忌いま々いましいと言いたげな口調で言い、様子を見ながら腰こしを上げると屈かがんだ状態で移動を始めた。

「続きはあとだ」

　いつもの鷺谷だ。人を喰くった態度で他人を見下ろす傲ごう慢まんなヤクザの姿がそこにはある。

　けれども、それだけではないことを知ってしまった。鷺谷の心の中にある傷を、そして、懊おう悩のうを……。

　もう、忘れることなどできない。

「行くぞ」

　鷺谷に促うながされ、羽村も移動を開始した。













　足音が、さらに近づいてきていた。

　雨が小降りになり、周りの物音がよく聞こえるようになる。それだけ、羽村たちのいる場所も特定しやすいということだ。このままでは、いずれ見つかってしまう。

「おい、へばるなよ」

「わかってます」

　身を隠かくしながら、さらに移動する。もう自分たちがどの辺りにいるのかすら、わからなかった。元来た方向すら見失っている。体力が奪うばわれると気力も希望も削けずられていく気がしてならなかった。

　鷺谷がいなければ、とうに座り込んでいたかもしれない。

　その時、鷺谷のスマートフォンに着信が入った。内ポケットからそれを出して電話に出る鷺谷を凝ぎよう視しする。

「津倉か？　それで、どうなった？　……ああ、よくやった。こっちはまだ取り込み中だ」

　電話は、舎弟からのようだった。喜一と津倉が、こちらへ向かっているという。しかも、一翔を無事に保護して信しん頼らいの置ける人物のところへ送り届けたと報告もあった。

　それを聞いて、安あん堵どする。

「俺の位置はわかるか？　ああ、誘ゆう導どうしてくれ」

　鷺谷が、向かう方向を変えた。足場の悪いところを下りていく。

「こっちだ。津倉たちが誘導してくれる。車が入れる場所までいくぞ」

「わかるんですか？」

「文明の利器だよ。便利な世の中になったもんだな」

　スマートフォンの位置情報検けん索さくアプリで、鷺谷のいる場所を見ているらしい。さすがに詳くわしい地形まではわからないため、おおまかな指示しかできないが、まったく方角のわからない中で逃にげるより随ずい分ぶんマシだ。

「駄だ目めだ。そっちには行けない。回り道する」

　目の前は、道具でもなければとても下りられないような崖がけだった。諦あきらめて、いったん引き返し、違ちがうルートから津倉の指示する方向に進むことにする。

「どうだ？　……ああ、そっちなら行けるぞ」

　少しずつだが、確実に山を下りているようだ。斜しや面めんは下り坂になっていて、道らしい道に当たった。獣けもの道みち程度のものだが、斜面に這はい蹲つくばるようにして進むよりずっと楽だ。

　あとは、この道をまっすぐに進むだけだという。

「急ぐぞ」

「はいっ」

　雨の中、ただひたすら鷺谷の背中を追った。あと少しで助かる──そう思って、痛い足をなんとか動かして前へ進んだ。

　けれども、そう簡単には行かせてくれないらしい。男たちの声が聞こえてきて、鷺谷が足を止めた。その背中にぶつかるようにして、羽村も止まる。

「あの……っ」

「しっ、こっちだ」

　繁しげみの中に隠れて様子を窺うかがうと、男が五人ほどいる。手には金属の棒のようなものを持っていた。中にはナイフを持っている男もいる。殺すことに、なんの躊ちゆう躇ちよもなさそうだ。

　下りられる道をすべて固めているのだろう。待ち伏ぶせする男たちは、獲え物ものが来るのを今か今かと待っている。

「あそこを突つっ切らねぇと、津倉たちのところには辿たどり着けないな」

「どうしましょう」

「強きよう行こう突とつ破ぱしかないだろう。ゴールは目の前だ。あんたは隙すきを見て先に進め」

「え……」

「躊躇するなよ」言うなり、鷺谷は男たちに向かっていった。

「いたぞ！」

　雨音に混じって怒ど号ごうが聞こえる。羽村は、ただその様子を見ていることしかできなかった。

　鷺谷が、取り囲まれた。振ふり上げられる凶きよう器き。鷺谷が躰を折る。反はん撃げき。

（鷺谷さん……っ）

　さすがに凶器を持った男五人を相手にするなど、無む茶ちやすぎる。

　羽村は、足元を見回した。大きめの石を見つけると、それを手に繁みの中を搔かき分けて鷺谷のほうへ向かう。一人だけ逃げるなんて、できなかった。

「──ぅわぁあっ！」

　両手で石を持ち上げ、叫さけびながら男に襲おそいかかった。

「ぐぁ……っ」

　後頭部を押さえながら、男が倒たおれる。

　一いつ瞬しゆん、殺してしまったのかと思ったが、苦しげに呻うめく声を聞いてまだ生きているとわかり、安堵する。しかし、男は頭を押さえながら起き上がり、羽村に向かってくる。

　その時、喜一の声が聞こえてきた。

「優さん！　こっちっす！」

　暗がりの向こうに、その姿を捉とらえる。鷺谷はまだ、三人を相手していた。

「鷺谷さん！」

「あんたは早く行け！」

「でも……っ」

「いいから行け！」

　羽村は、鷺谷の指示に従った。喜一が走ってきて、羽村とともに車に戻もどる。

「鷺谷さんが……っ」

「兄貴は強いから平気っすよ。早く乗って！」

　急せかされ、後ろを気にしながらも車に乗り込んだ。車の中から後ろを見ると、津倉が加勢しに走って行くのが見えた。祈いのるようにして、二人が戻ってくるのを待つ。

　ほどなくして、暗がりに二人の影かげが浮うかんできた。それが鷺谷と津倉だとわかるとホッと胸を撫なで下ろす。

「兄貴っ！」

　津倉が助手席へ、鷺谷が後部座席に飛び込むようにして乗り込むと、喜一がいつになく気合いの入った声で叫んだ。

「──行きます！」

　加速。ザザッ、とタイヤが泥どろを蹴ける。

　車はすぐに現場を離れ、猛もうスピードで山道を降りていった。鷺谷は息をあげているが、羽村を見て余よ裕ゆうの笑えみを浮かべた。

「あんた、なんで俺を助けた？」

「別に、助けたつもりは……。ただ、俺だって男です。何もしないまま自分だけ逃げるなんて、できなかっただけで」

「堅かた気ぎのくせに、やるじゃないか。おい、喜一。このまま親父おやじのところへ行くぞ」

「はい！」

「あの野や郎ろうも引き摺ずりだしてやる。俺たちを見たら、どんな顔するか見物だな」

　言って、鷺谷はどこかへ電話をかけた。その話しぶりから、相手が格上の立場にいる人物だとわかる。おそらく、斎藤組長だろう。いったん電話を切ると、またどこかへかける。

　その目が生き生きとし、口元に浮かぶ笑みが策略家のそれになる。

　電話を切った鷺谷は、満足げな顔をしていた。

「おい、こっちにチャンスが巡めぐってきたぞ。これから親父に会う。あんたは生きた証人みたいなもんだ。今日、奴やつが何を言ったのか親父の前で全部話せ」

「それで、信じてもらえるんですか？」

　息むす子この言葉なら信じるだろうが、羽村は違う。一翔の叔お父じというだけだ。そんな男の言葉だけで、若わか頭がしら補ほ佐さという地位にある人間に疑いの目を向けるとは思えなかった。

　しかし、それは鷺谷もわかっているらしい。心配するなとばかりに、こう続ける。

「あんたの言葉だけじゃあ駄目だろうな。だがな、小さな証しよう拠こも積み重ねれば疑う根こん拠きよになる。それを集めた。しかも、奴は今日大きな失態を犯おかしてる」

「失態？」

「あんたをあの場所に連れていって殺そうとしたことだよ。そして、殺せなかった」

　鷺谷がニヤリと笑った。

　敵に回すととんでもなく恐おそろしいが、味方につけると心強い──そんなふうに思ってしまう。これまで、自分が搦からめ捕とられるようにその罠わなに陥おちいったように、吉原もまた、仕留めにかかられている。

「今回ばかりは奴は油断した。あの場所の存在は、組の誰だれも知らなかった。だから、俺が助けに行くなんて考えてなかったんだよ」

　そうだ。なぜ、鷺谷があの場所を知っていたのか、そして、なぜわざわざ自分を助けにきたのか、羽村にもわからない。それを聞こうとすると、言葉にするより先に教えられる。

「電ノコを振り回してやがったのは、掃そう除じ屋だ」

「掃除屋？」

「ああ、死体処理の専門家みたいなもんだ。津倉が奴の動きを察してスマホを荷物に放ほうり込んだんだよ。だから、場所がわかった」

　先ほど、羽村たちを誘導したのも、位置情報だった。咄とつ嗟さにそんなことを思いつくなんて、機転が利きくものだ。

「今いま頃ごろ、奴は舎しや弟ていからの報告を聞いて真っ青になってるだろうよ」

　鷺谷が何を計画しているかはわからなかったが、黙だまって従うのが一番いいと思い、それ以上質問はしなかった。

　それから、羽村たちの乗った車は順調に組長宅に向かった。

「もうすぐ着くぞ」

　鷺谷の言葉に外を見ると、いかにもといった家が見えてきた。

　門は大きく、敷しき地ちを囲む塀へいも高い。塀の上には駅にあるハト除よけのようなものがついているが、その対象が鳥なんかではないのは確かだ。セキュリティは万ばん全ぜんで、さすがに組のトップは違うと思った。

　喜一が運転席から降りてインターホンを鳴らすと、自働で門もん扉ぴが開いた。ゆっくりと中に進む。出てきた若い衆しゆに案内され、屋や敷しきの中に入った。玄げん関かんは広く、よくある金持ちの日本家屋といったところだ。四人は、応接室に通される。

「失礼します」

　鷺谷が頭をさげると、羽村もそれに倣ならう。こちらに背中を向けて座っていた男が、ゆっくりと振り返る。

　そこにいたのは、吉原だった。













　羽村は、その姿を見た瞬しゆん間かん、恐きよう怖ふが蘇よみがえってくる感覚に襲おそわれた。

　数時間前、あのプレハブ小屋の中で羽村を殺そうとした男だ。羽村を見て、その目が鋭するどくなる。当然だ。始末したはずの男が、鷺谷に連れられてきたのだ。二人とも泥だらけで、何かあったことは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「どうした、いきなり大事な話があると連れん絡らくしてきたかと思えば、そんな格好で」

　斎藤は恰かつ幅ぷくがよく、穏おだやかな目つきの男だった。とてもヤクザの組長とは思えない温和な雰ふん囲い気きを醸かもし出している。しかし、どこか堅気とは違ちがうものも感じた。

「申し訳ありません。急なことで……」

　鷺谷はそう言って、吉原を見た。舎弟から報告があっただろうに、吉原は堂々と座っている。動どう揺ようした素そ振ぶりを少しも見せないところは、さすがだ。

　ここまで来ても、まだ何か策があるのかもしれない。

「俺まで呼びつけるなんて、どんな用だ？」

　白々しいと思うが、あまりに堂々としていて圧あつ倒とうされそうだった。

「親父に頼たのまれてた件ですが、捜さがしていた人物は見つけました。これが、叔お父じに当たる男で一いつ緒しよに来てもらいました」

「そうか。ご苦労だったな。しかし、なぜ今ここでその話をする？」

　まだ内密にしておきたいのだろう。斎藤は、不ふ機き嫌げんそうに言った。わざわざ吉原を呼んでまでする話ではないと、今も思っているようだ。

「隠かくさなくても、若頭補佐はご存じですよ」

　斎藤は『本当か？』と吉原に目で問う。

「なんのことだ？　俺は知らんぞ。悪ふざけなら、相手を見てからにしたほうがいい」

「鷺谷、どういうことか説明しろ」

「親父に隠し子がいると困るのは、誰なのかって話です」

　出世に興味のない鷺谷が言ったからか、なぜこの場に吉原を呼んだのか気づいたらしい。だが、それでも吉原はまだ慌あわてる様子もなく堂々と構えている。

「隠し子？　初耳ですよ、親父に隠し子がいたなんて。しかし、隠し子がいたんなら、なぜ早く言ってくれないんですか。正直、組の混乱を招く存在でもありますので、歓かん迎げいできると言ったら噓うそになります」

　全面的にその存在を認めないところが、いかにも本当のことを語っているようだ。白々しいと思い、思わず話に割って入る。

「しらばっくれないでください。俺を殺そうとしたくせに！　組長さんに取り次いでもらいたくて、一翔だと偽いつわって事務所に行ったら、この人は俺を殺そうとしたんですよ！」

「おい、そう焦あせるな」

　鷺谷に制されてすぐに引き下がるが、吉原が即そく座ざに言う。

「随ずい分ぶんと親しいようだが、昨日今日会った間あいだ柄がらじゃないようだな」

　禍まが々まがしい笑みに、自分が余計なことを言ったと感じた。この男の前では、滅めつ多たなことは口にしてはいけない。

「そうなのか？」

　斎藤の問いに、鷺谷は素す直なおに頷うなずいた。

「ふん、おおかたそんなことだろうと思った。親父の隠し子が見つかったのに、今まで黙ってたのはなぜだ。親父に隠し子がいて本当に困るのは誰か、考える必要がありそうだな」

　じわじわと、吉原が攻せめてきているのを感じた。少しずつ、鷺谷を陥おとしいれようとしている。

　だが、斎藤もさすがに一つの組を束ねる人物だ。結論を急ぎはしない。鷺谷を追いつめようとする吉原を、片手で軽く制して黙らせる。

「穏おん便びんに連れてこいとは言ったが、報告を怠おこたれと言った覚えはないぞ。説明できるなら説明しろ。なぜ俺の息子を見つけたことをすぐに報告しなかった？」

「申し訳ありません。できるだけ穏便にということだったんで、見つけたあと、親代わりになっていたこの男に接せつ触しよくしました。あとで面めん倒どうなことにならないよう、周辺をきっちり整理しておいたほうがいいと思ったからです」

「それだけか？」

　その問いに、鷺谷は一呼吸置いてからゆっくりと続けた。

「いえ。それだけじゃありません。俺は、こいつを、苛いじめたかったんですよ。どんなに金を積んでも、一度捨てた夢を餌えさにしても、こいつが大事な甥おいは渡わたさないと、あんまりまっすぐに俺を見るもんで……。そんなものに一いつ切さい靡なびかないこいつを、自分の前に跪ひざまずかせたかった。金に屈くつするところを、見てみたかったんです」　>>>♥

「他ほかに理由は？」

「いいえ、これで全部です。そのために、報告を遅おくらせました」

　説得力という点では、吉原に負けている。

　これでは吉原の思うツボだと思い、不安が胸に広がった。同時に、鷺谷が自分に対してそんなふうに思っていたことを初めて知り、妙みような気分になる。

　跪かせたいだなんて、いい性格をしていると思うが、この緊きん迫ぱくした状じよう況きように対する緊きん張ちようとは違う動どう悸きがして収まらなかった。もちろん、怒いかりによるものでもない。

　それは、軽い自じ虐ぎやくを含ふくんだ笑えみを、鷺谷が浮うかべているからなのかもしれない。あんな横顔を見ていると、自分が今何をしにここにいるのかということすら、忘れてしまいそうだ。

「はっ、馬ば鹿か馬ば鹿かしい。そんな理由があるものか。もう少しマシな言い訳を用意していると思ったら、くだらない」

「確かに、くだらない。自分でもそう思います」

　その時、若い衆が入ってきて、斎藤に耳打ちした。どうやら、来客らしい。

「鷺谷。伊い勢せ谷やという男も、お前の知り合いか？」

「はい。勝手なことをして申し訳ありません。俺が呼びました」

　通すよう言うと、若い衆は部屋を出て行き、一人の男を連れてくる。

　入ってきたのは、無ぶ精しよう髭ひげを生やした瘦やせ型がたの男だった。四十代後半といったところだろうか。いかにも悪党といった面つら構がまえで、一ひと筋すじ縄なわではいかないタイプだ。

「どうも……」

　男はまず、名めい刺しをテーブルに置いた。

「昔は刑けい事じをやってたんだがね、ちょっと悪さしてクビになったもんで、今は自由にやらせてもらってる」

　そう言って、持っていた茶ちや封ぶう筒とうを鷺谷に渡す。

「ほら、鷺谷サン。調査報告書のコピーだ。言われたとおり持ってきたよ」

「どういうことだ？」

「親父に見てもらいたくて持ってこさせました。この男が若わか頭がしら補ほ佐さから受けた依い頼らいです」

　鷺谷は、中から書類を出してテーブルに広げた。

　そこには、羽村や一翔に関する情報が事細かに記されてある。日付は随分前のもので、写真に写っている服装などからも、数ヶ月前のものだとわかった。

「少なくとも、若頭補佐が親父おやじの隠し子の存在を知ってたという証しよう拠こにはなりますよ」

「くだらん。そんな男は知らんよ。おおかた金を握にぎらせて証拠を捏ねつ造ぞうしたんだろう。警察をクビになるような悪徳刑事だ。そのくらいできるはずだ」

「あんたに悪徳刑事呼ばわりされたくねぇなぁ。銀行口座も見せようか？　あんたの使ってる弁護士から、報ほう酬しゆうが振ふり込まれてる」

「ほう。それが俺の命令で入金されたという証拠は？　確かにあいつは俺が使ってるが、金に汚きたない男でね。報酬次し第だいでは、偽ぎ証しようくらいしかねん」

　吉原は、あくまでも落ちついた態度で言った。どの方向から攻めようとしても、上う手まく躱かわされる。まるで、難なん攻こう不ふ落らくの要よう塞さいのようだ。

　けれども、そこまでだった。

「それはないんじゃないですか」

「！」

　羽村は、声がしたほうを見た。すると、スーツ姿の男が口元に笑みを浮かべながら部屋に入ってくる。

　弁護士の千賀だ。ホテルで一度会っている。

　あの時も、折り目正しい態度でエリートといった雰囲気を纏まとっていた。このメンツの中でさえ物もの怖おじすることなく、堂々としている。この男が弁護してくれるなら、どんな裁判も勝てると確信をもって挑いどめそうだ。

「千賀。どうしてお前がここにいるんだ」

「組長に呼ばれたんですよ」

「鷺谷が、こいつも呼んでおいてほしいと言ったんでな。お前には内ない緒しよでとも……」

　吉原の顔に、これまでになかった表情が浮かんだ。それは、初めて見る焦りの色かもしれない。まさか自分がこんなふうに窮きゆう地ちに立たされるとは思っていなかったのだろう。

「どっちにつくのがいいか、考えるんだな」

　鷺谷が言うと、千賀は笑みを浮かべたまま吉原を見て、伊勢谷が持ってきた調査報告書のコピーを手に取った。そして、それをめくって中を確かく認にんしてからこう続ける。

「確かに、若頭補佐は保身のためならそれまで尽つくしてきた人間も平気で切り捨てる男のようですから、自分の身の置き方を考えるべきなのかもしれません」

「貴様……」

　吉原が、絞しぼり出すように言った。けれども、今さら何を言っても遅おそい。先に裏切ったのは、吉原のほうなのだから。

「おっしゃるとおりです。この人は、随分前から知ってましたよ。わたしがこの探たん偵ていを使って調べさせてましたから。お時間を頂ければ、偽証ではないと証明できると思います」

「千賀！」

「わたしは、あなたに尽くしてきたのに」

　残念そうに言い、書類をテーブルに置く。

「弁護士風ふ情ぜいが、偉えらそうに……」

「これでおわかりでしょう。俺とこいつが泥どろだらけでここに来た理由が。さっき、こいつが言ったのは、本当ですよ」

「そうなのか、吉原」

　さすがに、言い訳ができる状況ではなかった。一度は吉原に傾かたむきかけた形勢が、一気に変わる。それでも慌あわてた素そ振ぶりは見せず、吉原は自分の考えが正しいとばかりに、低く唸うなるように言った。

「親父が、妙な考えを起こすからです。今まで組に貢こう献けんしてきたもんをないがしろにして、突とつ然ぜん堅かた気ぎを跡あと目めに担かつぎ上げるなんて、納なつ得とくいきません」

「跡目に担ぎ上げる？　早はや合が点てんするな」

「ですが、そう思われても当然の立場にいるんですよ、親父の隠かくし子は」

「だから、殺そうとしたのか。息むす子こを殺そうとしたのかっ！」

　激げき昂こうする斎藤を前に、吉原は黙だまりこくったままだった。否定しないが、自分のしたことが間ま違ちがっているとは思っていないのが、よくわかる。

「組に尽くしてきた人間をないがしろにするつもりはない。嫌いやな決断を俺にさせることになったな、吉原。後日、幹部を招集する。覚かく悟ごしておけ」

「……っく！」

　斎藤が、視線で若い衆しゆに部屋から連れ出すよう命令する。振り返りざま、吉原は殺意すら感じる視線を鷺谷に向けた。

「貴様、覚えていろよ」

「俺のことより、ご自分の心配をしたほうがいいんじゃないですかね」

　吉原が、部屋を出ていく。これで終わるとは思えないが、鷺谷は堂々としていた。あのしたたかな男と渡り合うだけのことはある。

「じゃあ、俺も退散するよ。ヤクザと仲良しだなんて噂うわさが立ったら、商売上がったりだ」

　伊勢谷が消えると、千賀もそれに続いた。応接室には、羽村と鷺谷、そして、斎藤の三人だけになる。

　斎藤の視線が自分に向いていることに気づいた羽村は、緊張を隠せなかった。一翔のことで何を言われるのか、思わず身構える。ヤクザだが、実の父親でもあるのだ。

　弁護士を立てて、法的に自分から奪うばうようなことをしないとも限らない。

「あんたが、息子の叔お父じか？　紀子の弟なんだな」

「はい、そうです」

「そうか。確かに、よく似てる。息子は元気か？」

「ええ、元気ですよ。毎日高校に通ってます。今回のことがなければ、普ふ通つうの高校生活を送っていられたはずです。身の危険を感じることなく、ごく普通に」

　緊張で声が震ふるえていたが、それでも一翔は渡わたさないと強い意志を見せる。すると、斎藤は納得したように笑った。

「なるほど。鷺谷がムキになるのもわかる」

　笑顔だというのに、どこか迫はく力りよくのあるその表情に圧あつ倒とうされながらも、これだけは言っておかなければと勇気を振り絞って言葉にする。

「一翔が会いたいと言えば、もちろん会って頂いて構いません。実の父親ですから。でも、一翔の意志を操あやつろうとしたり、妙な根回しをしたりしたら、承知しません」

　言ったあと、大きく息を吸って反応を待った。しかし、意気込む羽村を躱すように斎藤は鷺谷に言う。

「よく働いてくれたな。今日はもういい」

　鷺谷は、黙って頭を下げた。

　まだ話は終わってないと言おうとしたが、鷺谷に「行くぞ」と促うながされ部屋から連れ出される。ドアのところで振り返ると、斎藤と目が合った。

「おい、親父が笑ってるうちに帰るぞ。刺し激げきするな」

　鷺谷らしからぬ言葉だったが、それだけの相手だとわかり、羽村はおとなしく帰ることにした。













　無事にマンションへと送り届けてもらった羽村は、安全な場所に匿かくまわれていた一翔とようやく会うことができた。まだ着き替がえを済ませていなかったため、一翔は羽村の格好を見て驚おどろいていたが、何が起きたのか、その詳しよう細さいは話していない。

　実の父親に会うかどうかまだ迷っているらしく、保留のままにしていた。羽村に何が起きたのか想像したようで、以前にも増して慎しん重ちようになっているようだ。

　それは、羽村にとってありがたいことだった。

　それから鷺谷からの連れん絡らくはなく、ただ平和な日常が過ぎていった。喜一の姿を見ることもなく、あれは夢だったんじゃないかと思うほど、あっけないくらい日常を取り戻もどしている。

　なぜか、胸にぽっかりと穴が空いたようになっているのは、これまで感じたことがない命の危険に遭そう遇ぐうし、救出されるという、普通では考えられない経験をしたからだろうか。日常に刺激など求めるタイプではないが、あまりに平和すぎる今に気が抜ぬけている。

「羽村さん、一番にお電話です」

　その日、羽村は取引先から戻ってくるなり同どう僚りように言われ、席に座る間もなく受話器を取った。電話の相手は、秋葉原の小ホールを経営する安村だ。

「お世話になっております。はい、……はい」

　電話は、次の打ち合わせの時間を変へん更こうして欲しいというものだ。家賃などの交こう渉しようがうまくいき、めでたく三号店の開店の目め途どが立ったため、これから急ピッチで内装会社と打ち合わせをすることになったという連絡だ。もちろん、羽村の会社が納品する音おん響きよう設備についても前まえ倒だおしで進めることになる。

「はい、では来週の月曜日にお伺うかがいします。その時に内装の図面を頂きますね。はい。では、よろしくお願いします」

　電話を切ると、手帳に予定を書き込み、ホールの広さからおおまかに導入機材の検討をしてから資料を用意する。あっという間に一時間が過ぎ、気がつくと取引先から会社に戻ってきた時にいた社員は、ほとんど帰ってしまっていた。

　閑かん散さんとしたオフィスで、肩かたと首を回して凝こりをほぐす。そして、内ポケットの中に入れているものを取り出した。

　鷺谷のマンションの鍵かぎだ。ずっと持っている。ゴタゴタがあってから返済は曖あい昧まいになっていて、鍵も返し損そこなったままこうして肌はだ身み離はなさず持ち歩いていた。

　羽村はスマートフォンを取り出すと、一翔に連絡を入れる。

「ああ、一翔。俺。ご飯食べたか？」

　一翔は、宿題をやっている最中だったようだ。夕飯はカレーを作ったが、まだ食べていないらしい。

「今日は遅くなるから。うん、先に食べていいよ。ごめんな」

　電話を切ると、机の上を片づけて会社を出た。向かう先は、鷺谷のマンションだ。

　借金してでも返すなどと偉そうなことを言っておいて、結局あの事件があったため、返済が滞とどこおっている状態だ。誤解して鷺谷を責めたことについても、きちんと謝っていない。それなのに、勝手に部屋に入るなんて図ずう々ずうしいと思うが、鷺谷に会えるかもしれないというわずかな希望が、羽村の足をそこへ向かわせていた。

　電車に揺ゆられながら、ぼんやりと考える。

　これまで何度か来てみたが、鷺谷に会えたことは、一度もない。もしかしてこのまま会えないのだろうかと思い、寂さびしい気持ちになった。会いたいと思っていることが信じられないが、自分の気持ちに素す直なおに向き合ってみると、それ以外の言葉が見つからない。

　鷺谷のマンションに着くと、まずインターホンを鳴らす。やはり応答はなく、鍵を使って中に入った。荷物を置き、広いリビングを見回す。無人のソファーを見て、鷺谷を想おもった。

　いつも、あそこに座って羽村の弾ひくピアノに耳を傾かたむけていた。鷺谷のためにピアノを弾くということに、幸せを感じた。

　ピアノに近づき、蓋ふたを開ける。

　ポー……ン。

　人差し指で軽く鳴らし、椅い子すに座ると両手を鍵けん盤ばんに添そえて音を出した。いつ鳴らしても、いい音だ。気持ちがいい。

　ピアノを弾き始めると、何もかも忘れて自分の奏かなでる音楽に身を委ゆだねる。随ずい分ぶんと勘かんを取り戻した。昔のように、思いのまま演奏できる。プロにはほど遠いが、それでも音楽を堪たん能のうできた。自分の奏でる音に、酔よえる。最高の贅ぜい沢たくだ。

　しばらく心の赴おもむくままピアノを弾いていたが、ふいに人の気配を感じて手を止める。

　振ふり向くと、鷺谷が立っていた。

「鷺谷さん」

「夢中で弾いてたな」

「すみません。勝手に入って。でも、お金、返さないままになってたんで」

　鷺谷は『続けろ』と、視線で訴うつたえ、ソファーに腰こしを下ろした。いいのだろうかと思いながら、再びピアノに向かう。

「丁度飲みたかったところだ」

　鷺谷がグラスとブランデーを出してきて、飲み始めたのが視界の隅すみに映る。それならと、羽村は他ほかのことは頭から追いやって演奏に集中した。気持ちが乗ってくると躰からだをスウィングさせ、全身を使って音を表現する。

　有名なナンバーからマニアックなものまで。時折鷺谷の表情を見て、その気分に合ったものは何かと考え、次の曲を決める。

　しばらくそうしていたが、羽村はふいに手を止めた。そして、鷺谷のほうに躰を向ける。

「あの……久しぶりですね」

　気の利きかない台詞せりふだと思い、恥はずかしくて頰ほおが熱くなった。すると、鷺谷は羽村の気持ちを見み透すかしたようにニヤリと笑う。

「しばらく組の中がゴタゴタしててな」

　その言葉に、斎藤組長の家で目にしたことを思い出した。若わか頭がしら補ほ佐さがどういった地位なのかはわからないが、幹部だと言っていた。それほどの男が、謀む反ほんに近い行こう為いに走ったとなれば、そう簡単にコトは片づかないだろう。

「あれからどうなったんですか？」

「吉原は組を抜けた。破門だ。隠かくし子とはいえ、親父おやじの息むす子こを殺そうとしたんだからな。このままだと示しがつかない」

「破門って……？」

「ヤクザの世界じゃ、かなり厳しい処分だ。奴やつが失敗したのは、あんたがとんでもないことをしたおかげだ」

「俺の……？」

「一翔と偽いつわって事務所に殴なぐり込みなんて、素人しろうと考えすぎて、さすがに見み抜ぬけなかったんだろうよ。そう簡単に失しつ脚きやくする男じゃないんだが」

　さもおかしそうに言う鷺谷に、自分がいかに無む謀ぼうなことをしたのか、改めて痛感する。

「だが、これからまた面めん倒どうなことになる。吉原の野や郎ろうが抜けたんだ。俺を幹部にと言う奴もいてな……ったく、迷めい惑わく極きわまりない」

　最後は面おも白しろくない、とばかりに言い放たれ、思わず笑った。鷺谷が出世に興味がないのは、その表情を見ればわかる。

「ん？　なんだ？」

「あ……、いえ……、その……鷺谷さん、あの時は、助けてくれてありがとうございました」

　なぜこうも上う手まく話を進められないのだろうともどかしく思いながら、まだ言っていなかった礼の言葉を口にする。そして、あの時のことを思い返した。

　スーツを泥どろまみれにしながらも、羽村をあの場から助け出そうとした鷺谷の姿。

　いつもはいいスーツに身を包み、余よ裕ゆうの態度で構え、酒を飲み、羽村を見下ろして不ふ遜そんな笑えみを浮うかべている男が、自ら危険に飛び込んだのだ。信じられない。

　そして、姉の名めい誉よを守るために真実を隠したことも知ってしまった。

　好きになっていい相手ではないとわかっているのに、どうしても惹ひかれてしまう自分をもう誤ご魔ま化かせない。この数週間会わなかっただけで、ここまで想いが募つのるのだ。

　ここに来てピアノに触ふれ、自分の弾くピアノに耳を傾けながら酒を味わう鷺谷に触れ、嫌いやというほど思い知った。

「どうして助けてくれたんですか？　あの時、どうしてあそこまで……」

　これを聞くのは、二度目だ。逃にげる山中で聞いた時は、本気か冗じよう談だんなのかわからない言葉で躱かわされた。今度は、ちゃんと聞きたい。

「俺は自分がやりたいようにやる主義なんだよ」

　それは、どういう意味だろう。

　羽村の心に、ある思いがよぎる。自うぬ惚ぼれだと自分に言い聞かせるが、期待を抱いだいてしまうのをどうすることもできなかった。

「あんたが、気に入ったんだ。怖こわくて震ふるえてるってのに、自分の甥おいを護まもるために足突つっ張らせて俺の前に立ちはだかるあんたが、気に入った」

　羽村は、ただぼんやりと鷺谷を見た。

　ただ、それだけのためにあそこまでしてくれたというのか。躰を張って、助けに来てくれたというのか。

「親父に言った通りだよ。最初は、あんたが金に屈くつする姿を見たかった。だが、どんな餌えさを見せようが、あんたの意志は堅かたかった。無理だと痛感した。そこに、惚ほれたんだろうな。負けたよ。完敗だ」

「鷺谷さん……」

　どう言っていいかわからず、言葉を探した。けれども、すぐに言葉にならない。

「契けい約やくだ」

「え？」

「借金は金じゃなく、躰で返せ。音楽でな」

　それが、こうしてピアノを弾きに来いという意味なのはわかった。

「でも、俺は素人しろうとです。お金を頂いて他人に音楽を聞かせるほどの腕うではないですよ」

「俺がそうしたいんだよ。察しが悪い奴だな」

　笑う鷺谷に、また魅み入いられた。

　何度、この男の表情に心を奪うばわれただろう。ただ、見た目がいいだけでない。複雑で、わかりにくく、その心の中にある本音を探さぐるのは難しい。

　けれども、そういったところもまた魅力の一つだと気づいてしまった。

「あんたが奏でる音色はたまらなくいい。あっちの音色もな」

　ニヤリとされ、それがベッドであげる声のことだとわかり、顔がじわじわと熱くなってくる。二十八の男を捕つかまえて何を言うんだ……、と思うが、言葉にするとますます恥ずかしくなりそうで、敢あえてそのことには触れない。

「あの……」

　鷺谷が、ソファーから立ち上がってゆっくりと近づいてくる。羽村も思わず、椅子から立ち上がった。見ているのも恥ずかしく視線を鷺谷の足元に落とすが、一度視線を逸そらすと再び直視することができなくなり、俯うつむいたままただそこに立っていた。

　心臓が驚おどろくほど大きく跳はねていて、収まらない。

　鷺谷の爪つま先さきが視界に入ってくると、どうしていいかわからず躰を硬こう直ちよくさせたまま突っ立っていた。

「契約は成立のようだな」

　顎あごに手を添えられ、上を向かされる。意地悪そうに笑う鷺谷の表情が飛び込んできて、胸がトクンと鳴った。

　なんて顔をするのだろう。魅力的なそれに、蕩とろけそうだ。

　顔を傾けながら唇くちびるを近づけてくる鷺谷に、抵てい抗こうできるはずもなかった。吸い寄せられるように、ゆっくりと目を閉じる。

「ん……」

　唇と唇が触れた瞬しゆん間かん、全身に軽く電流が流されたようにジンとなった。微かすかにブランデーの香かおりがする。薫かおり高いそれは、高級なものだとわかる。大人のキス。

　軽く吸われ、身を硬かたくしてされるがまま応じる。すると、今度は深く、大だい胆たんに唇を吸われた。

「ぅん、……ぁ……」

　思わず声を漏もらし、ハッとなる。すると、聞こえたぞとばかりに鷺谷が笑う。

「ベッドに行くか？」

「でも……、……ぅん……っ」

　再び深く口づけられ、目を閉じた。

　戯たわむれるように唇を甘く嚙かまれ、次し第だいに息があがっていく。キスだけでこれほど自分を見失いそうになるのは、生まれて初めてだ。女性経験は人並みにはあるが、こんなふうに誰だれかを酔よわせたことはない。

「ぅん……、……ぅうん……、……んっ、……ん……ぁ……」

　次第に濃のう厚こうになっていくそれに、羽村は戸と惑まどいを覚えた。

「あの……、……待……っ、……ぁ」

　躰に触れられ、甘い声が漏れる。キスは愛あい撫ぶへと代わり、さらに羽村を酔わせる媚び薬やくのようになる。

「もう限界なんじゃないか？」

　からかう鷺谷を恨うらめしく思うが、限界なのは確かだった。

　目の前の男が欲しくてたまらない。

　羽村は、自分の中にこんなに激しい感情があるのかと驚きを隠せなかった。













　鷺谷が好きだ。

　それは、どうしようもなく溢あふれてくる素す直なおな気持ちだった。男同士だとか、相手がヤクザだとか関係ない。そんな葛かつ藤とうをすべて消し去ってしまうほどの熱情に、羽村は自分を任せることにした。

　今はあれこれ考えることなどできない。ただ、鷺谷という存在を味わいたいだけだ。

「ぁ……あ……、……はぁ……っ」

　互たがいを求めながら、ベッドルームへ移動した。上着を脱ぬがされ、ネクタイを緩ゆるめて引き抜ぬかれる。自分の身につけているものを一つ一つ奪われ、床ゆかに放ほうられるのを見て、妙みように恥はずかしくなった。脱がされていく過程を、客観的に見てしまうからなのかもしれない。

　それでも、この行こう為いをやめる気にはなれなかった。むしろ羞しゆう恥ちを煽あおられてより敏びん感かんに反応してしまう。

　迫せり上がる気持ちに任せ、羽村も鷺谷のスーツの上着に手を掛かけた。

「はぁ……っ」

　鼻を掠かすめた体たい臭しゆうに、ぞくっと身を震わせた。鷺谷の匂におい。タバコの匂いも微かに混ざっている。

「……鷺谷さ……、……ぁ……っ」

　ワイシャツの上から脇わき腹ばらを撫なでられ、全身が総毛立つような感覚に見み舞まわれた。表皮を一枚剝ぎ取られたかのように、敏感になっている。自分が身じろぎする時に肌はだを擦こするシャツの感覚さえ、快楽へと直結するのだ。

　また、鷺谷の息いき遣づかいもいけない。動物的で、自分がその欲よく望ぼうの対象になっていると思うと危機感を抱くとともに、深い悦よろこびが湧わき上がってくる。

　なぜ……、と己おのれの中にいる淫いん猥わいなものの存在に、戸惑うばかりだった。

「感度がいいな。そんなに、俺を待ってたか？」

　含ふくみ笑うその声までもが、羽村の劣れつ情じようを引き出しているようで、これ以上隠かくしているものを曝あばかれるとどうなってしまうだろうと思った。自分の知らない自分すら、見つけられてしまいそうだ。

「あっ！」

　シャツの上から胸の突とつ起きに吸いつかれ、羽村は思わず鷺谷の頭を搔かき抱いた。すると、それに応こたえるように、尖とがらせた舌先でノックされる。

「ぁあ……ぁ……、……ッふ、……ん……っく」

　はしたないとわかっているが、零こぼれる嬌きよう声せいをどうすることもできなかった。その反応は、鷺谷をより愉たのしませているようだ。

「……ぁ……、……待……っ、……そこは……っ」

「なんだ？」

　顔をあげて意地悪な笑えみを浮うかべる鷺谷に、羽村は思わず目を逸らした。それがいけなかった。視線の先にあったのは、唾だ液えきで濡ぬれたワイシャツとそこにうっすらと浮かぶ、胸の突起だ。貼はりつき、その色や形がはっきりとわかる。

　男のくせにそこを舐なめられてよがっているのが、恥ずかしくてならない。

「もっと開発してやる。あんたがまだ隠してるもんを、見つけてやる。……じっくりとな」

　その言葉に、羞恥と期待の混じった気持ちに包まれた。

「もう……」

「やめて欲しそうには見えないぞ」

「……ぁあ……」

　耳元で聞かされる獣けものじみた鷺谷の息遣いが、自分を獣に変えていくのがわかった。与あたえられるものだけでは満足できず、もっと、もっと……、と飢うえた心が欲よく深ぶかい姿を晒さらす。

　膝ひざを膝で割られ、それだけで心が濡れた。

　どんなふうに自分を抱だくのか知っているだけに、この先に待っている快楽を想像して躰からだが反応する。先走る躰は、本人の意思など到とう底てい及およばぬところまで連れていかれた。

「ぁあ……ぅん……っ、……はぁ……あ」

　腰こしを押しつけられ、その逞たくましい猛たけりを感じて気持ちが急せく。自分はどうしてしまったのだろうと思うほど、欲しがっていた。抑おさえようとしても、その術すべがわからない。

「ぁあっ！　あ、あっ！」

　再びワイシャツの上から胸の突起に舌を這はわされ、羽村は身を捩よじって悶もだえた。

　どうにかなりそうだ。あまりによくって、声を押し殺すことすらできない。全身が震ふるえ、中心は濡れそぼち、ギリギリまで張りつめている。

「あ！」

　ふいに指を軽く嚙まれ、ビクンと跳ねた。不意打ちの刺し激げきに驚くが、それ以上に自分があげた声に戸惑っている。

　痛みに対する反応というには、あまりにも甘く掠れていた。

「この指が、俺を楽しませてくれる。大事な指だ」

　大事だと言いながら、鷺谷は軽く歯を立ててきた。

　このまま強く嚙まれれば、明らかに怪け我がをしてしまう。ピアノが弾ひけなくなる。そんな恐おそれが、なぜか倒とう錯さくめいた快感へと繫つながった。本気でそんなことはしないと、信用しているからこそなのかもしれない。

　これは、羽村の中の被ひ虐ぎやくを刺激する大人の戯れだ。

「俺のために、腕うでを磨みがけ。いいな」

「……俺は……、ピアノが……弾けるなら……、むしろ……、……は……っ」

「怪我したら、承知しないぞ」

　指の股またに舌を這わされ、震えるような快感に襲おそわれた。声を殺すのに必死で、自分がどんな顔を晒しているか構っていられない。

「ぁあ……ぁ……、……っん、……はぁ……っ」

「そうか、ここが感じるのか」

「……待……っ、……あの……っ、……くすぐったい、です……、……ッは」

「それだけか？」

　決してそれだけではないと鷺谷もわかっているだろうが、わざわざ聞くところが憎にくらしくてならなかった。どうしてこんな男を……、と思うが、そういうところも含めて今の気持ちがある。

　完敗だと鷺谷は言ったが、それを言うべきは羽村のほうかもしれない。

「ちょっと待ってろ」

　身を起こした鷺谷は、サイドテーブルの抽斗ひきだしを開けた。取り出したのは、ジェルのチューブだ。何に使うのか聞かなくてもわかるくらいには、擦すれている。けれども、照れずにいられるほど、慣れてはいない。

「なんだ？」

「いえ……、あの……、あ、ちょっと……っ」

「いい加減観念しろ」

　スラックスに手をかけられたかと思うと、あっという間に下着まで脱がされた。中心が露あらわになり、思わずワイシャツで隠す。だが、その仕草がこの上なく恥ずかしいものだと気づいて、耳まで赤くなった。

「嫌いやなのか？」

　そうではない。そうではないが──。

　どう言っていいかわからず迷っていると、即そく座ざに言われる。

「違ちがうようだな」

「──っ！」

　心の中を見み透すかしたように笑われ、その表情に心が蕩とろけた。思わず見つめてしまい、目が離はなせなくなる。

　鷺谷はネクタイを緩めてもろ肌はだを脱ぬぐと、次に下半身を覆おおっているものも勢いよく脱ぎ捨てた。

　美しい男の躰。均整の取れたそれは、芸術品のようだ。

　だが、鑑かん賞しようするだけではない。その逞しい肉体に組み敷しかれる時のことを思い出し、生身の人間だからこその魅み力りよくを再さい認にん識しきする。

「ほら、膝を立てろ」

　再びベッドに乗ってきた鷺谷と、向かい合った格好で座った。膝の下に脚あしを入れられ、互いの屹きつ立りつを一いつ緒しよに握にぎられた。そして、心ごと奪うばい去るように唇くちびるを奪われる。

「ぁあ……ぅん」

　中心を握られ、鼻にかかった声が漏もれた。ジェルを中心に垂らされ、敏感な部分がビクンと跳はねる。

　濡れた音が耳に流れ込んできて、羽村はこれまでにない昂たかぶりを覚えた。

「……ぁ……、……あの……っ」

「自分でも弄いじってみろ」

「でも……」

「いいから、俺の言うことを聞け」

　相変わらずな言い方だが、鷺谷らしい物言いが羽村を素す直なおにさせた。

　額と額をつき合わせ、互たがいの猛りを握り込んで指先で嬲なぶる。先せん端たんのくびれを刺激しているのが、どちらの指なのかよくわからないほど絡からみ合っていて、思わず凝ぎよう視ししてしまう。

「ぁ……あ……、……は……っ、……ぁ……っ」

　あまりにいやらしい光景に、目が離せない。

　指と指を絡ませながら中心を育てていく行こう為いに、羽村は夢中になった。

「いいぞ、いい表情だ」

「ぁ、あ……、ぁ……、……っふ、……んぁ……」

　たまらない快感だった。

　喘あえぐ唇を唇でついばまれ、うっとりとなると、羽村の状態を察したかのように、鷺谷はいきなり羽村に襲いかかってくる。

「──あ！」

「あんたを喰くわせろ」

　いきなりあてがわれ、羽村は身構えた。

「ぁあ……っ、……あ、あっ、あっ！」

　じわりと引き裂さかれ、無意識ににじり上がって逃にげようとするが、容よう赦しやなく腰を進められて先端をねじ込まれる。屹立にたっぷりと塗ぬられたジェルが潤じゆん滑かつ油となって、鷺谷の侵しん入にゆうを手伝っていた。

「……ぁあ……ぁ……、……っく、──ぁぁあ……っ！」

　根元まで収められると、羽村は自分の後ろを押し広げるものの太さに我を忘れた。味わうことを、やめられない。気持ちを確かめ合うように、指と指を絡ませて手を繫いだ。

　指の間──特に関節の内側が触ふれ合うと、声をあげてしまうほど感じた。

「こんなところが感じるのか」

「ぁ……あ、……ぅ……っく、……はぁ……っ」　>>>♥

　挿そう入にゆうしたまま、まったく動いてくれない鷺谷に、飢えた躰は啜すすり泣き、欲しがった。動いてくれと。もっとはっきりとした刺激を与えてくれと、泣き濡ぬれている。

「なんだ？　何をしてほしい？」

　見つめ合い、早くと訴うつたえるが、言葉にするまで望むものは与えてくれないらしい。

「……う……、……い、て……」

「聞こえないぞ」

「……動いて……、ください……、……動いて……」

「こうか？」

「──ぁあ！」

　喉のどの奥から、掠かすれた声が漏れた。ゆるりと動く腰に、ますます飢えを刺激される。

　欲しい。

　欲しい。

　もっと、欲しい。

　深いところに熱い猛たけりを突つき刺さして、何も考えられないほど激しく自分を揺ゆさぶって欲しい──強い欲よく望ぼうに支配された。

「……ぅん、んぁ……あ……っ、……あぁ……」

「ここだな？」

　ゆさゆさと腰こしを前後に動かされ、再び指を舐なめられる。

「……ぁあ……ぁ、……や……、……舐め、ない……で、……くだ……」

「それは無理な相談だ」

　指を舐められながら、やんわりと突き上げられると、取り繕つくろう余よ裕ゆうもないほど快感が押しよせてきて、大きな波に吞のみ込まれた。

「……いいぞ、……後ろが……、きゅんきゅん締しまりやがる」

「──あ！」

　強めに歯を立てられて、また鷺谷を締めつけてしまう。繫がった部分が、吸いつくように鷺谷を求めているのが、自分でもよくわかった。

「ぁあ、あ、……もう……っ」

　限界だ。もう我が慢まんできない。

　心の中の声は、許しを乞こうていた。早く、イかせてくれと。早く、楽にしてくれと。

　すると、鷺谷にようやくそれを許される。

「いいぞ、あんたの中にぶっ放してやる。──合わせろよ」

「やぁ……、や、あ、……ぁあ……っ、あ、あっ！」

　腰を搔かき抱いだかれたかと思うと、力強く、そしてリズミカルに、突き上げられる。屹立の先端が奥に当たるたび、羽村は自分のものとは思えない甘い掠れ声をあげた。

　そして、迫せり上がってくるものに、身を任せる。

「……鷺、……谷さ、……イく、……イく……っ、……ぁ、ああ、──ぁぁあああ……っ！」　>>>♥

　その瞬しゆん間かん、鷺谷の口から男っぽい呻うめき声が聞こえ、爆はぜたのがわかった。

　中を濡らされる感覚。

　男の自分が……、と思うが、同時にそうされることに、満たされた気持ちにもなっていた。

　普ふ段だんは少しの隙すきも見せない鷺谷が、額にうっすらと汗あせを搔き、あがった呼吸を整えている姿も、男っぽい色いろ香かに濡れていて心こころ惹ひかれる。

　好きだ。

　鷺谷が、好きだ。

　羽村は、心の中で何度もそう繰くり返した。













　熱い交わりが噓うそだったかのように、辺りは静まり返っていた。

　心地ここち好よい疲ひ労ろうが、余よ韻いんとなって羽村を包んでいる。鷺谷とベッドに横になったまま、羽村は静せい寂じやくに耳を傾かたむけていた。

　躰からだを流れる血。鼓こ動どう。息いき遣づかい。

　そんなものを、感じる。

「……鷺谷さん」

「なんだ？」

「あの……、好きです」

　言ってなかったなと思い、口にするが、いきなりのことに鷺谷に笑われる。

「どうした、急に」

「ちゃんと言ってなかったなと思って」

　指に軽くキスをした鷺谷が体重を預けてくると、それを受け止めた。合わさった肌はだから伝わってくる体温。そして、鼓動。鷺谷をもっと感じたい。

　そう思い、再び指を絡ませて手を繫つなぐ。

「鷺谷さんを知るたびに、好きになっていった気がします」

「親殺しでもか？」

　ふいに自じ虐ぎやくを覗のぞかされ、胸が締めつけられた。鷺谷を愛する気持ちと、決して消えないだろう傷に対する気持ちの両方が、そんな痛みを羽村にもたらす。

　激しいセックスをし、傲ごう慢まんな振ふる舞まいで羽村を翻ほん弄ろうする一方で、鷺谷の心の奥にいつまでも消えない傷が存在している。それが、鷺谷という男を作り上げているのだ。

　傲慢なヤクザという顔の奥に、人としての葛かつ藤とうが隠かくれているからこそ、これほど強く惹かれてしまうのだろう。

　姉を想おもう心に、共感してしまう。

「はい。それでも、好きです」

　羽村の言葉に、鷺谷は軽く口元を緩ゆるませたあと、こめかみに唇くちびるを押し当ててきた。こうしていつまでも男の腕うでの中で寝ねていることが急に恥はずかしくなり、そっと腕の中から逃のがれると、身を起こした。

「それから、やっぱりお金は返します」

「なんだ、強ごう情じようだな」

「ピアノだけだと、俺にメリットがありすぎるんで」

「まぁいい。好きにしろ」

　鷺谷も起き上がり、サイドテーブルのタバコを手に取り、紫し煙えんを燻くゆらせる。その姿は見み惚とれるほど美しく、改めて自分が好きになってしまった男を心に刻んだ。

「ところでな、まだ言ってなかったが」

「なんです？」

「親父おやじは、まだ一翔を諦あきらめたわけじゃないぞ」

「え……」

「甥おいを護まもろうとするあんたの意志が強いんでな、それに免めんじて今回はいったん見み逃のがしたが、強ごう引いんな真ま似ねはしないと言ってるだけだ」

「それって、どういう……」

　斎藤組長のことを思い出し、悠ゆう然ぜんと構えた男の姿に問題がまだ解決していないことに気づいた。血の繫がった息むす子こに会いもせず引き下がったと思うなんて、浅はかだった。

　そう簡単な相手ではない。

「親父はいつでも自分の息子を迎むかえる準備はしてるってことだよ」

　羽村は、その言葉を自分の中で咀そ嚼しやくした。

「一翔を懐かい柔じゆうしろと言われてる。あんたのこともな」

「俺のことも？」

「ああ。この件は全面的に俺に任せる気だからな。これであんたと離はなれられなくなった」

　鷺谷は笑っているが、羽村にとってはそう簡単に受け入れられるものではない。

「一翔は絶対ヤクザにはなりません。俺がそうはさせませんから」

「そんなにヤクザは駄だ目めか？　ヤクザの下であんあんよがってたのは、どこのどいつだ？」

「そ、それとこれとは話が別です。俺は……もう、落ちたから……」

　恋こいに、とは言えずにそれだけ口にすると、鷺谷は意地悪な笑えみを漏もらす。それがまた憎にくらしいくらい魅み力りよく的な表情で、好きになった自分が恨うらめしくなった。

　一翔に関しては敵対する立場にあるのに、こんなに好きなのは厄やつ介かいだ。

「俺に惚ほれてるのは知ってる」

「だからって、俺は懐柔されませんからね」

「いいぞ。その調子だ。あんたがそんなふうに向かってくると、ゾクゾクするよ」

「……っ、いい性格ですね」

　顔が熱くなるのを感じながらもジロリと睨にらむが、激しく抱だき合ったばかりの今、こんな顔をしても無む駄だなのはわかっている。

「そういうところが気に入ったんだよ」

　サラリと言われ、もう何も言えなくなった。

　こういうところが、自分と違ちがうのだと痛感する。同じ大人でも、これほどまでに違うのかと、スマートな男に同じ男として嫉しつ妬と心を刺し激げきされ、そしてますます好きになる。

　鷺谷は勝ち誇ほこったような笑みを見せていたが、その視線が羽村の唇に注がれ、唇を寄せられた。セックスの時とは違う、触ふれるだけのキス。

　それでも、羽村を酔よわせるには十分だ。

　唇が離れると、つい応じてしまったことが悔くやしくて、拗すねたような視線を向けてしまう。すると、鷺谷は見ているだけで腰がとろけそうな男の色香を滴したたらせながら、こう言った。

「これからますます楽しくなりそうだ」











あとがき






　こんにちは、もしくははじめまして。

　ルビー文庫さんでは初となります。中なか原はら一かず也やです。

　えー、実はあとがきを書くのが苦手でございまして……。いつも何を書いたらいいのか迷います。パソコンの前に一時間座っていても数行すら埋うまってないなんて、毎度のことです。

　書いては消し、書いては消し。

　私は何をしているのでしょう。

　えっと、私はヤクザものを書くのが好きなのですが、ルビーさんでの初仕事は何にしましょうと担当さんに相談したところ、ヤクザでもいいと言われてガッツポーズでプロットに取りかかったという。

　そうなんです。ヤクザを書くのが好きなんです。

　あと、ジャズも好きなので、ジャズピアノが弾ひける受にしました。

　私は高校大学ではバンドでギターを弾ひいていたので、音楽は好きなほうだと思います。若かった頃ころは、ブリティッシュロックとかよく聴きいてました。テレヴィジョンとかバンシーズとかマガジンとかよく耳コピしてました。

　そう！　そうなんですよ！　昔はネット通つう販はんもないし、邦ほう楽がくや超ちようメジャーな洋楽以外は譜ふ面めんが手に入らなくて耳コピだったんですよ！　おかげでいまだに楽譜が読めません。

　あ。そういえばアイアンメイデンも好きです。いいですよね。特にデビューアルバム。

　そこからブルースも好きになっていって、ジャズも聴くようになりました。私は相当音おん痴ちなんですが、楽器なら歌わなくても音楽を楽しめます。

　そしてなぜかＢＬの世界に足を突つっ込こむことに……。（話が飛びすぎです）

　えー、ここで止まってしまいました。

　さて、何を書きましょう。ネタがありません。あ、猫ねこが凄すごく好きです。

　こうやって毎回必死で行を埋めているのですよ。

　よっ。

　はっ。

　とか書いてみたり。（すみません）

　それでは最後に、イラストを担当してくださった桜さくら城ぎやや先生。素敵なイラストをありがとうございました。稚ち拙せつな作品に華はなを添そえて頂き感謝しております。

　それから担当様。ご指導ありがとうございました。これからもよろしくお願いします。

　そして読者様。こんなあとがきまで読んで頂きありがとうございます。私の作品を気に入って頂けたら、またぜひ手にとってくださいませ。

　それでは、別の作品でお会いできることを願って……。


中原　一也
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